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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　冷たい夜の街は濃のう厚こうな薔ば薇らの匂においで満たされていた。

　甘く深い悪夢を誘さそうような晩春特有の夜気が細い手足にからみついてくる。それを振ふり払はらうようにイールは先を急いだ。

　この街区は整備がよく行き届いている。昼中と夜の秩ちつ序じよも保たれているようだった。人々が寝ね入いった家屋のバルコニーには薔薇やゼラニウムが美しく咲さき、足元には丁てい寧ねいに敷しき詰つめられた石いし畳だたみが広がる。それらは一様に夜よ露つゆに濡ぬれ、満月の光を受けて銀色に煌きらめいていた。

　イールは小さな本を片手に、ひとけのない石畳の坂道をのぼっていく。

　リボン飾かざりの付いたオペラパンプスがこつこつと小さな音を立てる。シフォン素材の服が夜風を孕はらんでふわりと揺ゆれる。大聖堂へとつながる坂道のまわりはとても静かで、イールの靴くつ音おとしか聞こえてこない。

　静せい寂じやくの夜を一人で過ごすのは一年ぶりのことだった。しかし心に平へい穏おんはなく、束つかの間の自由を喜ぶ気にもなれなかった。

　坂道が途と切ぎれたところで、豊かな彫ちよう刻こくが施ほどこされた外がい壁へきが姿をあらわす。イールの好きなこの大聖堂がビザンティン様式の粋すいを集めたものだということは、本を読んで知った。大小みっつの白はく亜あのドームが月光を浴びてより一層白く輝かがやく。

　花か壇だんに咲き匂う赤い薔薇を一輪手た折おった。重厚な木製の扉とびらを細く開き、中に入る。

　夥おびただしい数のキャンドルが揺れる深夜の礼拝堂。そこにいるのは聖人オルジェとイールの二人だけだった。イールは祭壇に薔薇を置いて跪ひざまずき、深く頭こうべを垂れて祈いのりを捧ささげる。

「お願いです。彼女たちの絶望と恐きよう怖ふを一秒でも早く終わらせてください。どうか……」

　そう強く願っても、物言わぬ聖人像は慈じ愛あいと嘆なげきの混ざった表情をするばかりだった。

　イールは今一度、乙女おとめたちのために祈る。そして祭壇を離はなれ、礼拝堂の裏手にある螺ら旋せん階段に足を向けた。

　体力のない華きや奢しやな身体からだが音をあげそうになる。それを無視して、狭せまく長い螺旋階段をひたすらのぼった。ようやく見えた青銅の扉を開いて外に出ると、そこは大きなドームの外周に沿った円形回かい廊ろうになっている。等とう間かん隔かくに連なる柱と、それらをつなぐ二重のアーチ。降り注ぐ月光が回廊に光と影かげの縞しま模も様ようを織りなしていた。

　落ちないように気をつけながら、柱と柱のあいだに腰こしかける。夜空を見上げ、息を吞のんだ。

「大きい……」

　中天を過ぎた満月は濃こい銀色に光り輝き、そして少し怖こわくなるほど間近にあった。

　イールのよく知る月は優やさしくて、遠くから淡あわい光をこぼしてくれるのに。こんなにも大きな姿は見たことがない。力強く放たれる月光には怒いかりが含ふくまれているように感じられた。

　今夜がいつもと違ちがう夜であることを、満月は知っているのかもしれない──肌はだと心にざわめきを覚えたイールは、あらわになっている細い腕うでに自分の手をあてた。

　そうしてしばらくじっとしていると、どうにか心が凪ないでくる。大きな満月も怖くなくなってきた。隣となりに建つ鐘しよう楼ろうに視線を移す。その壁かべに嵌はめ込まれた巨きよ大だいな時計盤ばんの針は午前一時十分をさしていた。

　夜が明ける前に必ず帰らなくてはならない。兄たちに見つからないよう寝しん台だいに潜もぐり込む必要がある。

　──ここに四時間しかいられない。──ちがう、四時間も……。

　イールにとっては瞬またたく間に過ぎてしまうこの時間が、乙女たちにとっては永遠に終わらない地じ獄ごくのときなのだと思うと、凪いだばかりの心がまた激しく波立った。

　小さな溜ため息をつき、視線を落とす。丘おかに建つ美しい白亜の大聖堂は、街全体が見み渡わたせる唯ゆい一いつの場所だった。

　イールの、赤みを帯びた紫むらさき色いろの瞳ひとみに真夜中の街並みが映る。

　眼前に広がる公園と、百貨店やサロンがあるこの街区は今は暗い。隣りん接せつする高級ホテル街は上品な橙だいだい色いろの光で満たされている。川を挟はさんだ先に、深夜も灯あかりの消えないカフェと、ビストロやブラッセリーが軒のきを連ねる路地が見えた。美しく整備された街区と、古き良き時代の面おも影かげが残る下町。しかしここから不気味なほど景け色しきが一変する。

　飲食店や酒場の向こうには派手な演劇場があり、活動写真を上映するスピカ座があり、そしてネオンライトが揺らめく猥わい雑ざつな歓かん楽らく街が果てなくつづいていた。

　自身が働きながら暮らす巨大な建物も視界に入ってきて、イールは眉まゆをひそめる。

　一大歓楽街の中心地にそびえ立つ〝蝙蝠こうもり王の城〟──キャバレー・エカルラート。それは爛らん熟じゆくした時代と享きよう楽らく主義の象しよう徴ちよう的存在だった。

　中世に建てられた由ゆい緒しよある古城にネオンライトがからみつく光景は、ひどく不自然で歪いびつなものにしか見えない。玉座と舞ぶ踏とうの間と庭園がキャバレーとして改装されていて、店内の至るところに蝙蝠の紋もん章しようが掲かかげられていた。

　闇やみ夜よに妖あやしく浮うかぶ深紅色エカルラートの屋根と、血液を彷ほう彿ふつとさせる赤い灯ひで染められた舞踏の間。

　そこで歌い踊おどる、〝ラフェリ〟という名の美しい妖よう精せいたち。

　最高級の葉巻と芳ほう醇じゆんな酒と、ラフェリから漂ただよってくる濃厚で官能的な花か蜜みつの匂い。

　キャバレー・エカルラートをおとずれる客たちは皆みな、現実と夢想のはざまにたゆたう快感の虜とりこになった。そして猥わい談だんや噂うわさ話ばなしが好きでたまらない彼らは、まことしやかにささやき合う。

『この店の支配人と従業員には逆らわないほうがいい。奴やつらはマナーの悪い客を嫌きらう。ルールを破った客は違い約やく金きんではなく血液を没ぼつ収しゆうされるんだ。くれぐれも気をつけたまえよ』

『ラフェリの孔あなに無理やり挿いれようとした客が、蝙蝠一族に報復されたらしい。身体じゅうの血を抜ぬかれて、骨と性器と臓物はドブに棄すてられたという噂……ああ、なんておぞましい』

　そんな不気味で猟りよう奇き的な噂があるにもかかわらず、男たちはどうしてもラフェリに会いたくて触ふれたくて、夜ごとエカルラートにやってくる。

　しかし客が知る由よしもない真実は、噂よりもさらに醜しゆう悪あくで酷ひどい──蝙蝠王と妻たち、彼らのあいだに生まれた直系の息子むすこや娘むすめで構成される蝙蝠一族は、人間ではなかった。

　人の生き血のみを糧かてにして若さを保ち、一族の繁はん栄えいのために多くの乙女とラフェリを地獄へ突つき落とす彼らは、悪あく魔まと呼ぶべき存在だとイールは強く思っている。

　蝙蝠一族の歴史は古く、発はつ祥しようは百年戦争の時世だと聞かされた。

　かつて、大型の蝙蝠姿で群れを成し、真夜中の『食事』のたびに村ひとつを死し滅めつさせていた一族は、絶対君主制の終しゆう焉えんとともにその原始的な搾さく取しゆ方法を棄てる。人の姿にも変容できる彼らは、産業革命が勃ぼつ興こうすると悪魔の一族であることを秘ひ匿とくしてキャバレー・エカルラートを開業した。そして現在、ラフェリを酷こく使しして巨きよ万まんの富を築いた蝙蝠王たちが、食事のために人間を襲おそうことはない。なんの苦労もなく、人身の斡あつ旋せん組織から大量の『食事』を購こう入にゆうしている。

　蝙蝠一族はそうして激動する時代を狡こう猾かつに生き抜いてきた。

　その時代とブルジョア社会は今、繁栄の絶頂期を過ぎ、爛熟のときを迎むかえている。

　財を成した富ふ裕ゆう層や、資本家への転身を成功させた貴族たちは、豊かで上質な暮らしを送りながらも漠ばく然ぜんとした暗あん鬱うつを抱かかえていた。連夜の晩ばん餐さん会、チェスやトランプ、サロン通い、オペラ鑑かん賞しようや競馬観戦──退たい屈くつな日々を持て余す彼らは過激な非日常を求めている。

　そんな男たちの欲望を激しく刺し激げきし、そして満たす存在が、キャバレー・エカルラートに棲すむ妖精〝ラフェリ〟だった。

　可か憐れんで美しい妖精を我がものとするために、数多あまたの男が燕えん尾び服ふくにシルクハットという最上級の正装をし、大金を持って毎夜エカルラートをおとずれる。イールにはその光景が、熟れた柘榴ざくろに群がる黒蟻ありのように見えてしかたなかった。

　しかしエカルラートには一年にたった一度だけネオンライトの消える夜がある。

　店を経営する蝙蝠男──イールと半分血のつながった兄たちが、挙こぞって僻へき地ちや国外へ飛び、そこから攫さらってきた美女たちを裸はだかにして蝙蝠王に捧げる夜。

　それは蝙蝠一族の繁栄を維い持じするための儀ぎ式しき。

　今夜、執とり行われる──。

「………」

　イールは、悪あく趣しゆ味みな電でん飾しよくが消えている蝙蝠王の城を厭いとわしい思いで見み据すえた。

　──本当に耐たえられない夜だ……。終わらない悪夢……。

　蝙蝠に姿を変えた兄たちの手口は巧こう妙みようで、人間は誰だれ一人として妻や娘が攫われるところを目もく撃げきできないという。遠く離れた田舎いなかや国外に住む者が、蝙蝠一族とエカルラートの存在など知るはずもない。忽こつ然ぜんと消えた家族をあてもなく捜さがしつづけるのは、どれほど不安で恐おそろしいだろう。

　そんな彼らの元に愛する女たちが戻もどることはなかった。

　幸福に満ちた婚こん礼れいを済ませたばかりの花はな嫁よめも、恋こいすら知らない生き娘むすめまでもが、黒く巨大な蝙蝠王の翼つばさに覆おおわれて純潔を散らす。

　一年に一度おとずれる、晩春の悪夢。

　悪魔が美しい乙女たちとの性交に耽ふける、ワルプルギスの夜──。

「……ぅ、……っ」

　己おのれの出生を思うと吐はき気がしてくる。背に生えた羽を引き抜きたい衝しよう動どうに駆かられる。

　体内に蝙蝠王の精を撒まかれた乙女らは皆、必ず男児を宿した。

　そして妖精を──〝ラフェリ〟を出産したその直後、蝙蝠一族に群がられ全身の血を啜すすり尽つくされて、木乃伊ミイラのようになって死んでいく。

　そんなおぞましい行こう為いの果てにイールは生まれたのだ。

　イールたちラフェリには、絶望と悲ひ哀あいしかない。生まれる前も生まれた瞬しゆん間かんも生まれてからもずっと。顔も見たことがなく名前すら知ることのできない母親たちの無念が、華奢な肢し体たいに色いろ濃こく宿っていた。

『女の恐怖と苦痛が強ければ強いほど、見み目め麗うるわしい男児が生まれるのだ』──聞きたくもないことを直系の兄たちは嗤わらって口にする。キャバレー・エカルラートにはイールを含め五十三人のラフェリが棲んでいるが、皆悲しくなるほど綺き麗れいな容姿をしていた。

　そしてその背には必ず羽がある。イールたちが〝妖精ラ・フエリ〟と呼ばれる理由はここにあった。

　しかしそれは完全に退化していて、羽ばたかせることすらままならない。

　ただ、背に存在するもの。叶かなうなら引き抜いてしまいたかった。

　この羽があるから、人間ではないことが一目でわかってしまう。自分たちが、悪魔のおぞましい欲望と乙女たちの凄せい烈れつな恐怖を交ぜ合わせて造られた生き物なのだということを思い知らされるだけだった。

　なんの役にも立たないのなら、いっそ無機物であればいいものを、どうしてか布地で覆うと呼吸がしづらくなる。ラフェリという生命体の一部分なのだと主張してくる。疎うとましい羽を隠かくすことも許されずに、イールたちは背が大きく開いた衣服を着るしかなかった。

　その剝むき出しになった肩かたや背を撫なでながら、兄たちが繰くり返しささやいてくる。

『イール、おまえは今まで製造されたどのラフェリよりも端たん麗れいで美しい。エカルラートの最高傑けつ作さくだ。男どもは誰もがこの羽や白金髪プラチナブロンドに触れたがる。おまえの宝石のような瞳に見つめられたいがために、奴らは大金を積むのだ』

　そう聞かされるたび、抑おさえようのない怒いかりを覚えた。イールの身体からだと頭は地獄の火か炉ろに投げ込まれたかのように熱くなり、乙女おとめたちを想おもう心は張り裂さけそうなほどに痛む。

　──それだけ僕を産んでくれた人の……お母さまの悲しみが深かったんだ。

　イールは、薔薇輝石ロードナイトの瞳でキャバレー・エカルラートを睨にらみつける。

　城の最上階にある蝙蝠王の巣は常に薄うす暗ぐらく、数多の棺ひつぎや不気味な魔ま法ほう陣じんで埋うめ尽くされていた。今夜はそこから乙女たちの悲鳴が聞こえてきそうで、イールはいても立ってもいられずに、本を持って抜け出してきた──否いな、正しくは逃にげてきたのだ。

　どれほど蝙蝠王と一族を憎にくんでも、兄たちの凶きよう行こうを止められず、乙女たちを救い出すこともできない。イールはなんの力も術すべも持っていなかった。

　逃げることしかできない自分が本当に嫌いやでしかたない。今夜できたのは、精せい一いつ杯ぱいの祈いのりを捧ささげることだけだった。イールはひとしきりうなだれて、ずっと手にしている本を力なく開く。

　するとそこに銀色の光がさらさらとこぼれ落ちてきた。ふたたび見上げた満月は、変わらずとても大きい。でも、もう怒おこっていないようだった。

　優やさしく輝かがやく月に、イールは思いを吐と露ろする。

「僕にもっと知ち恵えと力があれば、お母さまたちもラフェリも助けられるのに。誰か……」

　誰かに救い出してほしいとは思わなかった。終わりのない悪夢を自分で断たち切りたいけれど、どうすればいいかわからないから、誰かやりかたを教えてほしい。それだけだった。

　でも、もし教えてもらえても、お礼に渡わたせるものがなにもない。方法を教えてくれたその人が薔ば薇ら輝き石せきを望むなら、この赤あか紫むらさきの瞳ひとみを抉えぐり出せる。ラフェリの羽を望んでくれたなら、イールは喜んでこれを引き抜くのに──。

　花か香こうを含ふくんだ冷たい夜風が吹ふいて、小さな羽と白金の髪かみが揺ゆれた。

　本がぱらぱらと音を立ててめくられていく。押さえたそのページに描えがかれている金きん盞せん花かの絵を、細い指でなぞった。

　この本には、世界中の花にまつわる神話や御お伽とぎ話ばなしが載のっている。イールが一番大切にしている本だった。機械による製本ではなく人の手で綴とじられたもので、少し不格好だけれどとても温かみがある。繰り返し読みすぎて表紙の文字が掠かすれてしまっているほどだった。

　神話や御伽話のひとつひとつには易しくて丁てい寧ねいな解説と、必ず花の絵が添そえられている。

　著者名も掠れてほとんど見えない。ヴェルレイン・ダンハウザー──花の絵も彼が描かいたのだろうか。本の中の花々は真物ほんもの以上に美しくて瑞みず々みずしいから、いつもすぐに触れたくなる。

　この本を読んでいるあいだだけは、自分がラフェリという無力で不気味な生き物であることを忘れられる。そして、広く自由な世界を夢見ることができた。

　ふたたび夜風が吹く。髪と羽と、うなじで結んだ大きなリボンも揺れる。

　本を読み耽るイールが、髪を耳にかけたときだった。

「ラフェリ、か？」

「──!!」

　絶対に聞こえないはずの人間の声がした。驚きよう愕がくのあまり一いつ瞬しゆん心臓が止まったような錯さつ覚かくが起こる。でもすぐに、大切な本を守れという本能みたいなものが働いて、それをスラックスのポケットに突っ込んだ。

　振ふり向いたそこに長身の男が立っていた。あまりの近さに、恐きよう怖ふを覚えた身体が強こわ張ばる。　>>>♥

　ここまで接近されても気づかないほど本に夢中になってしまっていた。

　男も驚おどろいた表情をしている。それがわかるくらい近い。綺麗な琥こ珀はく色いろの瞳だった。

　その切れ長の瞳が、なぜかさらに見開かれる。同時に、男をとらえていたイールの視界がぐらりと揺れて斜ななめになった。

「あ、っ……」

「おいっ」

　立ち上がろうとした拍ひよう子しにオペラパンプスが滑すべって、身体が柱と柱のあいだから外へと投げ出された。宙に浮ういた感覚に肌はだが粟あわ立だつ。背にある羽はなんの役にも立たない。

　落ちてしまう──地面に叩たたきつけられる恐怖にまぶたを閉じたとき、腕うでを強くつかまれて、ぐい、と乱暴に引き戻された。そのまま身体を壁かべ側に持っていかれ、押しつけられる。

「痛っ」

「おまえ、飛べもしないくせに！　命を粗そ末まつにするなっ。せっかく与あたえられたものを」

　イールが自分の意思で飛び降りたように見えたのか、男はそう怒ど鳴なりつけてきた。

「あ……、ち、ちがい、ます……靴くつが、滑って──すみま、せ……」

　震ふるえる声で過失であることを伝え、礼を述べると、ようやく腕から男の手が離はなれる。

　大きくて力強くて、熱い手だった。ラフェリの体温は人間よりも低いが、男の手が熱く感じられた理由はそれだけではないような気がした。

　せっかく与えられたものを──叱しかられたばかりの言葉が耳に残る。きつく怒鳴っていたけれど、その言葉にだけ焦しよう燥そうと悲しみが含まれているように聞こえた。

　なぜ正体不明の男の声にこんなことを感じるのかわからなくて、ひどく混乱した。混乱に加えて、人間が突とつ然ぜんあらわれた驚愕や落下しかけた恐怖までもが綯ない交ぜになり、動どう悸きが少しも治まってくれない。

　間近に迫せまる男は立っているだけなのに威い圧あつ感かんがある。それが恐怖心に拍はく車しやをかけた。

　ぶるぶると震える脚あしでは逃げることもできない。早はや鐘がねを打つ胸を手で押さえつけながら男を見上げる。

　男の視線はイールの足元に落ちていた。リボン飾かざりの付いたオペラパンプスから、黒のスラックス、シフォン素材の上衣トツプスへと這はい上がってくる。鋭するどい視線が、剝き出しになっている細い腕と小さな肩をなぞり、白金髪プラチナブロンドを撫で、薔薇輝石ロードナイトの瞳にからみついてきた。

「ラフェリか。噂うわさには聞いていたがここまで美しいとはな。恐怖すら感じるほどだ」

「………」

　重々しくて力強い男の声が、イールの耳じ孔こうにまっすぐ入ってくる。

　美しい、麗うるわしいラフェリ、私だけの妖よう精せい、イールの瞳に比べれば世界中の宝石もただの石ころだ──客たちの美び辞じ麗れい句くをうんざりするほど聞いてきた。

　美しいと言われることは好きではない。客たちに罪はないとわかっている。でも、ラフェリの美しさがどれほどの悲劇の果てに生まれたのかを知りもしないで、軽々しく言われるのがたまらなく悔くやしかった。

　しかしこの男の「美しい」だけは違ちがって聞こえた。なぜそう感じるのか自分でもよくわからない。でも確かに、なにかが違う。それがなんなのかは、混乱している今は突つき止めることができそうになかった。

　男は皮肉のつもりで「恐怖」と言ったのだろうけれど、初めて形容されたその言葉もどうしてか嫌ではない。むしろイールの中にすっと入り込んできた。

　ラフェリは、悪あく魔まが人間と交配して産ませた、悪魔の子だ。それをあらわす言葉は、客が繰り返し口にする「美しい」よりも、男が言う「恐怖」のほうがよほど的確だと思えて──。

「あ、あなた、誰だれ……？」

　不思議な感覚ばかりを齎もたらされて、思わずそう口にしてしまった。

　その声がまだ震えているのが嫌だった。イールが混乱と恐怖を拭ぬぐいきれていないことに男も気づいたのだろう、唇くちびるの片かた端はしをわずかに上げて笑う。そして、「なにもしない」という意思表示なのだろうか、両手をぱっと上げて見せ、そのあとスラックスのポケットに入れた。

　訊たずねたことへの返事はなさそうだった。イールは瞳を巡めぐらせる。

　男の長ちよう軀くを包むスーツはかなり上質のものだ。筋肉質らしき身体のラインにきちんと沿っていて、彼だけのために仕立てられた高級オート注文服クチユールということがわかる。ネクタイと、胸ポケットを飾るスクエアチーフは、淡あわい月光の中でも鮮あざやかな光こう沢たくを呈ていしていた。履はいている革かわ靴ぐつにも汚よごれや歪ゆがみはまったくない。ダークブラウンの髪は整せい髪はつ剤ざいで固められていて、ほのかに漂ただよってくる煙草たばこの匂においは嫌なものではなかった。

　身なりと雰ふん囲い気きから上流階級の人間であることはわかるが、エカルラートでは見たことがない。この街に住む富ふ裕ゆう層や資産家は、必ず一度は店をおとずれているのに。

　ラフェリを見たことがないような口ぶりでもあった。イールは質問を変えた。

「どうして、ここに？　なにをしに……」

「俺は今夜この街に着いたばかりだ。丘おかの上の大聖堂なら街が一望できると聞いてな。エカルラートという店がどれほどのものか見ておきたくてここに来た。この街で最も有名なキャバレーなのだろう？　ラフェリ、おまえがいる店だ。どれだ？　ここから見えるか？」

　今度はすぐに返ってきた言葉にひどく戸と惑まどう。やはり男は余所よそから来た者だったが、その目的がエカルラートとは思いもしなかった。

　イールは戸惑いながらも、人差し指を夜景に向ける。

「あの城みたいな建物です。今夜はネオンが消えていて、暗くなっています」

「ほう。悪魔どもの住すみ処かにしてはなかなか立派だな」

　男の低い声にはあからさまな揶や揄ゆと悪意が籠こめられていたが、別のことが気になってしかたないイールはそれを聞き過ごしてしまった。

　ほかの都市にまでエカルラートのことが知られはじめているのだろうか。余所からも来客が見込めるとわかれば、蝙蝠こうもり王は店を増やすに違いない。もしそうなったら、ラフェリをもっと製造する必要が出てくる。

　つまりそれは、攫さらわれて地じ獄ごくに突き落とされる乙女おとめの数が増えるということだ。

　そんなの絶対に嫌いやだ、これ以上はもう耐たえられない──。

「潰つぶし甲が斐いがある……」

「え、……？」

　蝙蝠王の城を睨にらみつけながら男はなにかをつぶやいたが、声が低く小さすぎて聞き取ることができなかった。

　男の視線が夜景から離れて、イールの瞳をとらえてくる。

「おまえこそ、なぜこんなところに一人でいる？　今が何時かわかってるのか？　ラフェリというものはずいぶんと不用心だな。攫ってくれと言っているようなものだぞ？」

　その言葉にぞっとした。男は笑っているが冗じよう談だんを言っているのではない。凄すごみのある風格の中に、きつい興奮のようなものが見えた。

「まさか今ここでラフェリに会おうとは……これ以上の僥ぎよう倖こうはない。おまえは、天が俺に味方している証あかしだ」

　よくわからないことをつぶやきながら、男は両手をポケットから出す。あの熱く大きな手でイールの瘦そう身しんを捕とらえるつもりだ。イールは攫われることよりも、この男に降りかかる禍わざわいを思って身を震わせた。

「いけません……蝙蝠一族の〝報復〟があることを、ご存知ないのですか」

「ラフェリに乱暴してはならない。その代だい償しようは金ではなく血液──、というやつか？」

「そうです。ラフェリを少しでも傷つけたら、捕つかまえられて血液を奪うばわれます。攫うなどしたら、きっと……全身の血を抜ぬかれます。死んだほうがましだと思うほどの激痛と恐怖が延々と与えられるに違いありません」

「全身の血を抜かれる？　それはただの噂だろう？　キャバレー・エカルラートが常に優位に立つための噂に過ぎない」

「は、い……噂です。でも──」

　ラフェリを真しん剣けんに愛する客や、本気の恋こいに溺おぼれる者は多くいた。彼らはその想おもいが強いばかりに、ラフェリが望まない行こう為いまで強しいてしまい、その結果、直系の兄たちに制裁されてしまう。イールは、秘ひそかに拉ら致ちされ骨と皮だけにされた男をいやというほど見てきた。それらは誰にも知られないまま、汚お物ぶつとして城の地下から下水道へ流されていく。

　蝙蝠王の城に棲すむ五十三人のラフェリは、一族の恐おそろしく絶対的な力で守られ──緊きん縛ばくされていた。

「あくまで噂……なのです。──彼らは、あなたが考えているよりずっと残ざん忍にんで卑ひ劣れつです。だから攫うなんて簡単に言わないで……エカルラートにも、関かかわらないでください」

　男が店をたずねようとしているのが単なるラフェリへの好こう奇き心しんなら、今ここで見たことに満足して帰ってほしかった。

　キャバレー・エカルラート──血の色に染められた空間にあるのは、狂きよう気きと頽たい廃はいだけだ。

　悪魔が美しい乙女を孕はらませて製造する生命体、それを妖精だと信じて疑わない男たちは悪魔の子の歌声に陶とう酔すいする。嵌はまってしまったら二度と抜け出せない。妖精を我がものとするために夜ごと大金を積む。叶かなわぬ恋に溺れて力ずくの交合を図はかれば、代償に全身の血を抜かれる。その鮮せん血けつは蝙蝠王たちの糧かてとなり、悪魔はふたたび晩春の夜に乙女たちを凌りよう辱じよくして、やがて退化した羽を持つ男児が生まれ──。

　余所から来た、なんの関係もない人間が、終わらない悪夢の直ただ中なかにみずから足を踏ふみ入れる必要はない。そんなことは誰にもしてほしくなかった。

「残忍で卑劣、か」

　攫うことを諦あきらめてくれたのか、男はふたたび両手をポケットに入れた。しかし安あん堵どしたのも束つかの間、わずかにあった距きよ離りまで完全に詰つめられて、また身体からだがびくりと震える。

「……っ」

　イールの思い違いだったかもしれない。目線の高さを合わせるために屈かがんできた男の、ただならぬ力強さと威い圧あつ感かんのある体たい軀く。なにか、烈れつ々れつとした意志の宿る鋭するどい眼まな差ざし。まるで攫うことを少しも諦めていないような──。

「おまえこそ、そんなことを安易に口にしていいのか？　蝙蝠一族への背信とみなされても文句は言えんぞ。俺が奴やつらに告げ口しないとは限らんだろう？」

「かまい、ません……本当のことです、から」

「──いいな。その返事、気に入った」

　笑う男の、端たん整せいな顔が間近に迫せまる。

　男から放たれる、殺気にも似た気き魄はくに怯ひるんだイールは立っていられなくなり、その場にしゃがみ込んだ。頭上から淀よどみない声が降ってくる。

「おまえに決めた。おまえを俺だけのラフェリにする」

「どういう、こと……？　それは、不可能です……。関わらないで。エカルラートには……」

　そう返すので精せい一いつ杯ぱいだった。男の言っていることが理解できない。

　人間を怖こわいと思ったのは初めてだった。しゃがんだまま己おのれの肩かたを抱だき、顔を伏ふせる。

　攫われたくない。この男は怖いし、自分が攫われることによって男が受ける蝙蝠一族の制裁はもっと恐ろしい。無力なイールは、男が諦めて街から出ることを願うしかなかった。

「俺のために働いてもらうということだ。それをよく憶おぼえておけ」

　強い声でそう告げた男が去っていく。イールの願いが届いたかは、もうわからなかった。

　回かい廊ろうの床ゆかを叩たたく靴くつ音おとが遠ざかり、青銅の扉とびらがガチャンと音を立てて閉まる。

「………」

　イールはしばらくのあいだ動けずに、顔を伏せたままでいた。

　やがて胸の高鳴りが治まるとともに静せい寂じやくが戻もどってくる。

　晩春特有の甘く冷たい夜気も、濃のう厚こうな薔ば薇らの匂いも。

　かさ、と小さな音がして、イールは顔を上げる。

　ポケットから落ちた本を拾い、縋すがるようにそれを抱きしめた。

　満月の夜の邂かい逅こうが、終わらない悪夢のその歯車を、ゆっくりと狂くるわせていく──。
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「ちょっと誰だれかー。靴くつ、履きまちがえてない？　これぼくのじゃないよ」

「あっ、衣い装しようの裾すそがほどけてる！　どうしよう……」

　開店前、時刻は午後六時四十七分──。

　キャバレー・エカルラートの楽屋には、いつも通りの華はなやかなざわめきと噎むせ返るような花の匂いがあった。

　楽屋と呼ばれているこの部屋は、そう呼ぶのに躊ちゆう躇ちよするほど広く豪ごう奢しやな造りをしている。

　かつては王おう妃ひの部屋だったと聞かされた。シルクロードの国々から運ばれてきたという唐から草くさ模も様ようの絨じゆう毯たんが敷しかれ、壁かべには黄金の装そう飾しよくがついた鏡と東洋の陶とう磁じ器きが交こう互ごに並べられている。見上げればよっつのシャンデリアが輝かがやき、それらに照らされた天てん井じよう画がの中ではオリュンポスの神々が常とこ春はるを謳おう歌かしていた。

　ラフェリたちはここで準備をして、店が開くまで待機する。多様な異文化が入り交じった部屋は広い世界につながっているように見えるのに、どうしてかいつも閉へい塞そく感かんがあった。

　イールは毎日、煌きらびやかな衣装を纏まとったあと、出番直前まで本の世界をたゆたう。

　そして外の自由な世界に思いを馳はせる。憧あこがれてやまないその場所にイールを連れて行ってくれるのは、もちろん一番大切にしているヴェルレイン・ダンハウザーの著書だ。

　時折、自分は依い存ぞん症しようかもしれないと思って可笑おかしくなる。それくらいこの本が好きだった。昨夜ゆうべはほとんど読めなかったから、完全に不足してしまっている。

　さっそく本を開いて、描えがかれている花々に触ふれた。丁てい寧ねいに綴つづられた文字を目で追っていく。

「………」

　でもなぜか少し読んだだけで、ページをめくる手が止まってしまった。楽屋のざわめきが気になり、わずかな違い和わ感かんも覚える。

　いつもすぐに神話や御お伽とぎ話ばなしの中に入り込んで、まわりの音が耳に届かなくなるくらい読み耽ふけるのに。今日はまったく集中できなくて、早々に現実世界に引き戻されてしまった。

　なぜだろうとまぶたを閉じ、首をかしげる。絹糸のような白金髪プラチナブロンドがさらさらと流れる。やがてまぶたに浮うかんできたのは、立派なスーツに身を包む長身の男だった。

　──昨夜の、あの人のせいだ。

　あの男はいったい何者だったのだろう。落下しかけたところを助けてくれたのは本当に嬉うれしかったし、そのあと齎もたらされた不思議な感覚は今もはっきりとイールの中に残っている。

　でも、思い出してぞくっとした。立っているだけなのに痛いほど伝わってきた威圧感。烈々とした眼差し。エカルラートの客とはまるで違ちがっていて、人間のことを初めて怖いと思ってしまった。いつも静かな心があんなに激しく震ふるえたのも初めてだった。

　男のことを思い出してしまうとますますだめになり、諦めて本を閉じる。楽屋を見み渡わたしたイールの瞳ひとみに、可愛かわいらしい踊おどり子の衣装を纏う小さな弟が映った。

「あっ……。リディ、こっちに来て」

「はぁい、イール、なんですか？」

「服が裏になってるよ。すぐ出番でしょう。早く直そう」

「わぁ！　ほんとだ、恥はずかしいー」

　弟のリディは十二歳になったばかりで、着慣れない衣装に苦労しているみたいだった。

　イールは着き替がえ直すのを手伝ってやり「行ってらっしゃい」と小さく手を振ふって、先にダンスホールへ向かう弟たちを見送る。

　少しだけ静かになった楽屋の出窓のほうへ寄っていき、そばにある椅い子すに腰こしかけた。

　窓の外は陽ひが落ちて星も瞬またたきはじめている。視線を落とせば、そこに夜のおとずれを待って湧わいてくる黒蟻ありたちが見えた。黒くろ塗ぬりの自動車がエカルラートの庭園に次々と横づけされ、シルクハットをかぶった燕えん尾び服ふく姿の男を降ろしては去っていく。

　今夜は誰に買われるのだろう──ひどく憂ゆう鬱うつになったイールは深い溜ため息をついた。ふたたび本を開き、自由で美しい世界に耽ることを試みる。するとうしろから抱きつかれた。

「イールはまた本と見つめ合ってんのか。恋こい人びと同士みたいだな」

「読んで聞かせてよ。──わ、すごいお客の数だ。いつもより多くない？」

「うん。多いね……昨日が休みだったからかな」

　イールはリュリュとジーファにそう返事をした。二人とも背の大きく開いた衣装を纏い、綺き麗れいな髪かみ飾かざりをつけている。リュリュは炎ほのおみたいな紅あかい髪と碧へき眼がんをしていて、闊かつ達たつな性格が客に人気だった。ジーファは褐かつ色しよくの肌はだと艶つやのある黒髪が美しい。瞳もエメラルドのようで、その異国風エキゾチツクな雰ふん囲い気きに魅みせられる客は多くいる。

　髪の色も瞳の色もばらばらの三人は、同じ年に繭まゆから出てきた兄弟だった。

　ラフェリは、わずか三週間で分ぶん娩べんされる。その背にはすでに羽の核かくが確かく認にんできるという。

　極小の嬰えい児じは蝙蝠こうもり王の強く濃厚な血が含ふくまれた繭の中に入れられ、それを母体にし、一年かけてラフェリの形を成した。繭から出たあとも蝙蝠王の城で育ち、十二歳になるとキャバレーの踊り子としてダンスホールに立たされる。そして十八歳になると客を取らされた。

　幼少のころからすでに多くのパトロンがついていたイールは踊り子になったとき、エカルラートの支配人によって、その類たぐいまれな瞳に高額の保険がかけられた。妖よう麗れいに煌めく薔薇輝石ロードナイトの瞳を自分だけのものにしようとする客が殺さつ到とうし、思い余った客に刳くり抜ぬかれる恐おそれがあったためだという。

　イールは十五歳で踊り子から歌うた姫ひめに役やく替がえとなり、十九歳の今は〝高級男だん娼しよう〟と称しようされている。自分がそう呼ばれることには強い嫌けん悪おと違和感があった。

　なぜならイールは誰とも性交したことがないからだ。母親たちを恐きよう怖ふの底に陥おとしいれたこの行こう為いには、とてつもない拒きよ絶ぜつ感かんがある。そして、まだ一度も〝花か蜜みつ〟を分ぶん泌ぴつしたことがなかった──。

　ラフェリには、退化した羽のほかにも人間と異なるところが多くある。

　ひとつは声。悪あく魔まと美女が合わさった、妖あやしくも麗うるわしい容姿と華きや奢しやな肢し体たいに加えて、聴きく者を惑まどわす美声を持って生まれてくる。人間にも蝙蝠一族にも出せない声域にラフェリだけが到とう達たつすることができた。その魔ま性しようの歌声を聴くだけで人間は夢想の世界に囚とらわれてしまう。

　もうひとつは食事。花と血液しか摂せつ取しゆしない。人間が口にするパンや肉などは身体からだがいっさい受け付けなかった。果実も食べることはできるが基本的な食物は花であり、客の要求に応じてその血液を吸う。

「最近、必ず血を吸えって言ってくるよな。どの客もだ。そんなに血を抜かれたきゃ蝙蝠一族に頼たのめばいい。俺、血が美味うまいって思ったことないけどな。絶対にふたつの味が混ざってるだろ？　あの混ざってドロッとした感じが好きになれないんだよ」

「そうだね、よくわかる……」

　楽屋にある大きな花か瓶びんから引き抜いた薔薇を食べるリュリュの言葉に、イールはうなずく。血液中に混在するふたつの味とは、父親の味と母親の味のことだ。ラフェリたちはそれを感じ分けてしまう。ふたつの味から父母の為人ひととなりまでわかることが多くあった。ただでさえ悪魔を連想させる吸血行為が嫌いやでたまらないのに、知りたくもない他人の人生をのぞき見するみたいになるから、ますます血を飲むことに拒否感を覚える。

「僕も……飲みたいって思わない。飲みたくないな……」

「ぼくも。お客も痛くないのかな？　って思って訊きいたんだ。そしたら驚おどろかれたよ。こんなに気持ちいいことはないって。ええっと、なんて言ってたかな、ほら──」

　思い出せないでいるジーファに、白い薔薇の花びらを食べながらリュリュがつぶやく。

「究極の恍惚エクスタシー、だろ？」

「あ、そうそう。あと若さを保てるとか、どうとか」

「ばからしい。ちょっと血を吸っただけで興奮して、花蜜をよこせって乱暴に迫せまってくる客が増えてる。みんな気をつけないとな」

　リュリュの言うことは、客を取るラフェリなら誰もが経験していることだった。今夜もきっと似たような状じよう況きように陥おちいる。無む理り強じいされないとはいえ、耐たえがたいことに変わりはない。

　イールたちラフェリと、人間との決定的な違い──それは、体内に蜜みつ腺せんを持っていて、性的興奮に伴ともない〝花蜜〟を分泌することだった。

　性器の形もその仕組みも人間の男と変わりない。しかし体外に放出するものは精液ではなく体内で生成された花の蜜であり、それは甘くて強い酩めい酊てい感かんを引き起こす。催さい淫いん作用に加えて依存性も高いため、一度口にした客は必ずエカルラートに通うことになった。

　店内や楽屋がいつも噎むせ返るような花の匂においで満たされているのは、ラフェリが肌からその匂いを放出し、花蜜を蓄たくわえる蜜みつ囊のうからも強きよう烈れつな芳ほう香こうが漏もれているからだ。

　しかしその花蜜を、イールは一度も分泌したことがない。

　原因はわからなかった。誰だれになにをされても反応しない。身体も冷たいままだった。

　不思議だと思う。同い年のリュリュやジーファはもちろんのこと、年下のラフェリだって分泌しているのに。なぜ自分の身体だけ変化しないのだろう。あるいは性行為への強い拒絶感がそうさせているのかもしれないけれど──。

　イールと同じ高級男娼であり、舞まい姫ひめとして名高いリュリュが、窓の外を見ながら言った。

「あっ、セドリックの爺じいちゃんだ。今夜、俺の愛あい玩がん権を買ってくれないかなあ。あの人、おしゃべりだけしてすぐ寝ねちゃうだろ？　話だっておもしろいよな。たまに話のつづきが気になるのに寝られちゃうときあるんだよ。でも寝顔が可愛かわいいから起こせない」

「それよくわかる。添そい寝するだけだし、すごく楽だよね。ぼく、花を食べすぎて今おなかいっぱいなんだ。今夜のお客に血を飲んでって頼まれたらどうしよう。飲みたくないなあ」

　満腹と言うわりには平たい腹をぽんぽんと叩たたくジーファにイールは提案する。

「怒おこらせないように、そっと拒否するとかは……、どう？」

「たぶんお客は怒んないけど、拒否ばっかりしてたらエドガーがうるさいでしょう？」

「あー、確かにうるさい。『血液など幾いくらでも飲んでやれ。拒こばむばかがどこにいる』だろ？　俺、あの男ほんと嫌きらい」

「あはは、リュリュ、相変わらず真似まねうまいよね。そっくり」

　ジーファにつられてイールも笑った。こうしたささやかなやりとりが大きな救いになる。

　一人で客との時間に耐えるのではないと思わせてくれる。三人で見おろしたエカルラートの庭園は黒蟻だらけになっていた。

　イールたちにとって黒蟻にしか見えない彼らの中に一いつ般ぱん市民はいない。いずれも資本家、企き業ぎよう家か、地主、コミューンの議員──支配階級の絶大な支持を得るキャバレー・エカルラートは、市政公認の高級娼館だった。その営業形態が悪質でどれほど怪かい奇き的な噂うわさがあったとしても、殺人や強ごう姦かんなどの現場を確保しない限り警察は取り締しまることができない。

　金と力を持て余し、日常に退たい屈くつしているブルジョアジーたちは夜ごとエカルラートにやってくる。なにもかもを忘れ、ラフェリとの甘かん美びな夜を過ごすために。

　魔性の歌声を持ち、花を食べ血を吸う。白く華奢な肢体には蜜腺なるものが存在し、恥じらいながら甘い液えき汁じゆうを漏らす。大きな瞳は宝石より鮮あざやかに煌きらめき、その背には退化してもなお美しい羽が生えている──幻げん想そう世界の住人と謳うたわれるラフェリ。決して所有が叶かなわない妖よう精せいを、それでも自分だけのものにしたくて、男たちは大金を積んで〝愛玩権〟を買う。

　愛玩権とは、深夜から夜明けまで、好みのラフェリを愛玩できる権利のことだ。なにをしても許される。あらゆることを求めていい。どれだけきわどいことでも。

　ラフェリが合意すればの話だが──。

　この上ない官能と陶とう酔すいがあり、支配欲が満たされるラフェリとのセックスに、誰もが思い焦こがれている。しかしそれを成立させるのは極きわめて困難なことだった。ラフェリに溺おぼれて、度を越こした行為や無理強いをすれば、すぐそこに待っているのは蝙蝠一族の報復である。

　全身の血を抜かれ、残ざん骸がいは下水道に廃はい棄きされるという『噂』──。

　上流階級の客たちが──社会的地位のある彼らが、エカルラートで口にするのはエスプリに富んだ会話や政治経済の話などではない。どのラフェリをいかにして興奮させたのか、分泌された花蜜の味や匂い、蝙蝠一族に報復されないぎりぎりのところでどれだけ変態的アブノーマルでいやらしいことができるのか……その淫みだらな様子や危あやうい手法を熱く語り合う。

『死の噂』と隣となり合わせの、ラフェリとの甘く頽たい廃はい的なアバンチュール。それを愉たのしむことは、富ふ裕ゆう層や資産家にとってのステータスだった。

　大金と引き換かえに幻想と官能を売る妖精たち──美しくてミステリアスなラフェリは、市民の憧どう憬けいと羨せん望ぼうの的でもあった。イールたちが街を歩けば、愛玩権を買う金を持っていない彼らは目いっぱいの熱い視線を寄よ越こしてくる。

　──ラフェリがどうやって製造され、処分されるのかも知らずに。

「なあ、それ、いつもの花と神話の本？」

「うん……」

　せっかく三人で笑い合えたのに、ふたたび憂鬱になってしまう。それに気づいたリュリュが深しん紅くのカーテンを引いて窓を隠かくしながら訊たずねてくれた。

　いつもより気持ちが沈しずんでいるのは本の世界に浸ひたれていないからかもしれない。そう思いながら開いたページに、やはり昨夜ゆうべの男の姿がちらつく。

　本当に、何者だったのだろう──どの客の顔も同じにしか見えないイールに、これほど強烈な印象を与あたえる人間は今まで一人もいなかった。恐おそろしいと感じてしまったけれど、彼の放つ言葉は強くまっすぐで、イールに不思議な感覚を齎もたらした。

　考えるほどに謎なぞが深まっていく。昨夜のできごとを思い出しながらページをめくっていると、ジーファも興きよう味み津しん々しんで本をのぞき込んできた。

「どれか読んで聞かせて。イールの好きな話」

「うん。どれにしよう。全部好きだから困るな……」

「じゃあ最初から読んで！　全部聞きたい！」

　イールは微笑ほほえんでうなずき、一話目を読みはじめる。

　同じ境きよう遇ぐうで生きるラフェリたちは、仲がとてもよかった。年長の言うことをよく聞き、年下の面めん倒どうを見ることが自然と身につく。そして誰もが蝙蝠こうもり一族への嫌悪と、自分を産んでくれた乙女おとめたちへの想おもいを胸のうちに秘ひめていた。

　いつかはここを出るんだ──イールもリュリュもジーファも、ほかの兄弟たちも、そんなことを夢見て毎夜買われていく。

　しかしラフェリが蝙蝠一族の呪じゆ縛ばくから解放されることはない。

　生まれてくるラフェリたちは見み目め麗うるわしいが一人違たがわず細く虚きよ弱じやくで、その命を維い持じするためには蝙蝠王の強い血液が欠かせなかった。一日一いつ滴てき以上を与えてもらわなければ、途と端たんに木乃伊ミイラのように醜みにくくなり、死に至る。

　出て行くことはおろか、たった一日蝙蝠王から離はなれることすら叶わなかった。

　ラフェリに真しん剣けんに求きゆう婚こんしてくる男は多くいて、中にはそれを受けたいラフェリもいる。

　でもそれは決して許されなかった。人間を愛したために蝙蝠王の血を拒んで、枯かれ木みたいになって死んだ兄弟を何人も見せられている。イールはその理り不ふ尽じんさに耐えられず、涙なみだが出なくなるまで泣いた。

　自分たちを産んでくれた乙女の中には、きっと恋こいを知らずに死んでいった人もいる。

　ラフェリの恋が実ることが、彼女らへの慰なぐさめになってくれるのではないかと、勝手ながらもそんなことを望んでいた。

　でもその希望は儚はかなく潰ついえた。攫さらわれてくる乙女たちも生まれてくるラフェリも、誰一人幸せになれずに、終わらない悪夢の中を彷徨さまよいつづけるしかない。

　それでも生きるために、イールたちは毎日蝙蝠王の巣に行って血液を分け与えてもらう。

　昼中でも薄うす暗ぐらい巣は魔ま法ほう陣じんで埋うめ尽つくされ、幾いくつもの棺ひつぎが整然と並び、最さい奥おうに黒い祭さい壇だんがあった。蝙蝠王はいつも祭壇の真上にいる。巨きよ大だいな蝙蝠の姿で逆さまにぶら下がっていた。

　ラフェリたちは花を持って一列に並び、連なる棺のあいだを歩いて、蝙蝠王が落とす黒い血液を花で受け止める──それはさながら黒ミサのようだった。

　黒い血液が滴したたる花はひどく不味まずい。皆みな、毎日のように気を滅め入いらせていた。

　そうして蝙蝠王の血で生きながらえても、時が過ぎれば人間と同じように年老いる。

『美び麗れいであることを怠おこたり稼かせぐ能力を失なくしたラフェリに存在する価値はない』──そう言いきる直系の兄たちに全身の血を吸われ、干ひからびて死んでいくしかなかった。

　乙女たちも同じようにして殺された。イールは名も知らぬ彼女らのことを母親として心から敬愛しているが、蝙蝠王を父親と思ったことは一いつ瞬しゆんたりともない。

　自分の手で乙女たちの墓標を立て、その悲しく清らかな魂たましいを慰めたかった。無む謀ぼうなことだと思い知らされるほどに、自由への憧憬は強くなっていく。

　イールが神話をひとつ読み終えると、ジーファは、ほうっと溜ため息をついた。

「花がいっぱい出てくる綺き麗れいな話だなあ。イールは温室を作ること、諦あきらめてないよね？」

「うん。ジーファも絶対、天文学者になるでしょう？」

「絶対になるよ！　新しい星も見つけて、お母さまたちに捧ささげるんだ。そのためにすごくいい望遠鏡を買ったよ。リュリュだって、ラフェリのためのブティックを開いてくれるよね？」

「もちろん！　新作のデザイン画、またいっぱい描かいたからイールとジーファに見てほしい」

　同い年の三人は特に仲がよく、こうして秘ひそかに互たがいの夢を語り合う。

　イールのささやかな夢は、自分だけプライベートの温室ガーデンを作ることだった。

　歓かん楽らく街の花屋で買う花は造花みたいで味がしない。客から贈おくられる大きな花束は煌めいて美しいが、きつい薬品の臭においがして口にする気になれなかった。

　小さいけれど暖かな温室で綺麗な花々を育てる。そして母親たちの墓標を一年中いつでも花でいっぱいにしたい──イールに夢を抱いだかせてくれたのも、この本だった。

　ヴェルレイン・ダンハウザーが描えがく瑞みず々みずしい花たち。本のページをめくっては、大切な夢に心を弾はずませていた。

「次の話はどんなの？」

「次はね、少し悲しいの……死んでしまった恋人を待ちつづけて花になってしまう話。でも僕はこの話も好き」

　そう言って朗読を始めようとしたとき、ガチャッと扉とびらが開かれて、蝙蝠男が入ってきた。

「時間だ。出ろ」

　氷のように冷たい声が楽屋に響ひびく。長身で瘦やせた蝙蝠男は、艶つやめく金髪ブロンドを整せい髪はつ剤ざいでうしろに流している。神経質そうな細い眉まゆと高い鼻に、三白眼は血にも似た赤色をしていた。

　直系の兄──キャバレー・エカルラートの支配人、エドガーだった。

　ラフェリたちは一瞬表情を硬かたくしたあと、すぐに楽屋を出て行く。イールも本をカーテンの奥に隠し、部屋を出るリュリュとジーファにつづいた。

　エドガーの前を通るとき、オペラグローブをつけた細い腕うでを強くつかまれる。毎日されていることなのに一瞬で総毛立った。

　──昨夜、この手が、女の人を……、──。

　腕をつかむ手を滅め茶ちや苦く茶ちやに振ふり払はらいたくなる。エドガーのもう片方の手には注射器があった。剝むき出しになっている二の腕に、躊ちゆう躇ちよなく注射針が刺さされる。

「……っ」　>>>♥

　虚弱なラフェリは免めん疫えき機能も低い。イールは特に低いらしく、こうして毎日エドガーに抗こう体たいを打たれていた。直系の兄は注射器の押し子プランジヤーを押しながら抑よく揚ようのない声を出す。

「イール。今日も最高に美しい。──安易に拒こばむな。決して許すなよ」

　もう何百回と聞かされているその言葉に、いつからかイールは返事をしなくなった。

　エドガーはラフェリたちに繰くり返し言いつけてくる。男たちを存分に悦よろこばせ、しかし満足だけはさせるなと。

『満足の先にあるのは飽あきと倦けん怠たいだ。その満足はラフェリとの性交によって齎される。おまえたちは客の要求を安易に拒まず、血を吸い花か蜜みつを分ぶん泌ぴつし、尻しりを開いて見せてやれ。舐なめたいなら舐めさせてやれ。だが決して挿そう入にゆうだけは許すな』──間近に見えているのに、その欲望の最奥にどうしても届かない。男たちは焦じらされるほどに金をエカルラートに落とすのだとエドガーは言いきる。

「無む理り強じいは直ただちに報告しろ。私が制裁してやる。……しかしおまえにそんなことができる客はおるまい。おまえには私の後ろ盾だてがあることを奴やつらは充じゆう分ぶんに理解しているからな」

　抗体を注入し終えると、エドガーはいつものようにイールの肩かたを撫なでながら羽の生え際ぎわに口づけてきた。氷を押しつけられたような感覚に身体からだが強こわ張ばる。

　その一瞬の隙すきをつかれた。エドガーの手がイールの衣い装しようを滑すべり落ちていく。骨ばった指が股またに食い込んできて、衣装越ごしに性器をぐにゅぐにゅと揉もみしだかれた。

「いやだっ！　なに、する……」

「柔やわらかい。今夜も花蜜は分泌しそうにないな。……だが明日エカルラートに戻もどり次し第だい、速すみやかに報告しろ」

「やめてくださいっ。……どうして、僕だ、け──」

　抗体を打たれることはまだなんとか理解できる。しかしこれはどう考えてもおかしい。なぜイールだけが身体の細部まで調べられなくてはならないのだろうか。

　エドガーの動きが妖あやしさを増していく。背後からまわってきた手に顎あごをつかまれ、無理やり上を向かされた。股また座ぐらの奥まで潜もぐった指が、薄うすい布地一枚を隔へだてて後こう孔こうを押し上げてくる。

「く、……ぅ」

「おまえは私の飛ひ膜まくの下もとにいればいい。私の言うことだけ聞いておけばいいんだ。そうすればこの小さな孔あなが穢けがされることも、美しい瞳ひとみが刳くり抜ぬかれることもない」

　慄おののきに見開く薔ば薇ら輝き石せきの瞳に、蝙蝠男の異様に赤い舌先が接近してくる。恐きよう怖ふを覚えた肌はだが粟あわ立だつ。眼球を舐めるつもりだ──。

「ひ……、──は、放してくださいっ！」

　イールは顔を思いきり逸そらし、細い腕に目いっぱいの力を込めてエドガーを突つき放す。

　温度のない掌てのひらと唇くちびるは死人のようでひどく気持ちが悪い。性器と後孔に強く刻み込まれた感かん触しよくに吐はき気を催もよおした。口づけられた羽を今すぐ引き抜きたい衝しよう動どうに駆かられる。

　エドガーは、自分がラフェリを守ってやっていると言いたいのだ。

　強い憤いきどおりに身体が震ふるえた。昨夜、この不気味なほど冷たい手で乙女らを裸はだかに剝き、蝙蝠王に差し出したではないか。そんな者に「守る」などと語る資格はない。

　それに、たとえ挿入は免まぬかれても同等の恥ち辱じよくは山ほどある。

　花蜜を分泌できないイールにフルートグラスを差し出して、花蜜の代わりにここに放ほう尿にようして見せてくれと言う客もいた。拒めるからといって、なにを言われても平気というわけではない。いつも心を静かにさせていたいと願っても、下げ劣れつで醜しゆう悪あくな要求にはイールだって傷つく。

　言葉の凌りよう辱じよくもあることをエドガーは知らない。否いな、知っているのだろうがそんなことはどうでもいいのだろう。

　これ以上エドガーと二人でいるのは耐たえられない。高級男だん娼しようだけが持たされる、先せん端たんに大おお粒つぶの宝石がついたステッキを受け取って、イールは自分の持ち場へと駆けていった。










　深紅色エカルラートの屋根たちがネオンライトに照らされて、闇やみ夜よを燃やす炎ほのおのようになる。

　庭園には晩春の夜風に揺ゆれる赤いランタンの連なり。その下では幼いラフェリたちが回転木馬やシーソーで遊び、彼らのパトロンが遊び相手に興じていた。

　黄金の大扉を開いた先には舞ぶ踏とうの間があり玉座がある。遠い昔、敬けい虔けんな祈いのりの中で掲かかげられたであろう壮そう麗れいな壁へき画がや神聖な天てん井じよう画が。それらは今、血の滴るような赤いランプに穢されて、卑ひ猥わいで悪あく趣しゆ味みな空間を作り出す役割を課せられていた。

　次々と席に着く燕えん尾び服ふく姿の客たちに給きゆう仕じが食前酒アペリテイフを注ぎ、オードブルを並べていく。

　煙草たばこと噎むせ返るような花の匂においで広いダンスホールはたちまち煙けむった。開店前の刹せつ那な、そこは愛と美を語るインテリジェンスと猥わい談だんを愉たのしむ醜悪性が混在する異様な空間になる。

　やがてファンファーレが響き、今こ宵よいもキャバレー・エカルラートの幕が開いた──。

　華はなやかなメロディに合わせてくるくるとまわる踊おどり子たち。

　腰こしに短いレース布を巻いただけのラフェリがからみ合う、猥わい褻せつで煽せん情じよう的な寸劇。

　けたたましい音楽と、眩暈めまいがしそうなほど激しくて大だい胆たんなダンス、飛び交かう拍はく手しゆ喝かつ采さい。

「ジーファ！　早く触ふれたい！」

「愛している！　私のリュリュ！」

　異国の民族衣装を纏まとったジーファが鮮あざやかな曲芸を披ひ露ろうすれば、二人きりの夜を待ちかねる男たちから花束が投げ込まれる。

　舞まい姫ひめ・リュリュの妖よう艶えんな舞まいが始まると、我が慢まんできずに立ち上がる者があらわれた。

　そしてイールを乗せた空中ブランコがゆっくりと動きだす。するとそれまでの喧けん騒そうがぴたりとやんだ。皆みな、魔ま性しようの歌声を聴きき逃のがさないために押し黙だまり、耳をそばだてる。

　ステッキを持つイールは片手だけで鎖くさりを握にぎり、ブランコを揺らしながら歌う。

　血の色に染められた神聖な天井画に、悪あく魔まの子の歌声が反はん響きようする。

「イール……なんて美しい──」

　今夜のイールはベストに付け襟えりを合わせ、レースをたっぷり使ったアスコットスカーフをしていた。ベストはうなじと尾び骨こつあたりでそれぞれリボン結びにし、燕尾服のように長く垂らす。そのうしろ姿は、羽を強調するため肩から尾骨の際までを露ろ出しゆつさせられていた。

　股また上がみの浅いセンタープレスのスラックスと、少しだけ踵かかとの高いパンプス。肘ひじ上まであるオペラグローブをつけ、左手首に上からブレスレットを嵌はめている。白金髪プラチナブロンドにつけた小ぶりのシルクハットには、真っ赤な長い羽根と、そして胡桃くるみ大の宝石が煌きらめいていた。

　世界にふたつとない、インペリアル・レッド・ロードナイト──イールの異名とされているそれは王家の宝玉にも優まさる。瞳の色に合わせてエドガーが買い求めたものだという。

「イール！　エカルラートの至宝！」

「もっと歌ってくれ！　私のためだけに歌ってくれ！」

　恋こいの歌など歌いたくなかった。

　恋をしたことのないイールが歌ったところで、それは偽にせ物ものでしかない。イールが心を籠こめて歌いたいと思うのは、名も知らぬ母親たちへの鎮ちん魂こん歌かだった。

「インペリアル・レッド・ロードナイト！　イール！」

「今夜こそ落札してみせる！」

　赤く煙るダンスホールを、空中ブランコはゆっくりと進む。

　興奮した男たちが一様に見上げてくる。皆、同じ顔をしている。

　届かないのに手を伸のばしてくるそのさまは、赤い海の波間に溺おぼれながら助けを求めているようにも見えた。

　今は舞ぶ台たいとなっているかつての玉座に、イールは降り立つ。そこに準備されたオークション台に乗り、寝ねそべって歌う。ふたたび上体を起こし、あらわになっている背を客席に向けて、腰を何度もくねらせる。それだけでどよめきが起きた。

　本当はやりたくない。でもラフェリの兄弟は皆したくないことをやらされている。イールだけが逃にげるわけにはいかなかった。

　歌いながらオークション台に四つん這ばいになり、頭を下げ尻を上げて、動物の交合を彷ほう彿ふつとさせる動きをする。蠢うごめく黒蟻ありたちに視し姦かんされながら膝ひざ立ちになり、宝石のついたステッキで艶なまめかしく身体をいじった。

　内うち腿ももから股座をなぞり、臍へそと胸を撫でる。やがて輝かがやく宝石にイールが口づけたら、それが愛あい玩がん権のオークション開始の合図──どっと歓かん声せいが沸わき起こり、支配人のエドガーがあらわれて、キャバレー・エカルラートの熱気はいよいよ最高潮になる。

　その様子をいつも見たがるリュリュに付き合って、出番を終えたイールとジーファも舞ぶ台たい袖そでの奥まったところに隠かくれた。

　今夜も客たちの激しく競せり合う声と、エドガーが叩たたく木き槌づちの音がひっきりなしに聞こえてくる。ラフェリの愛玩権がどんどん落札されていく。三人のうち、最初にジーファの愛玩権が落札されると、リュリュが嘆なげきの声をあげた。

「ああっ、セドリックの爺じいちゃん、なんでジーファをっ。裏切り者……！」

「わあい。望遠鏡持って行って、一いつ緒しよにお星さま見ようっと。どうせリュリュの愛玩権はアルベールが落とすでしょ」

「僕もそう思う……」

「うるさいな二人とも」

　アルベールはエカルラートの客としては非常に珍めずらしい、紳しん士し的な若手企き業ぎよう家かだった。

　多た忙ぼうなせいか毎日は来ないが、来店した夜は高額でリュリュの愛玩権を落札する。稀まれに落札できないこともあるが、そんなときはほかのラフェリには目もくれず帰宅するほどリュリュに御ご執しゆう心しんだった。

「アルベールの声だ。すごい額だなあ。ほかのお客の追つい随ずいを許さない感じだね、リュリュ？」

「俺のことはもういい……あとはイールだな。今夜はどこまで跳はね上がるんだ？」

「………」

　イールの愛玩権には毎夜、最高入札額がついた。

　絹糸みたいに輝く白金髪プラチナブロンドに、刳り抜きたい衝動に駆られるほど妖よう麗れいな薔薇輝石ロードナイトの瞳──人形のように静かで冷たい美び貌ぼうが、男たちの欲情をより一層煽あおるという。さらに、イールが花か蜜みつを分ぶん泌ぴつしたことがない事実は客たちに知れ渡わたっていて、彼らは「自分こそがこの手で」と躍やつ起きになっていた。

　客は夜ごと入れ替かわり、嬉き々きとして口説いたり触れたりしてくる。拒こばめない状じよう況きように陥おちいって口こう淫いんされることもある。でも、たまらなく不快なだけで花蜜は一いつ滴てきも分泌されなかった。

　客はひどく落らく胆たんし、血を吸ってくれと懇こん願がんしてくる。イールがほんの少しだけ血を吸うと、どの男も激しく打ち震えながら射精した。

『イールに無む茶ちやはさせられないね。壊こわれてしまいそうだ』──絶頂を極きわめると、おおかたの客が己おのれに言い聞かせるようにそうつぶやく。しかし中には粘ねん着ちやく質しつな客もいて、夜明けまで舐なめられたり撫なでまわされたりすることもあった。

　イールはそんなとき、心を遠くに飛ばす。心だけをエカルラートに帰し、そこに置いてきた本を開いて、瑞みず々みずしい花たちに触れることを想像する。そうすると、ちゃんと耐え抜ぬくことができた。

　ヴェルレイン・ダンハウザーの著書が、イールに回かい避ひ方法を与あたえてくれた。あの本だけが、できるだけ心を静かにさせていたいという願いを叶かなえてくれる。

　だからなにをされても、イールが客の前で前後不覚に陥ることは絶対にない。待ちわびていた朝あさ陽ひが姿をあらわすと、「歩きたいから」と言って手配された送そう迎げい車を断り、イールは自分の足でエカルラートに帰ることがほとんどだった。

　今夜もなにも変わらない。反応しない身体からだと揺れない心。

　──でも昨夜ゆうべは違ちがった……。

　こんなときだというのに、イールはまたあの男のことを思い出してしまった。ほんの少しぞくりとする。でも、心があんなにも揺れたのは、恐きよう怖ふのせいだったと思う。

　大きくて存在感のある身体、熱く沸き立つような眼まな差ざし。『俺のために働いてもらう』──最後に強く言われたあの言葉の意味は、何度考えてもよくわからなかった。

　エカルラートが目的のようだったけれど、やはり諦あきらめてほしい。先ほど舞台に立って、今このオークションを見て、あらためてそう思う。ここは毒気と醜悪に満ちた異様な空間だ。絶対に関かかわらないでほしい。もう街を出ていてくれたらいいけれど──。

「今宵も最高額でイールの愛玩権が落札されました！」

　コンコン！　と木槌が強く叩かれる音と、わずかに興奮を孕はらんだエドガーの声に思考が遮さえぎられる。余所よそから来た見知らぬ男のことを心配している場合ではなかった。誰だれが落札したのかひどく気になる。

　客の性質によっては長い夜を耐たえなければならない。ダンスホールを確かく認にんしようとすると、縦一列に並んで隠れている三人の先頭に立つリュリュが、妙みようなことを言いだした。

「誰だあいつ？　初めて見る顔だ。いや、俺が憶おぼえてないだけか？」

「え？　どんな人？」

「ぼくも見たいよ。イール、もうちょっとだけ前に行って」

　うしろにいるジーファがぐいぐいと押してきて、三人はぴったりくっつく形になった。

　リュリュの、炎ほのおのような紅あかい髪かみの向こうに、エドガーから愛玩権の札を受け取る男が見える。

　燕えん尾び服ふくを着こなすその客は背が高そうだった。形のいいシルクハットからダークブラウンの髪がのぞいている。

　そして、ほんの一いつ瞬しゆんだけ見えた瞳ひとみは、見覚えのある綺き麗れいな琥こ珀はく色いろ──。

「うそ……、──」

「イール？　知ってる奴やつか？」

　リュリュの問いに、茫ぼう然ぜんとなって首を横に振ふる。

　知っているけれど、ぜんぜん知らない。

　知っているのは、手が大きくて熱いことと、怖こわい人間ということ。

　あとはなにもわからない。目的がなんなのか。その烈れつ々れつとした瞳の理由も。

　昨夜のざわめきが、足元からじわじわと這はい上がってくる。

　今こ宵よい、イールの愛玩権を落札したのは、満月に照らされた回かい廊ろうで出会った、あの男だった。










　アルストロ・ホテル一二〇七号室。

　時刻は午前零時十二分──。

　キャバレー・エカルラートのオークションが終しゆう了りようすると、愛玩権を落札した客は誓せい約やく書にサインをする。金は前まえ払ばらいだった。エカルラートは常に車とホテルを準備しているが、ほとんどの客が自車を使い、自身の宿しゆく泊はく先や自宅を選ぶ。

　イールの愛玩権を落札したこの男もそうだった。男が所有する黒くろ塗ぬりの車が到とう着ちやくしたアルストロ・ホテルは、高級ホテル街の中でもトップグレードを誇ほこる。

　その最上階の部屋スイートに通されたときに、イールはようやく声を出せた。しかし振り絞しぼったそれは極度の緊きん張ちようと混乱で掠かすれていた。

「ど、どうしてこんなこと……？　エカルラートには関わらないでって言ったのに……」

「昨夜決めただろう。もう忘れたのか？　俺のために働いてもらう」

「それの意味が、わからなく、て──」

　イールの言葉をなかば無視して、男は一人掛がけのソファにシルクハットを放ほうり投げ、煩わずらわしそうに蝶ちようネクタイを外す。脱ぬいだ上着とウェスト・コートを背もたれにかけると、三人は座れる立派なカウチソファに腰こしかけた。

　イールはただそれを見つめることしかできない。緊張で身体が動かせなかった。初めて客を取らされた夜よりもひどい緊張感に情けなさを覚える。

「キャバレー・エカルラートの高級男だん娼しよう。インペリアル・レッド・ロードナイト、か」

　男は柔やわらかそうなソファに長ちよう軀くを沈しずめながらそうつぶやく。

　揶や揄ゆも称しよう賛さんも感じられないその声は、イールに昨夜と同じ不思議な感覚を齎もたらした。

『早く膝に座ってくれ、美しいイール、今すぐきみの羽に触ふれたい』──イールの愛玩権を落札した客は一人違たがわず興奮して、部屋に入るなり抱だきしめてくる。

　しかし男はなにもしてこない。ラフェリをこんなふうに扱あつかう客は今まで一人もいなかった。

　エカルラートの客とはまるで違う。今日、楽屋でそう考えたことを思い出し、余計なことに、人間を初めて怖いと感じたことまで思い出してしまった。

　今夜はひどく長い夜になるかもしれない──。

「イール。おまえ、高いな」

「………」

　オークションのときに初めて知っただろうその名を、やけに呼び慣れた感じで口にされた。

　イールは男の名すら教えられていないのに。

「まあ、昨夜もただならぬ美しさだったし、あのパフォーマンスと店におけるおまえの立ち位置、客の熱ねつ狂きようぶりからして、相当高いのだろうなとは思ったが……、少し驚おどろいた。三、四回の落札で新車が買える。嵌はまらないよう気をつけなくてはな。破産してしまう」

　そう言ってずいぶんと楽しそうに笑う男は、昨夜とは雰ふん囲い気きが違っていた。

　変わらず存在感のある体軀をしているが、イールが恐おそろしいと思った気き魄はくのようなものは今は感じられない。琥珀色の瞳も爛らん々らんとしてはおらず、ただ綺麗なだけだった。

「突つっ立ってないで好きなところに座れ。なにか飲んだり食ったりしたいなら、奥にキッチンがあるから取ってこい。……ああ、花しか食わないんだったか」

　長い脚あしを組みながら、リラックスした様子で言われた。でも、どうしても昨夜のことが引っかかってしまう。

　昨夜、この男はイールを攫さらうことを少しも諦めていなかった。あの烈々とした意志を、今もきっと綺麗な瞳の奥に隠かくしている。『天が俺に味方している証あかしだ』というよくわからないことをつぶやいていたときの、きつい興奮のようなものも忘れられない。

　やっぱり、怖い──なにを言われても答えられず一歩も動けないイールに、男もさすがに痺しびれを切らしたのだろうか、形の整った眉まゆをひそめる。

「それともなにか？　客の前でいつまでも黙だまって固まってるのがおまえの仕事なわけか。それならビスクドールで充じゆう分ぶんだろう。──いいから座れ。俺の話を聞け」

「……！」

　わずかに低くなった声で叱しかられて、ようやく身体と思考を動かせた気がした。

　終わらない悪夢の中に、これ以上誰にも入ってきてほしくない。なにも知らない余所よその人間なら、なおのこと関わってほしくなかった。そう頼たのんだのに、街を出ていないどころかエカルラートに来て、愛あい玩がん権を落札するまでに至ったことが残念でならない。

　でも、今この瞬しゆん間かんの二人の関係は、客と男娼──それ以外のなにものでもなかった。男の言った通り、冗じよう談だんでは済まされないほどの大金をすでに支し払はらわせている。

　──いつも通り、やらないとだめだ。

　昨夜の偶ぐう発はつ的な出会いがなければ、今ごろイールはなにも考えずに、一夜の客に対して自分のすべきことをしている。一瞬だけまぶたを閉じ、その手順を思い起こす。

　そしてまぶたを開くと、脚にぐっと力を入れた。ローテーブルと大きなカウチソファのあいだを進み、そこに座っている男の前に立つ。

「どうした。話を聞く気になったか」

「脚を……」

　組まれている脚に手を置いて、崩くずしてくれるよう促うながす。不思議そうにする男の、大きく開かれた逞たくましい脚のあいだに入った。そうしてイールは左側の太ふと腿ももにそっと腰かける。

　触れ合ったところの筋肉がピクリと動くのを、布越ごしに感じた。

　男は一瞬だけ驚いたあと、ふっと笑う。

「好きなところに座れとは言ったが……。ここがいいのか？」

「はい」

　そうするよう躾しつけられていることは表に出さない。どうせ客も皆みなわかっていた。

　エドガーたち直系の兄は「安易に拒こばむな」と、客を悦よろこばせるための様々な肉体的接せつ触しよくを指示してくる。イールはその最低限のことを粛しゆく々しゆくと進めていくだけだった。

「あの。煙草たばこを喫のまれますか？」

「ん？　──ああ、そうしよう」

「葉巻、煙管パイプ……それともシガレット？」

「葉巻だな。ごくたまにシガレットも。煙管パイプはあまり好きじゃない」

「わかりました」

　イールが高級男娼としての仕事を始めたことに気づいたのだろう、先ほど「話を聞け」と言っていた男は、その話をしだす気配もなく質問に答えてくる。イールの行動と、ラフェリがどんなものなのか、しばらく様子見をするみたいだった。

　イールは腰を捻ひねって、ローテーブルに置かれている葉巻入れと、マッチ箱の載のったアッシュトレイを引き寄せる。飴あめ色いろの木箱を開けて中から葉巻とシガーカッターを取り出していると、男があきれた声を出した。

「おい。尻しりの割れ目が見えてる」

　イールは店で歌ったときから衣い装しようを変えていない。大おお粒つぶの薔薇輝石ロードナイトがついた小ぶりのシルクハットとオペラグローブ。肩かたから腰まで丸見えのベストに、股また上がみの浅いスラックス。空中ブランコに乗っているときは誰だれにも見えない。イールを落札した客だけがそれを愉たのしめる。

「見えるように作られた服です。男のかたは、こういうのがお好きでしょう」

「おまえも男だろ。卑ひ猥わいな服だな。下着はどうなってる？」

「つけてないです。ラフェリには、下着をつける習慣が与あたえられませんから」

「最高に悪あく趣しゆ味みな話だ」

　男は肘ひじ掛かけに腕うでを置き、大きな溜ため息をついた。

　シガーカッターで吸い口を作り、マッチを擦する。小さく揺ゆれる炎ほのおで炙あぶると、甘くて苦い香かおりがしてきた。昨夜、男から漂ただよってきた煙草の匂においと同じものだった。イールは火のついた葉巻を自分でくわえて二度ふかす。

　そうしてできあがった葉巻を右手で持ち、男の口へ運ぶ。そのとき左手で触れた胸むな板いたは厚くて硬かたい感かん触しよくがあった。男がつけているサスペンダーも、胸筋に押し上げられるみたいにピンと張っている。

「お口を開けてください」

　そう言うと、片腕を肘掛に置いたまま男は素す直なおに口を開ける。葉巻をくわえさせるとき、唇くちびるに触れてしまったオペラグローブの先が少しだけ濡ぬれた。男は葉巻をふかしはじめたが、すぐ近くにある琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは先ほどからずっとイールをとらえて放さない。　>>>♥

「………」

　喫きつ煙えんする客に対していつも淡たん々たんとしていることだ。単なる作業なのに、どうしてか今はひどく落ち着かない。

　強い視線から逃のがれるように座り直す。硬い腿に手をついて、顔を逸そらした。

　すると今度は背を凝ぎよう視しされる。ちくちくと痛む錯さつ覚かくが起こるほど見られている。でもこれは慣れていることなので平気だった。客たちはいつもすぐ滅め茶ちや苦く茶ちやに触さわりだす。

　この男も大きな手を使って撫なでまわすだろう──。

「なぜラフェリには羽が生えている？」

「え……？」

「しかも退化して飛べないのだろう？　なぜこんなものを持っている者がキャバレー・エカルラートという、ごく限られた場所に集まっている？　おまえたちラフェリはどうやって生まれてくるんだ？」

　イールの予想は大きく外れて、男は触れずにそう訊たずねてきた。

　しかしその問いには答えにくい。正しくは、答えてはいけないものだった。

「あの、それには不文律ルールがあって……」

「ルール？　どんな」

「ラフェリの出生について、お客は訊ねず、僕たちはお答えしない。という決まりごとです。お客が店に深く関係することも、禁じられています」

　エカルラートが〝蝙蝠こうもり王の城〟の異名を持ち、その経営者たちが「蝙蝠一族」と呼ばれているのは、城内と店内の至るところに蝙蝠の紋もん章しようを掲かかげているからだ。彼らの正体が大型の蝙蝠で血液を主食としていることも、城の頂上に巣くう蝙蝠王の存在も、客や街の人間は誰一人として知らない。

　ラフェリを傷つけた場合、一定量の血液を没ぼつ収しゆうすることは誓せい約やく書に記き載さいされている。全身の血を抜ぬかれるなどとは誰も本気で思っていないし、その血液が飲まれているというのは、猟りよう奇き趣味のある客が流した噂うわさに過ぎない。蝙蝠一族については様々な憶おく測そくや噂があるが、エカルラートは部外者の干かん渉しようを禁じ、客たちは危険を冒おかしてまで真実を知ろうとはしなかった。

　客が求めているものは真実ではなく、心躍おどるような淫みだらで怪かい奇き的な噂話である。

　彼らによって次々と生み出される妖あやしい噂が、エカルラートの幻げん想そう的で悪あく魔ま的な魅み力りよくをより強くしていた。

　同様に、ラフェリの正体がなんなのか、その真実を突き詰つめてはならないという不文律ルールがある。しかし客にとってはそれもどうでもいい。夢のように美しい妖よう精せいを自分の腕の中で愛玩することができれば、それでよかった。

　悪魔と乙女おとめのあいだにできた子であることは口が裂さけても言えない。客を取るラフェリが口外したと知られた時点で、全員が蝙蝠一族に殺される。

　イールやリュリュ、ジーファたち兄弟は、互たがいの命を質に取られていた。

「訊きかれると、とても困ることです。ごめんなさい」

　そう言うと、男は鋭するどい眼まな差ざしを向けてきた。余所から来た彼は、エカルラートやラフェリの実態を知ろうとすることがどれだけ危険なことか知らない。昨夜ゆうべのような強い気魄で問い詰められたら、イールはまた怖こわくなってしまう。でも今は逃にげるわけにはいかなかった。

「では質問を変えよう。背に羽があるとは、どんな感じだ？　退化しているとはいえなかなかの存在感だ。どんな感触がある？　たとえば、痛みや、暑さ寒さは感じるのか？」

　しかし男はまたすぐに落ち着いた声でそう訊ねてきた。

　イールはひどく意外に思いながらも、答えられる質問だったことに安あん堵どする。わずかな喜びのようなものも感じて、丁てい寧ねいに返事をした。

「ほんの少しだけ重たいです。風を受けると揺れるので、そわそわするときがあります。暑さや寒さはあまり感じません。強くぶつかると、痛いです」

「どうやって寝ねる？　仰あお向むけはきついだろう？」

「はい。横向きか、うつ伏ぶせです。でも、大きめのクッションを抱だいて、斜ななめに寝るのが僕は好き……。──あ、僕だけじゃなくて、ラフェリはみんなそうしています」

「ほう、ラフェリ全員が？　まあ、それが一番楽そうだな」

「はい。みんなで情報交こう換かんもします。あの店に柔やわらかいクッションが売ってるよ、などです」

「おまえの落札額があと少し低かったら、その金で全員にクッションを買ってやれたんだが」

　ラフェリたちの日常の話になると、男は紫し煙えんをくゆらせながら嬉うれしそうに笑った。思わずイールもつられて笑う。

　でも凄すごく不思議だった。ラフェリたちの話を聞いてなぜそんな嬉しそうにするのだろう。

　ほかの客が持っている、ラフェリへのいやらしい感情とはまったく違ちがう。そこまではわかるけれど、男が微笑ほほえむ本当の理由は、イールには知り得なかった。

　不思議なのはそれだけではない。いつの間にか自然に会話をしている。昨夜はあんなにも怖いと思ったし、さっきまでだってイールは極度の緊きん張ちようで動けないほどだったのに。

　でも悪いことではない。今なら、男が言った「俺のために働いてもらう」の真意を落ち着いて聞けそうな気がした。

　しかし男は語りだそうとせず、また訊ねてくる。

「少し羽を触ってもいいか？」

「えっ。……は、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　ひどく驚おどろいた。男だん娼しようの身体からだに触ふれるのに、わざわざ断りを入れる客は誰一人としていない。

　この男は今までの客と違うことが多すぎる。混乱しかけたけれど、訊ねてもらえたことの喜びのほうが大きかった。

　イールはうなずくとまた少し座り直して、できるだけ背を向けるようにした。男は葉巻をアッシュトレイに置く。そしてゆっくりと、最初は背に触れてくる。

　その大きな手は、昨夜と同じくらい熱かった。

「不思議な構造だ。肩けん甲こう骨こつ、は……あるにはあるが、人間のものより小さい。小さい分、空いたところに羽の根元が埋うまってるのか……？　中でつながっている可能性もある」

　イールからは見えないが、男はじっくりと羽の生えかたを観察しているみたいだった。

　ずいぶんと近くで見ているようで、その吐と息いきが背や羽にかかってくすぐったい。肩甲骨の状態を確かく認にんする男の指がするすると肌はだを滑すべったとき、身体がびくりと揺れた。

「ぁ、っ──いや、……」

「いや？　ということは、これ以上触ると無む理り強じいになるか？　報復とやらを受けるか」

「ごめんなさい……大丈夫、です」

　本当は大丈夫ではない。初めて勝手に出た声が自分のものとはまったく違って聞こえて、ひどく困こん惑わくした。

　こんなのはおかしい。客に触れられるのは苦痛でしかなく、そのときの肌は自分でも驚くほど冷たくて嫌けん悪おに粟あわ立だっている。エドガーが羽の生え際ぎわに口づけてくるたび吐はき気を催もよおすのに。

「この羽は確かに美しいが、少々痛ましくもあるな……」

「っ、……ん」

　暑さや寒さをあまり感知しない羽。でもそこを伝う手の熱さはよくわかった。

　肌が落ち着きなくちりちりとする。確認した二の腕は、どうしてか粟立っていなかった。

　触れなくてもわかる。たぶん、冷たくもない。きっと少し熱い──。

　男は、すん、と鼻を鳴らしながら不思議そうな声を出した。

「匂におうな。なんだ？　香こう水すいではなさそうだが」

「夕方、花を食べた、から……、その匂いが……」

「食った花の匂いが身体から出てくるのか？」

「そう、です」

「ほう。……当ててやろうか」

「え……？」

「イールがなんの花を食ったか当ててやる。全部当てたら、おとなしく俺の話を聞けよ」

「そんな、──」

　そんなことしなくても聞きます──そう言うよりも先に両りよう肘ひじをつかまれて、うしろに引っ張られた。パンプスの踵かかとが絨じゆう毯たんから離はなれる。男の上に完全に座らされて、うしろから抱き竦すくめられるようになった。

「あっ。なにするんです、おろしてください」

「自分から座っておいて、おろせはないだろう。──まずは……薔ば薇ら。これは簡単だな」

「……っ」

　薔薇は、城内の至るところに咲さいている。ラフェリの主食だった。でも、肌から放たれる匂いを嗅かぎ分けることなんて誰だれもしないし、よほど多くの花を知っていないとできないのに。

「沈ちん黙もくは正解ってことでいいな？　あと二種類くらいか？」

　きちんと話を聞くために、男の上ではなく隣となりに座り直したかった。でも、もがいても意味はなく、瘦そう身しんにまわされた腕うでは太くて強い。

　せっかく忘れられていたのに、昨夜の恐きよう怖ふが蘇よみがえるようだった。

　男は、イールの剝むき出しになっている肩かたからうなじへと顔を動かして匂いを確かめていく。

「んっ……、ぅ」

「ベルガモット……？　いや、花期が少々ずれているな。──ああ、ジャスミンか」

　吐息を受けた背がまたびくりと震ふるえる。男が言った花を、イールは確かに口にした。

　夜が明ける少し前まで大聖堂にいたその帰り道、たわわに咲くジャスミンがあまりにも美しかったから一枝だけ手た折おってしまった。それを楽屋に行く前に自室で食べたことは、イールしか知らないことなのに。

「どう、して──」

　今夜もなにも変わらない。反応しない身体と揺ゆれない心──今日のオークションを見ているとき、確かにそう思った。ちゃんと憶おぼえている。

　でもまったく違ってしまっている。どうしてか熱を帯びる身体も、喜んだり恐おそれたりと極きよく端たんに揺れる心も、自分のものではないみたいだった。

　ヴェルレイン・ダンハウザーの著書。長い夜に耐たえる力をイールにくれる存在。

　本当なら今ごろ客に身体を触さわられながら、心では本のページをめくっているはずだ。

　でも今は、瑞みず々みずしい花の咲く大切な本のことを上手に思い描えがけない。

　それがたまらなく怖くて嫌いやだった。

「お願いです、一度でいいから放して……」

「ばか、落ちるだろう。じっとしてろ。あと一種類で終わる」

　無理やり立ち上がろうとしたが、またすぐに抱き直された。

　今日もエドガーに口づけられた羽の生え際。あまりの不快さに羽を引き抜きたいと思った。そこと寸すん分ぶん違たがわぬ場所に男の鼻先があたる。

　すり、とほんのわずか擦すりつけられただけで肌がぞくぞくとざわめいた。

「あ、だめっ。いやです……！」

　怖い。胸が痛いほど高鳴っている。エドガーのときのような不快感が少しもない。それがいっそ恐ろしかった。怖いのは男ではなくて、なにか、未知の感覚が物もの凄すごい速さでイールを包みはじめているからだった。

　いつも冷たい身体は、少し熱くなっただけで充じゆう分ぶんつらい。そのつらさを伴ともなう熱が、どうしてか下半身に溜たまっていく。

　そこに湿しめった感かん触しよくがある。ほどなくして強きよう烈れつな芳ほう香こうが股また座ぐらから匂い立ってきた。

「いやだっ……！　なに、これ──」

「なんだ？　このきつい香かおりは……」

　花か蜜みつが──下腹に甘くてとろみのある体液が溜まっているのがわかる。それが体外へ出ようと蠢うごめいているみたいだった。こんな感覚は知らない。今まで一度も経験したことがない。

　なぜ、なんの前まえ触ぶれもなかったのに、どうして今夜この男のときなのだろう。

　身体が花蜜を排はい出しゆつするために、極ごく細ぼその蜜みつ腺せんを拡ひろげようとしている。じくじくとした疼うずきと堪こらえられない熱をどうしたらいいかわからなくて、イールは男の上に座ったまま前まえ屈かがみになった。

　真っ赤な羽根が揺れて、大おお粒つぶの薔ば薇ら輝き石せきをつけたシルクハットが絨毯に転げ落ちる。

　男もイールの下半身の変調に気づいた。ばつが悪そうに笑い、からかってくる。

「まさかこれくらいで反応するとは思わなかった。けっこう敏びん感かんなんだな。レストルームに行くか？」

「いや。怖こわい──」

　男がなにを言っているのかもうわからなかった。ようやく腕がほどかれて、イールはソファにも座れず絨毯に頽くずおれる。ぺたりと座り込んで、限界まで上体を伏ふせた。

「おい。イール？」

　そのただならぬ様子に男も困惑の声を出す。イールはこのままじっとして治まるのを待つことしかできなかった。でも、少しも治まる気配がない。ひどく怖い。少し前の静かな自分に戻もどりたいのに、もう二度と戻れないのではないかと思うような疼きと熱だった。

　未知の感覚に震える細い身体。その両りよう脇わきに男の手が伸のびてくる。次の瞬しゆん間かんには持ち上げられ、カウチソファに横にならされて、スラックスのボタンを外されていた。

　大きな手がスラックスを下げていく光景に戦せん慄りつを覚えて、自分でも驚くほどの声が出る。

「あ！　いやだっ、やめて！　やめてくださいっ」

「早く脱ぬがないとまずいことになるぞ。代わりの服など幾いくらでも用意してやれるが、これ衣い装しようだろう？　汚よごすとよくないんじゃないのか」

「……っ」

　イールの狼ろう狽ばいぶりを見た男はもうふざけてからかったりはしなかった。

　触れる外気の冷たさに、集まった熱がどれほど強いのかを知らされる。痛みまで生じはじめたそこを押さえつけようとしたけれど、「手て袋ぶくろが汚れる」と言う男に阻はばまれた。

「なに……？　これ、痛い──」

　見おろしたそこに細身ながらもまっすぐ立つ茎くきがある。白い下か肢しの中でそこだけが異様に赤く、小刻みに震えていた。花蜜を纏まといながら濡ぬれ光るその淫いん猥わいなさまには恐怖すらあって、自分の身体からだの一部だとは到とう底てい思えない。

「この強烈な花か香こうはおまえの股座から匂っているのか？」

　男がそこに視線を落としている。これまで客に見られても、ただ気味が悪いだけだった。

　それなのに、綺き麗れいな琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに見つめられると一層身体が熱くなって、堪えられない羞しゆう恥ちに見み舞まわれる。

「いやだ、手を放して……、見ないで、ください」

「手袋を外してやるからレストルームに行ってこい。一度抜ぬけば落ち着く。それにしてもなんという強烈な香りなんだ」

「ぬ、く……？　わからない、です……どう、したら」

「なに？　おまえ、それ本気で言ってるのか？」

　いつもイールがわずかに血を吸うだけで客は震えながら射精する。時折こすってくれと言われるが、あれを自分でしろということだろうか。あんなこと、絶対にできない。イールはこの耐えがたい疼きと熱をどのようにして消したらいいのかわからなかった。

　男の問いにイールは黙だまってうなずく。ただ恥はずかしくて情けなくて涙なみだが滲にじんでくる。かたくまぶたを閉じてそれに耐えていると、影かげが落ちてくるのを感じた。

　ソファがぎしりと軋きしむ。まぶたを開いたすぐそこに端たん整せいな顔があった。男が覆おおいかぶさってきている。大きな溜め息が白い頰ほおにぶつかってくる。

「おまえは男だん娼しように向いてない。もうやめてしまえ。世話の焼ける……」

「え……、──あ、ぁっ、いやだっ、触らないで……！」

　赤くなって震えるそこに、男の指が強くからみついてきた。一度こすられただけで身体がわななく。力の入らない手で男の胸むな板いたを押しても抵てい抗こうにすらならなかった。

「無む理り強じい、は……禁じられて、ます。はなして、くださ……」

「こんな状態で無理強いもなにもあるか。いいからさっさと出して身体を落ち着かせろ。こっちはおまえの匂いで噎むせそうなんだ」

　ほっそりとした茎が大きな手に揉もみくちゃにされる。ひどく敏感になっているそこに得体の知れない感触と、ぴりぴりとした痛みが走る。

「いや……あっ、ぁ……、いた、ぃ……怖い──」

「痛い？　手だときついか」

　羞恥と痛みと混乱が綯ない交ぜになり、涙を止められなかった。大粒の雫しずくが眦まなじりを伝ってソファに染しみ込んでいく。それを見た男は一度身体を起こし、ソファの隅すみに置いてある大きなクッションを引き寄せてイールの頭の下に滑すべり込ませた。

「これ好きなんだろう。持っとけ。──怖がらずに好きなときに出していい」

　そうして眦に残る涙を拭ぬぐうと、男はイールの腰こしのほうへ移動していく。膝ひざ裏に手を入れて片かた脚あしだけを上げさせ、大きく開かれたそこに躊ちゆう躇ちよなく顔をうずめた。

「あ、ぁあ、──」

　声を止められなくて、イールはクッションを握にぎりしめる。

　男の口の中はぬるぬるとしていて、でもなぜか嫌けん悪お感かんはまったくなかった。引き攣つるような痛みと疼きが、温かくて柔やわらかい口こう腔こうに慰なぐさめられているのがわかる。

　まるで初めての感触だった。今までの客に口こう淫いんされて生じた、つらくて嫌な思いをも塗ぬり替かえてくれるような──。

「手よりこっちのほうがよさそうだな」

　男は口に含ふくんだり、また出したりをゆっくりと繰くり返す。初めて身体が変化したことの恐きよう怖ふや混乱が薄うすまるのを待ってくれているようだった。

「あっ、あっ……、ぁ……」

　柔らかな舌で優やさしく撫なでられるたび、華きや奢しやな性器がぴくん、ぴくんと弾はずんで、男の口こう蓋がいを何度も叩たたく。恥ずかしくてたまらないのに、腰を引いて逃のがれることができない。

　止めたいのに止められなくて、茎が勝手にいやらしい動きをした。それが男にもわかってしまうから、また舌で撫でられて唇くちびるでこすられる。腰が揺れる。　>>>♥

「ん……ぁ、あ……」

　それはずいぶんと長いあいだつづけられて、広い部屋が濃のう厚こうな花香でいっぱいになってしまった。拡がった蜜腺から花蜜が漏もれはじめている。これが性的興奮を得ることなのだとようやくわかる。

　でも、男に性器を吸われて善がるなんて絶対に許されない。相反する思いがイールを苛さいなむ。

「お願いです。もう、しないで……おかしくなる……」

　身体は放出するための性感を集めようとしているのに、頭がそれを真っ向から否定する。

　真逆を向いているのがひどくつらい。己おのれがふたつに裂さかれるみたいだった。

　今ならきっと、自分の手を使って花蜜を出すことができる。レストルームに連れて行ってほしいと頼たのもうとしたとき、男が口の中から屹きつ立りつを出した。しかし茎を撫でることも、先せん端たんの孔あなをいじることもやめない。

「あっ、いや。だめです、もう放して」

「達いったら放してやる。蝙蝠こうもり一族に無理強いされたと報告していい。おかしくなってもかまわないから全部出せ。いいな」

「いやです……あなたの、口が汚れる、の……いやだ……」

「あなたじゃない、俺の名はヴェルレインだ」

「──!!」

　今、この人は、なんて──とてもよく知った名に聞こえたけれど、きっと聞きまちがえた。もう一度教えてほしくて男を見つめる。

　琥珀色の瞳と薔薇輝石ロードナイトの瞳が深くからみ合う。

「あなたの、お名前、は」

「ヴェルレインだ。余計な心配してないで達け。ちゃんと出せ。すべて受け止めてやる」

「うそ、そんなの、噓うそ……！　あっ、あ！　あぁ……」

　そうして男に──ヴェルレインに先端を強く吸われた瞬間、イールは大量の花か蜜みつを分ぶん泌ぴつした。拡がりきった蜜みつ腺せんから体液がびゅうびゅうと漏れ出していく。

　身み震ぶるいするほどきつい花の香かおりがした。匂においでこれなら、その液えき汁じゆうの味は──。

「……っ。喉のどが、灼やける……これが、花蜜──」

「あっ、あっ、ごめん、なさい……止まらなくて、どう、したら……」

「止めなくていい。全部出せと言っただろう」

　ヴェルレインはふたたびイールの茎を口に含む。きつく吸引されて茎が悦よろこび、花蜜がとめどなく分泌されていく。混乱と凄すさまじい解放感で頭が真っ白になる。

　意識が遠のいていくその間ま際ぎわ、イールは最後の力を振ふり絞しぼって懇こん願がんした。

「おねがい、です。花蜜、出したこと、誰だれにも言わないで……知られたく、ない」

「わかった。誰にも言わない。約束する」

　その短い返事を、どうしてか信じることができた。これ以上開けていられなくて、イールはまぶたを閉じる。

「あぁ……、ヴェルレイン……」

　心の拠より所としている、ヴェルレイン・ダンハウザーの著書。イールに夢を与あたえ、長い夜に耐たえる力をくれる唯ゆい一いつの存在。客になにをされていても必ず心に思い浮うかべ、そのページを開く。

　それなのに今夜、イールは大切な著書のことを一度も思い描えがけずに、同じ名を持つ男の口淫に翻ほん弄ろうされながら意識を手放していった。




　　　　＊　　＊　　＊




　イールが深い眠ねむりから目覚めたそこは、蝙蝠王の城の中にある自室だった。

　驚おどろいて跳はね起き、寝しん台だいにエドガーが脚を組んで座っていることにさらに驚きよう愕がくする。

「勝手に入ってこないでくださいって、何度も言ってます」

「飯を食え。今日の施ほどこしは終わっている」

　イールの精せい一いつ杯ぱいの抗あらがいをエドガーは完全に無視する。サイドテーブルには皿があり、蝙蝠王の黒い血が滴したたる薔薇の花か冠かんがみっつ入っていた。

　確かく認にんした壁かべ掛かけ時計は午前十時二分をさしている。

　イールたちラフェリのあいだで『黒ミサ』と呼んでいるそれを、エドガーたちは『施し』と言う。花を持って一列に並び、蝙蝠王の血を与えてもらう施しは毎日午前九時から始まった。

　そうして血の滴る花を午前十一時までに必ず食べる掟おきてがあった。定刻を過ぎればラフェリはたちまち骨と皮だけの醜みにくい姿になって死んでしまう。

「イール。食え」

　一時間近く余よ裕ゆうがあるのにエドガーは急せかしてきた。その声は苛いら立だっている。

　食べるまで部屋から出ないことはわかっているから、イールも不味まずいそれを口に運んだ。

　血液を固めたような赤い三白眼に、食べるところを凝ぎよう視しされる。その咀そ嚼しやく回数まで数えているかのような粘ねばついた視線だった。

「おまえが眠ったまま帰されるとは非常に珍めずらしい。昨夜ゆうべの客となにがあった？」

「特になにも……いつも通りです」

「花蜜の分泌は」

「していません」

　薔薇を食べてエドガーにそう返事をしながら、懸けん命めいに動どう揺ようを抑おさえ込んだ。

　昨夜、ヴェルレインと名乗った男に導かれて、イールはいったい何度果てたのだろう。

　意識を失ってしまうまでは、ずっと花蜜を分泌しつづけていたように思う。でもそのことは誰にも言いたくなかった。エドガーにだけは絶対に知られたくない。

　いつものように夜が明けたら歩いて帰るつもりでいたのに。ヴェルレインの車で送られたか、エカルラートの車が迎むかえにきて自室まで運ばれたのだろう。そして寝しん衣いを着せられ寝台に寝ねかされるまで、イールは一度も覚かく醒せいできなかった。

　迂う闊かつにもほどがある。エドガーに穿せん鑿さくしてくださいと言っているようなものだった。

　でも今、この部屋に昨夜の強きよう烈れつな花か香こうはない。清められた身体からだはいつものように冷たくて、変調の名残なごりもまったくなかった。車に乗せられる前に、ホテルでヴェルレインがその痕こん跡せきを洗い流してくれたのだと思う。

　だからエドガーはイールが花蜜を分泌したことに気づいていない。分泌の跡あとが残っていればすぐさま気づき、叩き起こしてでも厳しく詰きつ問もんしてきているはずだ。

　イールさえ下手をしなければ、隠かくし通せる──。

　まばたきもせず見てくるエドガーは、イールが薔薇を食べ終えた直後に口を開いた。

「あれは新規の客だったので少々心配していたのだ。エカルラートの掟については説明したが、物知らずな行動に出なかったか？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶでした。決まりごとを守るお客のようです」

「なにから始めた？」

「座って、葉巻を」

「どこに座った？　右か左か、跨またがったのか」

「左の脚あし、です」

「跨がってやればよかったものを。そのあとは」

「羽を触さわっていました。珍しそうにしていました」

「昨夜の衣い装しようはうしろから見れば裸はだか同然だったからな。尻しりの割れ目を見せてやったか？」

「………。見ていたと、思います」

　エドガーはこうして客となにをしたのか、どんな体位でどこを舐なめられたのかまで執しつ拗ように確認してくる。ひどく不快なそれはエドガーが納なつ得とくするまで絶対に終わらない。少しでも短縮したければ、なにもかも話すしかなかった。

「割れ目を撫なでさせてやったか？　孔を触らせ、指を挿そう入にゆうさせて思いきり突つかせたか？」

「いいえ。そういうことは、なにも」

「おかしい。ではなぜ昏こん睡すいするまでに至った？　客が無む理り強じいをしたのではないか？」

「違ちがいます。昨夜は……どうしてか急にとても眠たくなったんです。お客に心配をかけてしまうくらい……眠ってもいいと言ってくださったので、三十分だけ失礼して、休ませてもらうつもりでした。でも気づいたら、ここに」

「客が薬を盛った可能性が高い」

「そんなことっ……絶対にないです。僕はなにも口にしてません」

　思わず必死で言ってしまったそれを、エドガーは客を庇かばったとみなしたのだろうか。ただでさえ細い目がこれ以上ないほど狭せばめられる。立ち上がり、イールを寝台に押さえつけてくる。

「ぅ、っ……、なにを──」

「ここに帰されたときのおまえの眠りかたは尋じん常じようではなかった。なにか手を加えられなければああはならない。記き憶おくのないおまえに訊きくよりも身体に訊いたほうが正確だ」

　うつ伏ぶせにされてすぐ、腰こしに痛みが生じた。エドガーが臑すねをあてて乗り上げてきている。

　なにをされるか察したイールはシーツを滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かいてそこから抜ぬけ出そうとした。

「痛っ……、いやだ、やめてください！　僕はなにもされてないっ」

「いい子にしていればすぐに終わる」

　腰の骨が折れるぎりぎりまで体重をかけられる。これ以上動けば本当に折るつもりだ。

　エドガーが薄うすいゴム手て袋ぶくろをパチ、と鳴らす。ワセリン缶かんの蓋ふたが開かれる音が聞こえた。

　寝衣のズボンを下げられる。後こう孔こうにワセリンを塗ぬり込む指が、そのまま挿入される。

「く、……ぅ！」

　凄まじい嫌けん悪お感かんに一いつ瞬しゆんで総毛立った。身体じゅうが蝙蝠こうもり男の指を拒こばんで、全力で押し出そうとする。エドガーがそこを無理やり押し拡ひろげる。受け入れがたい恥ち辱じよくに全身がわなないた。

「狭せまい」

　満足そうにつぶやく声が、冷えきった背に落ちてくる。ぐり、ぐり、と内ない壁へきをこそぐのは、客の精液が付着していないかを調べるためだった。イールは血が滲にじむほどに唇くちびるを嚙かんで耐える。

「いいだろう」

　体内から異物が引き抜かれ、エドガーの重みから解放される。しかしイールに起き上がる気力は残っていなかった。のろのろとズボンを上げ、うつ伏せたまま寝台に深く身を沈しずめる。

　ワセリンにまみれた手袋が屑くず籠かごに捨てられた。ここに置いて行くなと叫さけびたくなる。クッションに顔を伏ふせてエドガーが出て行くのを待っていると、腕うでに注射針を刺さされた。

「──っ」

「昨夜の客には私から詫わびておこう。せっかくの来店初日にうちの男だん娼しようが大変失礼したと」

　エドガーはいつもの抗こう体たいを二本分も注入してきた。そうして針を刺したところを撫でながら羽の生え際に口づけてくる。触ふれられた皮ひ膚ふを搔き毟むしりたいのに身体が言うことを聞いてくれない。さっき食べた薔ば薇らを戻もどしそうになる。

　エドガーが出て行ったあとも、イールは動けないでいた。身体がひどく重い。いつもはない気け怠だるさと、体内を検あらためられた屈くつ辱じよくと苦痛がどろりと纏まとわりついている。

　でも、花か蜜みつを分ぶん泌ぴつしたことは隠し通せた。それには大きな喜びがある。

　昨夜のことを思い出すと、いつも冷たいはずの肌はだがまた少し熱を帯びそうになった。頭の中も熱くなる。それはかつてない羞しゆう恥ちからだった。今まで誰だれになにをされても反応しなかった身体の一部が、あんなに形を変えて赤くなるなんて。

　受け止めきれない熱と疼うずきはとても恐おそろしかった。本当に、二度と元に戻れないと思った。

　初めてのことだったとはいえ、取り乱してしまった自分が情けない。でもあの人が──ヴェルレインがそれを宥なだめ、治めてくれた。

　彼は昨夜しきりになにかを話そうとしていた。それを聞くこともなくイールが勝手に変調をきたして勝手に意識を手放したのに、眠ってしまったあとも身体まで清めてくれて──。

「ぅ、……」

　思い出すほどに恥はずかしさが増して、思わずクッションをぎゅう、と握にぎりしめる。

　客に触れられるのは苦痛でしかなかった。それなのに、男の口の中に性器を入れて善がるなんて最低だと思う。制せい御ぎよのしかたがわからずに花蜜を漏もらしつづけ、みっともない姿を露ろ呈ていして、ヴェルレインも今ごろきっとあきれているに違いない。

　──男娼をやめてしまえ、って、怒おこってたな……。

　なぜ昨夜、唐とう突とつに変化を起こしたのだろう。花蜜が分泌される前にあるという独特の違い和わ感かんを、イールは今まで一度も覚えたことがなかった。前兆も見られなかったのに。

　相手がヴェルレインだったからとは考えにくいし、その確証もない。やはり偶ぐう然ぜんだったのだろうか。そうであれば、昨夜もし違う客に買われていたとしても、イールの身体は変調をきたしていたということになる。

　そう考えると背筋が寒くなった。イールに花蜜を分泌させたくて躍やつ起きになっている客は数多あまたといる。昨夜の客が彼らのうちの一人だったら、今ごろもうエドガーに知られ、今夜にはエカルラートじゅうに知れ渡わたっていただろう。

　でもヴェルレインはイールの懇こん願がんを聞き入れてくれた。エドガーすら気づかないくらいに、分泌の痕跡を完全に消してくれたことがわかる。

　分泌された花蜜の香かおりは、自分でも驚おどろくほど強烈で濃のう厚こうだった。喉のどが灼やけると言っていたそれを、ヴェルレインはどのくらい飲んでしまったのだろう。彼の話を聞けなかったこととひどい狼ろう狽ばいを見せて迷めい惑わくをかけてしまったことも含ふくめて、次に会ったときにちゃんと謝り、礼を伝えたかった。

　──次……？　次なんて、ない。

　すぐにそう思い直した。イールがふたたびヴェルレインに会って話すことがあるとすれば、それは彼がエカルラートで愛あい玩がん権を落札したとき以外にない。

　もう二度とあってほしくないことだ。しかしヴェルレインは強く『俺の話を聞け』と言っていた。その話をするために来るかもしれない。……花蜜を求めて店に来る可能性もある。

　でもイールはヴェルレインがエカルラートに来ることを少しも望んでいない。悪夢と頽たい廃はいが渦うず巻まくこの場所から少しでも遠くに離はなれてほしかった。

「同じ名前……」

　偶然に出会い偶然に身体からだが反応して、大切にしている本の著者と偶然同じ名前──重なりすぎる偶ぐう発はつ的なできごとに、イールは少し怖こわくなる。

　今すぐ本を読みたくなって、隠し場所にしているクッションの下に手を入れた。

　しかしそこには冷たいシーツがあるばかりで急に不安に襲おそわれる。

「あっ」

　楽屋に置いたままだ──そう思った瞬しゆん間かん、寝しん台だいに深く沈んでいた身体が動いた。

　部屋を飛び出し、長い廊ろう下かを走って階段をおりていく。身体が重たくてしかたなかったことなど完全に忘れて楽屋へと駆かけた。

　明かりが落とされた広い部屋の窓辺へ行き、閉まっているカーテンの奥に手を伸のばす。

「よかった……」

　手に馴な染じんだ書しよ籍せきの感かん触しよくがあって心から安あん堵どした。唐から草くさ模も様ようの絨じゆう毯たんにぺたりと座り込み、さっそく本を開く。薄うす暗ぐらい部屋にあっても、ヴェルレイン・ダンハウザーが描えがく花々はとても鮮あざやかで美しかった。

　ヴェルレイン──昨夜ゆうべの彼が、この本を書いたのだろうか。ふっと浮うかんできた考えをイールはすぐに打ち消す。

　繊せん細さいで瑞みず々みずしい花の絵、緻ち密みつな文字の羅ら列れつ。満月の夜に感じた恐ろしい気き魄はくや威い圧あつ的な風格とは到とう底てい結びつかない。同名なだけでまったくの別人と考えるほうが自然だった。

　でも彼はイールが食べた花の種類を当てた。肌が纏うほのかな匂においだけで。

　本当に何者なのだろう──そう考えていたが、ページをめくっているうちにイールはなにもかもを忘れてしまった。

　夢のように美しい花々と神話の世界に耽ふける。それらを通して外の世界へ飛び出す。温室を作って花を育て、母親たちの墓標を綺き麗れいに飾かざり、彼女たちのためだけに歌を歌って──。

　誰かが聞けばおかしいと思うかもしれない。でも、イールにとってこの本を失うことほど恐ろしいことはなかった。終わらない悪夢の中で、それでも懸けん命めいに生きて、いつかきっとここを出て行く。ヴェルレイン・ダンハウザーの著書だけがイールに夢を与あたえ、イールの支えとなってくれる。

　この本を失ってしまったら僕はたぶん、蝙蝠王の血を飲んでいたってミイラみたいに干ひからびてしまうんだ──。
















　夜はすぐにやってきて、キャバレー・エカルラートは開店と同時に満席となった。

　時刻は午後九時四十分──。

　店に来てほしくないと強く願いながらも、イールは空中ブランコからダンスホールを見おろし、そこに瞳ひとみを巡めぐらせていた。ヴェルレインを捜さがし当てたいのか、その姿がないことをこの目で確かめて安堵したいのか、自分でもよくわからない。

　だからヴェルレインを見つけたときは、ひどく複雑な思いになった。

　イールは大勢の客の中から誰かを捜したいなどと思ったことはなく、それは実行することも難しい。距きよ離りもあるし、皆みなが同じ顔に見える。でも、遠く離れているのにどうしてかヴェルレインとは視線が重なった。赤く煙けむる店内でも、黒蟻ありの群れの中にあっても、強く綺麗な琥こ珀はく色いろの瞳はとても目立っていた。

　たとえようのない心持ちで出番を終え、いつものようにリュリュとジーファと三人でオークションの様子をうかがう。

　うしろにぴったりとくっつくジーファが、イールの肩かたに顎あごを乗せながら言った。

「あれっ、あの人、昨夜イールの愛玩権を落札した人だよね？　またイールに入札してる。新規のお客は毎日違ちがうラフェリを買いたがるのにね。一晩で嵌はまっちゃったのかなあ」

「ほんとに魔ま性しようの男だよなおまえは」

「ちがうよ、そんなんじゃ……」

　急速に更こう新しんされていく入札額を落ち着かない気持ちで聞いていたが、その結果ヴェルレインは競せり負けて、イールの愛玩権はほかの客が落札した。

　複雑な思いが膨ふくらんでいく。落らく胆たんしていないと言えばそれは噓うそになる。

　エカルラートに来てほしくないけれど、ヴェルレインはもう来てしまっている。それなら落札されて、昨夜のことをきちんと謝り、彼が話そうとしていたことを全部聞きたかった。

　そして、イールの大切な本を見てもらいたい。どんな反応をするだろう──。

　イールの愛玩権を落札したのは見知った客だった。いつも花蜜を分泌させようと躍起になって触ふれてくる。今夜も身体に変化が起きてしまうのだろうか。それは物もの凄すごく恐ろしい。昨夜のヴェルレインをあの客に置き換かえて想像すると背筋が寒くなる。花蜜の分泌だけは絶対にしたくなかった。

　イールの不安など放ほうってオークションは進んでいく。終しゆう盤ばんに差しかかったとき、リュリュが紅あかい髪かみを揺ゆらして前のめりになった。

「あっ、あの男、ヴェルレインだっけ？　アンリの愛玩権を落札したぜ」

「え……？」

「そうなの？　だったらいつかぼくもリュリュも買われちゃうのかなあ？　ねえイール、どんな人だった？　男前だけど、ちょっと怖そうだよね？」

「うぅ、ん……怖くないよ。そんなにおかしなことも、してこないと思う」

　複雑な思いは募つのるばかりで、イールはそう返事をするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　客は寵ちよう愛あいしているラフェリの落札に失敗しても、すぐほかのラフェリに入札する。エカルラートでは至し極ごく当然の風景で、目的は決まっていた。

　──花か蜜みつだ。ヴェルレインも、きっと花蜜を……。

　依い存ぞん性が非常に高いそれは本人の意思に関係なく身体が求めるようになる。

　今夜ヴェルレインは花蜜を入手するためにエカルラートに来たのかもしれない。それは花蜜を飲んだ人間が取る、ごく普ふ通つうの行動だった。

　そして、ヴェルレインにそうさせているのは、イール──自分のせいだとわかっているのに、彼がアンリの愛玩権を落札したことがどうしても気になる。客に対してこんな感情を抱いだくのは初めてだった。

　この整理のつけられない思いのせいなのか、今夜のイールの身体はいつにも増して冷たく、客にどこを触さわられてもいっさい反応を示さなかった。危き惧ぐしていた花蜜は一いつ滴てきも分ぶん泌ぴつされない。あれほど苛さいなまれた昨夜の熱と疼うずきが噓のようだった。
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　ヴェルレインは翌晩もその次も、当然のように店に姿をあらわすようになる。

　そして毎晩必ずイールの愛玩権に入札した。しかしエカルラート最高とされるその競争率に阻はばまれてしまう。

　ヴェルレインの話を聞きたくても聞けないイールは、オークションのたびに落胆するようになり、夜ごと違うラフェリを買う彼を見ては言葉にできない思いを抱くようになる。その身体は一度花蜜を分泌したきり、なにをされても冷たいままだった。

　反応しない身体と揺れない心。夜のイールはそれが常だから、別段おかしいことはない。

　でも、ずっと偶ぐう然ぜんだと思っていたけれど、あの夜ヴェルレインに触れられて身体が熱くなったのは、偶然ではなかったのかもしれない──客に撫なでられて冷たく粟あわ立だつ肌はだを見るたび、そんな思いが浮かぶようになった。

　そうして同じ状じよう況きようがつづくうちに、ラフェリのあいだでヴェルレインのことが話題になりはじめる。年長のラフェリたちは彼のことを〝いい男だけど変わり者〟と評価した。

　十日ほどが経たった今、ヴェルレインの名が出ない日はないほどになっている。

　そして今日も、楽屋の華はなやかなざわめきの中にその名が聞こえだす。

「ねえ、もう落札された？」

「ああ、彼？　ヴェルレインに？　まだ。今夜あたりかなって思ってる。ビセンテは？」

「僕は昨夜だったんだ。──あっ、ねえ、リュリュはどうだったっけ？」

「俺はもう買われた」

「ほんと？　どんなだった？　教えて！　僕は昨夜買われたんだけど、ちょっと変わっててさ。リュリュも同じだったかなあって思って」

　シャンデリアの美しい光が、本の上にきらきらと落ちてくる。丁てい寧ねいに綴つづられた文章を目で追っているけれど、一文字も頭に入ってこなかった。

　少し前まではすぐ花と神話の世界に入り込めていたのに、最近は失敗しつづけている。

　本の表紙に刻まれた著者の名──ヴェルレインの名が耳に入ってくるたび、イールの意識は完全にそちらへ向くようになってしまった。

　この十日のあいだに、リュリュもジーファも一度ずつヴェルレインに買われている。

　そのときの様子をリュリュが話しだした。

「ホテルが用意した薔ば薇らを出されたからそれを食べて、しゃべって、終わり。接せつ触しよくはいっさいなし。薔薇はすごく美味うまかった。さすがはアルストロ・ホテルだな。ヴェルレインは夜明け前から書しよ斎さいみたいなところで仕事してたぜ。電話したりタイプライター打ったり。『時間になったから帰るよ』って挨あい拶さつしても『おー、またな』っていう生返事だけ。熱い抱ほう擁ようもお別れのキスもなかったなぁー、残念だ」

「すごい、まったく同じ！　僕も薔薇を食べておしゃべりしただけ。とりあえず膝ひざに座ろうとしたんだけどさ、『しなくていい。おまえも面めん倒どうだろう』って言うんだよ。そのあとも花蜜を出せって言わないし触ってもこないから、ついぐうぐう寝ねちゃったんだ。起きたとき焦あせったけどヴェルレインは普通に仕事してた」

「ぼくも、一度も触られなかったよ。あんなお客は初めてだ。──考えたんだけど、あの人が花蜜を出せって言わないのは飲んだことないからじゃないかなぁ？　だって初日はイールだったでしょう。人間って一度でも飲んだら絶対『出せ、出せ』って言うもの。ヴェルレインは運がいいよ。あんなのに囚とらわれるなんて最悪だものね」

　心臓がどくんと跳はねた。

　ヴェルレインは、イールの花蜜を飲んでしまっている。

　その依存性は非常に高い。一度口にしてしまえば三日にあげず飲みたくなるという。

　イールの愛あい玩がん権を落札できなかったヴェルレインがほかのラフェリを買うのは、花蜜を得るためだと思っていた。

　だが兄弟たちは口を揃そろえて言う。肉体的接触はいっさいなく、花蜜も要求されない。

　そのことに喜びと安あん堵どのようなものを覚えてしまって、イールは秘ひそかにうろたえる。

　愛玩権を買ったヴェルレインがラフェリの花蜜を飲むのは至極当然のことだった。しかしそれを考えるとどうしてか気持ちが沈しずむ。なぜイールが塞ふさぎ込む必要があるのかわからなくて、わからないからますます気落ちする。それを繰くり返していた。

　でもヴェルレインが花蜜を飲んでいないとわかった途と端たん、気持ちがふっと浮ういた感じがした。

　なぜかよくわからないけれど、嬉うれしいと思ってしまう。

　花蜜を分泌したことを誰だれにも言わないでほしい──イールはそうヴェルレインに懇こん願がんし、彼は承知してくれた。ラフェリたちにも黙だまってくれているのがわかる。

　それも凄すごく嬉しかった。でも、依存性の高い花蜜を我が慢まんするのはつらくないのだろうか。

　イールとの約束がヴェルレインに無理をさせているかもしれない。

　そしてひとつわからないことがある。接触もせず花蜜の分泌も要求しないヴェルレインは、なんのために毎晩ラフェリを買っているのだろう──。

　本に視線を落としながら思案を巡めぐらせるイールの隣となりには、リュリュとジーファがいる。ビセンテたちも。そこに客を取る十八歳以上のラフェリが集まってきていた。

　ヴェルレインに買われた者がそれぞれに話し、これから買われるだろう兄弟がそれを興きよう味み津しん々しんで聞く。

「触らない、花蜜を出せって言わない、血を飲めとも言わない。どういうことだろうね？　プラトニックを愉たのしむタイプ？　ひょっとして勃たたないのかな？」

「えーっ、さすがにそれはないよ。だってすごくいい身体からだしてるもの。あそこだって絶対に大きいはず。若そうだし……何歳だっけ？」

「二十七歳って言ってた。由ゆい緒しよある伯はく爵しやく家の当主さまらしいよ！」

「あ、僕もそれ聞いた。彼は『森と畑しかない片かた田舎いなかの当主さまだけどな』って笑ってたけど、それでもすごいよね」

「伯爵さまなのに、製薬会社の社長もしてるんでしょう？　これだけ揃ってるのに独身で、さらに恋こい人びともいないって、ちょっと信じられないよねえ」

「ええっ、それ本当なの？　だったらますます変だよ。僕たちを買うくせになにもしないなんて。いい男だし、少しくらいなら血を飲んだり花蜜だって分泌してあげるのに」

　年長のラフェリを中心に軽かろやかな笑い声が立つ。イールは心の中で大きな溜ため息をついた。

　ここはキャバレーでラフェリは男だん娼しようなのだから、望まない立場といえどもその話題は性的セクシヤルなものに偏かたよりがちになる。今に始まったことではないのに、兄弟の会話にいちいち反応してしまう自分が嫌いやだった。

　それに、イールはなにひとつ知らないヴェルレインのことを兄弟はよく知っている。

　彼の年ねん齢れいも職業も、独身で恋人がいないというのも、イールはたった今知った。そのことにどうしてか焦しよう燥そう感かんのようなものを覚えてしまう。

　伯爵だなんて思いもしなくてひどく驚おどろいた。ヴェルレインが上流階級の人間であることは身なりや雰ふん囲い気きでわかるけれど、相当な地位にいる人だ。そんな人がなぜ、領地や経営している会社から離はなれてまでエカルラートに通い、ラフェリたちを買っているのだろう。

　兄弟の会話伝えにヴェルレインを知ることができても、わからないことがまた増える。

　やはりあの夜、下手な肉体的接触などしないで、ヴェルレインが伝えようとしていた話を聞いておくべきだった。時間が経つほどにその思いが強くなっていく。

　もう本を開いていてもまったく意味がなかった。諦あきらめて本をそっと閉じるイールに、アンリたちが意味深げにくすくすと笑って言ってくる。

「ヴェルレインって、僕たちラフェリのこと訊きいてばっかり。どんな味の花が好きなんだとか、なにが流行はやってるんだとか、休みはないのか、やりたいことはないのか、って」

「それでね、初めはラフェリの話をするけど、最後にはイールの話をしたがるんだよね」

「えっ……」

「イールはなにが好きなんだとか、おとなしそうだけど苛いじめられてないか、ってね」

「あっ、それ、ぼくも訊かれた」

「彼、全員に訊いてるよ。ラフェリはみんな仲よしだから苛めるなんて絶対にないって言っといた。あと、イールは本が好きでいつも楽屋で読んでるよって教えちゃった。まずかった？」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ……」

　どう返事をしたらいいのかわからなくて凄く困った。

　ヴェルレインは夜ごと花か蜜みつを飲んでいると思っていたのに、まったく違ちがっている。

　ラフェリには指一本触ふれていない。それだけではなく兄弟を通してイールのことを知ろうとしてくれていた。心なしか鼓こ動どうがほんの少し速くなったような気がする。

　ヴェルレインと、ちゃんと話がしたい──イールは今、確かにそう思った。満月の夜に感じた気き魄はくや恐おそろしさを忘れたわけではない。それらも含ふくめて、ヴェルレインがどんな人なのかを知りたかった。

　そして、彼と同じ名が刻まれた、大切なこの本を見てもらって──。

　イールが困こん惑わくしてなにも言えないことを察知してくれたリュリュが、赤い薔薇の花びらを食べながらつぶやく。

「おしゃべりして終わり。あの人はセドリックの爺じいちゃんみたいなもんだ」

「えー、リュリュ、それは違うよ、セドのお爺ちゃん以上だよ。だってお爺ちゃんとは手もつなぐし添そい寝もするじゃない？　ヴェルレインって別々のベッドで寝させるよね。すごい徹てつ底ていぶり。あそこまでされるとラフェリとして扱あつかわれてないなって思うもの」

「聞いてよ、ぼくなんかさ、『いびきがうるさい』って隣のベッドからクッション投げられたんだよ！　ひどいと思わない？　扱いが雑だよ。ラフェリはいびきなんかかきません！」

　ジーファがふざけながら皆みなに同意を求めると、兄弟たちは華やかに笑う。

　イールも笑った。リュリュが「おまえは昔からいびきかいてる」と楽しそうに言う。

「ジーファの言ってること、なんとなくわかるよ。あの人って僕らのこと……友達？　弟？　そんなふうに扱うよね。ヴェルレイン本人は男の匂においぷんぷんさせてるのに、接しかたがぜんぜんいやらしくないから、僕たちもそれにつられちゃう感じかなあ。あんなお客は初めてじゃないかしら」

「その感じ、わかるわかる。でも愛玩権の意味ないよね」

「そこがいいんだよ。変なお客だけど」

　アンリの言葉に、皆がうなずきながら笑う。

　しかし穏おだやかで楽しい時間は一いつ瞬しゆんで過ぎ去った。

　楽屋にエドガーがあらわれて、ラフェリたちは蜘蛛くもの子を散らすように駆かけていく──血の色に染められた卑ひ猥わいで醜しゆう悪あくな空間へ向かって。

　イールも小ぶりのシルクハットをつけ、先せん端たんに宝石が輝かがやくステッキを受け取って持ち場へと駆けていく。駆けながら、ヴェルレインに一度だけ買われた夜を思い出した。もうずいぶん前のように感じる。

　ヴェルレインはあのとき、ラフェリたちの日常を聞いて嬉しそうに笑っていた。イールもつられて笑ってしまうほどの素す敵てきな笑え顔がおだったことを憶おぼえている。

　それは客が持っているラフェリへの淫いん猥わいな感情とはまったく違う、なにか特別なものだった。

　愛玩権を買っても、一度も触れてこない。美味おいしい薔ば薇らと楽しいおしゃべりと、ゆっくり眠ねむる時間をくれるヴェルレイン。彼は、ラフェリに対してどんな思いを抱いだいているのだろう。

　兄弟の話を聞く限り、厭いとわれてはいない。優やさしさや思いやりすら感じることができる。

　もし、イールたちラフェリが悪あく魔まと乙女おとめのあいだにできた子だと知ったら、ヴェルレインはどう思うだろう。忌いみ嫌きらうかもしれない。それはたまらなくつらい。

　エカルラートに関かかわってほしくないと思っていたのに。今は、話を聞いて色々なことも訊たずねたいという思いばかりがどんどん募つのっていく。

　それが叶かなう夜は、いつか来るのだろうか──。
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「今こ宵よいも最高額でイールの愛あい玩がん権が落札されました！」

　コンコン！　と木き槌づちが勢いよく叩たたかれる音がする。それと同時にリュリュが口笛を吹ふいた。

「よお、旦だん那な、やっと競せり勝てたみたいだな」

「あっ、ヴェルレイン、イールの愛玩権を落札できたの？　よかったね！」

　うしろからジーファが抱きついてくる。イールはその美しい褐かつ色しよくの腕うでを思わずぎゅっとしてしまった。

　話を聞いて色々なことも訊ねたいと思った日から、今日で三日になる。

　そのあいだにイールの愛玩権の入札価格はまた高こう騰とうし、今夜ヴェルレインが落札した価格はイール自身でも驚くほどのものになっていた。

　あの大金がエカルラートに支し払はらわれるのかと思うと手放しで喜ぶことはためらわれたが、それでも逸はやる気持ちは隠かくせない。ヴェルレインが誓せい約やく書にサインし車を手配するあいだに、イールは楽屋へと走った。そしてカーテンの向こうに隠しておいた本を衣い装しように忍しのばせる。

　ヴェルレインの滞たい在ざい先は変わっていなかった。

　アルストロ・ホテル一二〇七号室。時刻は午前零時二十七分──。

「ヴェルレイン……、あの……」

「俺はエカルラートを甘く見ていた。あの夜おまえを買えたのは運がよかっただけのようだ」

　話すことが多すぎて、いざとなるとなにから聞いたり訊ねたりすればいいのかわからなくなってしまった。ヴェルレインは前と同じようにシルクハットを放ほうり投げ、蝶ちようネクタイを外す。上着とウェスト・コートを脱ぬぐとカウチソファに腰こしかけた。

　また立ち尽つくしてそれを見つめるだけになってしまったイールは、少しも進歩が見られない自分を情けなく思う。でもヴェルレインは前のように叱しかってこなかった。

「座らないのか？　ここに」

　そう言って自分の左腿ももを指さしてくる。その声は不思議と柔やわらかい。

　イールは心の中で小首をかしげた。兄弟から聞いた話と違っている。

　──薔薇を出されたからそれを食べて、しゃべって、終わり。接せつ触しよくはいっさいなし。

　──膝ひざに座ろうとしたんだけどさ、『しなくていい。おまえも面めん倒どうだろう』って言うんだよ。

「イール」

　強くした声で名を呼ばれ、はっとなる。前ほどの怖こわさはないから脚あしはすぐに動いてくれた。

　シルクハットについた真っ赤な羽根を揺ゆらしてイールはヴェルレインの前に立った。

　隣となりに座ろうか悩なやむ間もなく、腰に太い腕がまわってきて腿に座らされる。腕の力強さに肌はだがぞくりとしたが、なんとか抑おさえ込むことができた。

　ヴェルレインの視線が足元に落ち、また上がってくる。

　今夜のイールはホルターネックのシャツにネクタイを結び、ウェスト・コートを着ていた。背は変わらず大きく開いているが前の衣装ほどではなく、腰は見えていない。

　ピンストライプのスラックスと黒の革かわ靴ぐつ。肩かたや腕は剝むき出しになっていて、両手首にカフスのみをつけている。カフリンクスは鮮せん血けつを固めたような柘榴石ガーネツトでできていた。

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみがそれらをゆっくりとなぞる。さらさらと揺れる白金髪プラチナブロンドを見つめ、唇くちびるを見つめて、薔薇輝石ロードナイトの瞳に深く視線をからませてくる。

「俺がこのときをどれほど待っていたか、わかるか？」

「僕、も……ヴェルレインとお話ししたいって、ずっと思っていました。あの、この前はご迷めい惑わくをたくさんかけてしまってごめんなさい。誰だれにも言わないでいてくれて、ありがとうございます。もうあんなふうにならないように気をつけます」

　勢いをつけてそう言いきった。何度も練習してきた甲か斐いがあって上手うまく言えたと思う。

　しかし勢いをつけすぎただろうか、ヴェルレインは一瞬だけ驚おどろいていた。そのあとすぐ真顔に戻もどって言う。

「ほかの客の前でも花蜜を分ぶん泌ぴつしたか？」

「え……？　いいえ、一度も。あの夜だけです」

「そうか」

　ヴェルレインは安心したような表情をして、さらにイールを引き寄せた。その細身がほとんど乗り上がった状態になる。また靴の踵かかとが絨じゆう毯たんから離はなれる。

　引き寄せられた勢いが強くて、ヴェルレインのサスペンダーに手をついてしまった。

　サスペンダー越ごしでもよくわかる。胸むな板いたは厚くて硬かたい。満月の夜に見た、力強さと存在感のあふれる体たい軀くは変わらずここにあった。

　ヴェルレインが腕を撫なでてくる。撫でながら下がっていき、手首につけているカフスの内側に指を滑すべり込ませてくる。

「イールは細いな。ラフェリはみんな細いが、おまえは特に」

「………」

　また肌がざわめく。でも嫌けん悪おによるものではないと感じた。話がしたいという気持ちが強いせいか、もう怖くもない。しかし戸と惑まどいがあった。兄弟の話を聞いて想像した様子とは少し違ちがっている。

　ラフェリには指一本触れずに、美味しい薔薇と楽しいおしゃべりと、ゆっくり眠る時間をくれるというヴェルレイン。『友達？　弟？　そんなふうに扱あつかうよね』──ラフェリたちは確かにそう言っていたのに、目の前にいるヴェルレインはそれと違う。イールが最初に買われた夜の彼とも少し異なっていた。

　琥珀色の瞳は強くて綺き麗れいなままだが、そこになにか別の──熱のようなものが宿っている。

　満月の夜にイールが怖いと思ってしまった、あの烈れつ々れつとした眼まな差ざしとも違う。

　そして、なぜか苦しくてつらそうだった。ヴェルレインは端たん整せいな顔の奥にそれを隠しているようだけれど、イールには見えてしまった。

　どうしたのだろう。会っていないあいだに、なにか大変なことが起こったのだろうか。

　そう訊きいてしまいたくなるほどヴェルレインはどこか苦しそうだった。

　訊きたいことばかりが増えていく。これ以上増えたら今夜だけでは時間が足りなくなってしまう。明日あしたからまた話せない日々がつづくのに──。

　イールは、不思議な熱を宿す琥珀色の瞳を見つめて訊ねた。

「ヴェルレインが僕に話そうとしていたことってなんですか？　ずっと気になっていました」

「それはもういいんだ」

「えっ……」

　そんな返事があるとは思いもしていなくて、急に焦あせりを覚える。あんなにも強く『俺の話を聞け』と言っていたのに。厚い胸板にあるサスペンダーをぎゅっと握にぎりしめた。

「どうして？　あの夜、僕を買ったのはお話をするためだったんでしょう？」

「そうだ。だが今はいい。エカルラートに通うようになって少々状じよう況きようが変わった。──時期を待つ。それよりも、どうすればおまえの愛玩権を落札できるのかやっとわかった。明日から毎晩必ず落札する」

　その迷いのない言葉にイールは驚く。毎晩なんて絶対に無理だ。あのような金額をエカルラートに支払いつづけたら本当に破産してしまう。

　それに、時期を待つとはどういうことなのだろう。

「話は、いずれ必ず。然しかるべき時が来たら全部話す」

　しかし訊ねる前にそう言いきられた。今はこれ以上は話さないという強い意志が籠こめられていて、なにも訊けなくなってしまった。

　あの夜、イールが取り乱したせいで話ができなかったヴェルレイン。イールもずっと聞きたいと思って、でもなかなか話せなくて、今夜やっと聞けると思ったのに。

　ひどく落らく胆たんしてしまい、それを表に出してしまった。細い肩を落としてサスペンダーを手放し、消え入るような声でつぶやく。

「それなら、どうしてずっと僕を買おうとしていたのですか？　今夜だって……。お話をしないのに、明日からも毎晩落札すると言うのはどうして──」

「イールを俺だけのラフェリにすると言っただろう」

「……！　それ、は」

「まさか、忘れたとでも？」

　ヴェルレインはその整った顔に不敵な笑えみを浮うかべる。力強い瞳で見つめられて、つい今までの落胆が吹き飛ばされるほどに激しく胸が高鳴った。

　忘れるはずがない。満月の夜に、大聖堂の円形回かい廊ろうで聞いた言葉だ。あのときはヴェルレインの言っていることが理解できなくて、ただ怖いだけだった。

　でも今は少し違う。イールたちラフェリが蝙蝠こうもり王から解放されて誰かのものになるなど決して起こり得ない。その考えは変えようがないのに、どうしてか自分でも驚くほど胸がとくとくと早はや鐘がねを打っていた。

『それは、不可能です』──あのとき言えたことが、今は上手く言葉にできない。

　そうなっているのはたぶん、イールの中に喜びや期待のようなものが芽生えているからだ。

　ヴェルレインはいつもイールに不思議な感覚を齎もたらす。

「俺だけのラフェリにすると言った。イールは憶おぼえてるだろう？」

「憶えて、ます……」

「それでいい。これから先も、片時も忘れるな」

　戸惑うイールの手をヴェルレインの手が包み込んでくる。微笑ほほえんではいるけれど、その言葉と瞳はイールを強くとらえて放さない。腰にまわされていた手が背のほうへ上がってくる。

　つながれた手も背に触ふれた手も、大きくて熱い。

　ラフェリにまったく触れないというヴェルレインは、どうしてこんなにもイールに触れてくるのだろう。そしてイールはなぜ少しも嫌いやだと感じないのだろうか。ほかの客なら、とうに肌は冷えて粟あわ立だっているのに。

　ヴェルレインは、落ち着きを失なくしたイールを宥なだめるようにまた柔らかな声を出し、促うながしてくる。

「俺の話よりもイールの話とは？　さっき『お話ししたい』って言ってただろう？　俺はそっちのほうが気になるが」

「あ……。はい。あの……お話というよりも、訊きたいことがあります」

「なんだ？　会えてないあいだに俺に興味を持ってくれたわけか」

　そんな言いかたをされて恥はずかしくなったのは、少し当たっているからだろうか。

　さっきの言葉みたいに練習していないから上手くは言えない。でもこれはラフェリの兄弟のあいだで共通の疑問になっている。イールは勇気を出して訊たずねた。

「どうして毎晩ラフェリを買うのですか？　買ってもなにもしないから、みんな不思議に思っています。……花か蜜みつを、飲むためじゃないのですか？　飲まなくて、つらくないですか」

「花蜜を飲む？　俺が、あいつらの？　なんの冗じよう談だんだ」

　ヴェルレインはずいぶんと楽しそうに笑う。ラフェリたちの日常を話したときの、イールまでつられて笑ってしまった、あの素す敵てきな笑顔と同じだった。

　ラフェリのことを「あいつら」と親しみを籠めて呼ぶ人間は一人もいない。それは耳に心地ここちよく聞こえ、兄弟に向けられた表情もとても優やさしいのに、どうしてか胸が痛む。イールがヴェルレインと会えていないあいだに、ほかのラフェリたちは距きよ離りを縮めていたのだとわかると急に寂さびしさを覚えた。

　近ごろのイールはおかしい。焦りや喜びを感じたり、落胆したかと思えば胸が高鳴ったり、今までほとんど使われていなかった感情ばかりが好き勝手に動きだしていて、制せい御ぎよできずにいる。自分自身に振ふりまわされているようだった。

　ヴェルレインは、イールの白く細い指に自分の指をからませながら説明してくる。

「俺が毎晩あいつらを買ってるのは、とにかく一人でも多くのラフェリと話がしたいからだ。それ以外に理由はない。肉体的接せつ触しよくも花蜜も、邪じや魔まだ」

「でも、ラフェリが分泌する花蜜は物もの凄すごく依い存ぞん性が高いんです。とても我が慢まんできるようなものではなくて……飲まないと正常を保てない人間もいるくらいです」

「そのようだな。そうとは知らず、イールに危険なものを飲まされてしまった」

「……あ、あの、それは」

　ヴェルレインに悪戯いたずらっぽく言われて、どう返事をしたらいいのかわからず困こん惑わくした。また恥ずかしくなって頭の中が熱くなる。

　しかし安心もできた。先ほどイールが見てしまった苦しそうな表情。ヴェルレインがそんな顔をする原因のひとつに花蜜の欠けつ乏ぼうがあるのではないかと思ったが、杞き憂ゆうだったようだ。

　花蜜のことを邪魔とまで言っていた。ヴェルレインが花蜜に囚とらわれていないことを嬉うれしく思う。きっとこの大きくて力強い体軀が、悪あく魔まの液えき汁じゆうを撥はね返してくれたに違いない。

「ごめんなさい……。でもヴェルレインは飲まなくても平気なんですね。ごくたまにそういうお客がいると聞いたことがあります。本当によかった……」

「いいや」

「え？」

　その返事はあまりにもあっさりとしていて、いっそ恐おそろしさを呼び起こす。

　でもそこから動くことができなかった。さっきイールが見つけた、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに宿る熱のようなもの。それを一層強くしてヴェルレインが見つめてくる。背に触れる手が蠢うごめきだした。

「確かに依存性は恐ろしく高い。その実感がある。俺は甘いものは物凄く苦手なんだが、無む性しように飲みたくなるんだ」

「噓うそ、そんな……あ、っ」

　羽の生え際ぎわをなぞられて、びくっと身体からだが揺ゆれた。

　ヴェルレインの視線が落ちる。熱を孕はらむ瞳が、あからさまにイールの下腹部を凝ぎよう視ししてくる。

「ラフェリの股また座ぐらに顔を埋うめて、出なくなるまで吸い尽つくしたい。毎晩そう思う」

「ん、っ……。だ、だったらどうして、買ったラフェリの、を──」

「あいつらのは要いらない。俺は、おまえのしか欲しくないんだ」

「え……、──ぁ、あっ」

　イールの瘦そう身しんが軽々と抱かかえられて、ソファに仰あお向むけに寝ねかされた。そこにあった大きくて柔やわらかなクッションに身体が沈しずんでいく。胡桃くるみ大の薔ば薇ら輝き石せきをつけたシルクハットが絨じゆう毯たんに転げ落ちる。

　退化した羽を優しく包み込むそのクッションはふわふわとしていて、真新しい匂においがした。乱れた白金の髪かみを梳すきながらヴェルレインがささやいてくる。

「おまえのために買っておいた。これなら羽は痛まないだろう？　楽な体勢で分ぶん泌ぴつできる」

「……や、です。待って、ください」

　イールの革かわ靴ぐつを脱ぬがせてすぐにヴェルレインが覆おおいかぶさってくる。その体たい軀くは大きくて、体重は少しもかけられていないのに重みを感じるようだった。

　逃のがれるために身体を思いきり捩ねじる。衣い装しようの内側でカサ、と音がする。

　イールの大切な存在が、ここにいるよと伝えてくれたみたいだった。

　そうだ、とても大切なこと。今夜どうしても確かく認にんしたい──。

「いや、だ……お願いです、僕まだ訊ききたいことが」

「なんだ？　急ぐことか？」

「………」

　待ち望んでいた瞬しゆん間かんを前に躊ちゆう躇ちよする。自分は、どんな答えを求めているのだろう。

　ヴェルレインになんと答えてほしいのだろうか。

　もし、『俺が書いた本だ』──そう言われたら、イールの胸は高鳴りすぎて壊こわれてしまうかもしれない。終わらない悪夢の中を生きてきて、奇き跡せきなんていう言葉を一度も信じられたことはないけれど、信じてもいいのだと思わせてもらえる。奇跡を信じる思いは、なにかを大きく変える強い力になってくれるかもしれない。

　でも、『古い本だな。イールが大切にしている本か。読んで聞かせてくれ』──そう言われてもイールはとても嬉しくて、夜明けまでずっとヴェルレインのためだけに朗読できる。

　だからもう、どちらの返事でもかまわなかった。どちらであっても、イールは夜明けまでの時間を幸せな気持ちで過ごせる。幸せだと思える夜なんて一度もなかったから、きっとそれも奇跡に違ちがいない。

「ヴェルレイン」

　衣装の内側に手を入れる。いつもは心の中に思い描えがくものなのに、手に馴な染じんだ感かん触しよくがここにあるのはとても不思議だった。客に見せるのは初めてだ。そしてこれが最後になる。

　繰くり返し読みすぎて表紙の文字が掠かすれてしまっているそれを、ヴェルレインに差し出した。

「この本は、あなたが書いたものですか？　違いますか。著者のお名前が一いつ緒しよなの、で──」

　言い終わらないうちから、イールの目の前で、綺き麗れいな琥珀色の瞳がこれ以上ないほど見開かれる。ヴェルレインが息を吞のむ。

　それだけでもう、わかってしまった。本を持つイールの手がカタカタと震ふるえだす。

「イール……おまえ、これをどこで──」

「ま、街の古書店で……僕をラフェリだと知った店主さんが、くれたんです。──は、花が」

　そこまでしか言えなかったのは、激しく震えるイールの声が詰つまってしまったからなのか、ヴェルレインが滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき抱いだいてきたからなのか、わからなかった。

「ヴェルレイン……この本、花が、花がいっぱい、載のってて」

「ああ。おまえたちラフェリのために……世界は広く、おまえたちの知らない美しい花々がまだたくさんあることを教えてやりたくて書いた」

「ラフェリの、ため……？」

「そうだ。俺は、ラフェリのためだけに本を書いた」

　その強くまっすぐな言葉が高鳴る胸に突つき刺ささる。ラフェリのためだけに──少しも我慢ができなくて、涙なみだがぽろぽろとこぼれ落ちていく。

　イールの頰ほおが触ふれる厚い胸むな板いたの向こうで、ヴェルレインの心臓が激しく鼓こ動どうしている。耳に届く声も震えていた。

「それを書いたころの俺はまだ十代で、機械で製本することも、流通させる方法もまったく知らなかった。完成できたのは七冊だ。花を主食にする〝ラフェリ〟と呼ばれる者がいて、身体を売らされているということは噂うわさで知れたが、それ以上のことはわからなかった……ラフェリがいる詳くわしい場所も。身売りをさせられているなら、娼しよう館かんがある歓かん楽らく街にいるとしか考えつくことができなかった俺は、古書を回収する商人に本を託たくした。可能な限り遠くへ、できるだけ大きな歓楽街のある都市に一冊ずつばら撒まいてほしいと依い頼らいしたんだ」

　ヴェルレインが丁てい寧ねいに綴つづってくれた、わずか七冊の本。その一冊がエカルラートのある歓楽街に流れ着いた。古書店の本ほん棚だなの奥でほこりをかぶったまま長く放置されていたけれど、やがて成長したイールが店をおとずれ、ラフェリと気づいた店主が「色々な花が載っていて面おも白しろそうだよ」と譲ゆずってくれて──。

　奇跡というものは、悪夢と同じくらい怖こわい。

　なにか、目に見えない巨きよ大だいな力に吞み込まれて翻ほん弄ろうされるみたいになる。

　でも、とても怖いけれど、ヴェルレインの力強い腕うでに包まれているから平気だった。

　ヴェルレインの描く花々がどれほどイールを救い支えてくれたのかを知ってほしい。

　でも混乱して上手うまく言葉が出てこなかった。拙つたないそれに有り丈たけの想おもいを籠こめる。

「僕はずっとこの本を頼たよりにしてきたんです。怖いことも、すごく悲しいこともたくさんあったけど、本があったから、耐たえることができました」

「イール、っ……」

　退化した羽が軋きしむほどに強く抱だきしめられる。もう折られても捥もがれてもかまわないと思った。もっと痛くてもいいから、これが夢ではないことを強く感じさせてほしかった。

　強大すぎる奇跡を受け止めきれなくて、脳が引き攣つったようになる。自分でもなにを言っているかわからないそれを夢中で紡つむぎつづけた。

「僕は、この本の……ヴェルレインが書いてくれた、美しい世界に憧あこがれていて……いつかきっと行くんだって、思っ、て」

　そのとき唇くちびるを塞ふさがれて、また言葉が途と切ぎれてしまった。

　涙で濡ぬれたイールの唇を塞ぐものは、強い弾だん力りよくがあって、とても熱い。それがヴェルレインの唇だとわかったとき、冷たい肌はだが一気に熱を帯びた。何度も強く重ねられて、涙と唾だ液えきが混ざっていく。ヴェルレインは口づけながら腕の力を緩ゆるめ、イールの身体をふたたび柔らかなクッションにそっと沈めた。

「は、……」

「俺が解放してやる……そのためだけに俺はずっと──」

「ヴェル、レイン？」

　イールの額に額を重ねて、ヴェルレインはきつく眉まゆをひそめながらなにかをつぶやいた。

　その端たん整せいな顔は苦く悩のうに苛さいなまれている。

　そしてイールはやっと気づく。さっきも見た、苦しくてつらそうな顔。あれは、会えていないあいだに大変なことが起こったからだと思っていた。花か蜜みつが欠けつ乏ぼうしているからだとも。

　でも違う。ヴェルレインはずっとそれを隠かくしつづけていた。

　イールに気づく余よ裕ゆうがなかっただけで、初めて買われた夜も、おそらく満月の夜に出会ったときも、その苦悩を隠していたに違いない。そうわかった瞬間、唇が勝手に動いた。

「ヴェルレイン。どうしてそんなに苦しそうなのですか？　なにが、あったのですか？」

「………」

　ヴェルレインは答えようとしなかった。唇を嚙かむその姿は、なにかを吐と露ろしてしまいたい衝しよう動どうを懸けん命めいに堪こらえているみたいに見えた。大きな身体が重なってきて、イールの瘦身が柔らかなクッションにさらに埋まる。

　力強くて存在感のある体軀と、恐れすら感じさせる烈れつ々れつとした眼まな差ざし。屈くつ強きようなヴェルレインをここまで苦しめるものとは、いったいなんなのだろう。

　ヴェルレインがなにも答えないということは、おそらく聞けずに終わってしまった話と深く関係している。イールは話を聞き、彼の苦悩を少しでも減らしたい。でも、ひどく寂さびしいけれど、それは今ではないのだろう。

　望みの叶かなう日が来てくれることを切に願いながら、イールは質問を変えた。

「ヴェルレインはどうして、この本を書いてくれたのですか？　見たこともない、僕たちラフェリのために……？」

　答えてくれるその言葉に、抱かかえているものを少しでもいいから乗せて吐はき出してほしい。そう願って訊たずねた。ヴェルレインは一いつ瞬しゆんだけ逡しゆん巡じゆんしたあと、言葉を選ぶようにゆっくりと話す。

「……俺の家族は昔、酷ひどい目に遭あってしまった。子供だった俺は家族を守れずに……それから長く会えていない。だから劣れつ悪あくな環かん境きように縛しばられているラフェリが、親にも会えず、つらくて寂しい思いをしているのは簡単に想像できた。その慰なぐさめになってくれたらと思って本を書いたんだ。俺は家族を守れなかった……だからラフェリたちだけは、なにがあっても──」

　話しながら、ヴェルレインがイールの首筋に顔をうずめてくる。唸うなるようになってしまった言葉の最後は聞き取ることができない。それでも、その心の痛みは克こく明めいに伝わってきた。

　家族が酷い目に遭い、長く会えていないと言うヴェルレイン。その痛ましい姿は、大切な母親たちに会いたくても会えないイールたちラフェリと重なる。叶うなら、悪夢の中を彷徨さまよいつづける乙女おとめたちの魂たましいを救い出したい。でもその方法がわからないイールは、無力な自分を責めつづけていた。守りたいものを守れない苦悩も痛いほどよくわかる。また涙があふれてくる。イールは顔を伏ふせるヴェルレインに頰を寄せた。

「イール。俺は……」

　顔を上げたヴェルレインはまだつらそうなのに、それでも優やさしく笑って、イールの頰を伝う涙を拭ぬぐってくれた。

「イールがこの本を持っていてくれたことに、心から感謝する」

「そんな……、お礼なんて言わないで……僕はこの本がなかったら、きっと生きていません」

　ヴェルレインの本にずっと助けてもらってきたのはイールのほうなのに。

　ラフェリたちを想って本を作ってくれたヴェルレインに、イールはなにか返したかった。

　この薔ば薇ら輝き石せきの瞳ひとみを抉えぐり出しても、羽を引き抜ぬいてもかまわない。

　でも、もっとヴェルレインが必要とするものを返したい。物を渡わたすのではなく、なにかヴェルレインの役に立ちたいと思った。たとえこれ以上話を聞かせてもらえなくても、今できることはきっとある。色いろ濃こい苦悩をほんのわずかでも薄うすくできるような、なにか──。

「僕、ヴェルレインの苦しいことを少しでも減らしたいです。僕では、できませんか？」

「………。──いや、いい。しばらくこのままで」

　余計なことを訊ねてしまっただろうか、ヴェルレインは困ったように笑ってそう言った。

　でもすぐに気づく。気づいて、さっき口づけられて熱を持った身体からだがさらに熱くなる。

　いつも冷たい肌は、ヴェルレインに触れられると温度を変えるから不思議だった。

　そしてイールはわずかに身を震わせる。一度花蜜を分ぶん泌ぴつしたきり、誰だれになにをされても反応を示さなかった静かな身体が、今夜ふたたびあの熱と疼うずきに苛まれる予感がした。

「ヴェルレイン……」

　怖くないと言えばそれは噓うそになる。あのときと同じように、性感を集める身体とそれを拒きよ絶ぜつする頭がイールをふたつに裂さくかもしれない。イールにとって、母親たちを地じ獄ごくへ陥おとしいれたこの行こう為いに身を投じることほど躊ちゆう躇ちよすることはなかった。

　でも、ヴェルレインなら、見たこともないラフェリのことをずっと思ってくれていたこの人なら、きっと大だい丈じよう夫ぶ──イールは白金色の長いまつげを伏せ、本を強く抱きしめて言った。

「ラフェリから行うことは、限られています。お膝ひざに乗って煙草たばこに火をつけたり、食べものや飲みものをお口に運んだり……。あとはお客が要望する様々なことを聞き入れるか拒こばむかだけです。だから──」

「イール？」

　だから、言ってほしい。言ってくれたら、怖いけれど頑がん張ばれる。

　ヴェルレインの腕が身体にまわってくる。力をぐっと込められて、伏せていたまつげをゆっくり上げると、すぐそこに琥こ珀はく色いろの炎ほのおを宿したような瞳があった。

「おまえの花蜜が欲しい。俺は、イールのすべてが欲しい」

「それ、は──、ん、ぅ……！」

　応か否いなかを伝える前に唇を塞がれた。さっきよりも強く吸われ、熱い舌が中に入ってくる。舌先で口内をくすぐられると、手足の指先から溶とけるような錯さつ覚かくが起きた。こんなに激しくて心地ここちいい口づけをイールは知らない。気を取られているうちにヴェルレインが本に手を伸のばしてくる。大切なそれを人の手に渡したことなど一度もなく、ひどく焦あせって唇を離はなす。

「あ、だめですっ。取らないで」

「書いた本人なのにだめなのか？　それとも、これを持ったまま花蜜を分泌する？」

「……、ぅ」

　そう窘たしなめられて頰が熱くなる。駄だ々だを捏こねる子供みたいなことを言ってしまった。本を持つ手の力を抜くと、ヴェルレインはそれを丁寧にローテーブルに置いてくれる。置く前に一瞬だけ、イールの大切な本をとても懐なつかしそうに見つめた。

　大きな手が衣い装しようを剝はいでいく。手首のカフスを外される。

　客の前で裸はだかになるときのイールに羞しゆう恥ちはなく、嫌けん悪おと悪お寒かんしかなかった。気味の悪さに完全に血の気が引いて、自分でも驚おどろくほど全身が蒼あお白じろくなる。

　それなのに、ヴェルレインに見つめられている今は身体が熱くて、たまらなく恥はずかしい。部屋がほのかなオレンジ色の明かりで満たされていなければ、全身が赤くなっていることに気づかれるところだった。

「イール……」

　名を呼ばれるだけで肌がざわめいた。ヴェルレインが鎖さ骨こつに口づけてくる。熱くて弾力のある唇が肌を滑すべって、ゆっくりとおりていく。

「あ、ぁ……、ん……」

　胸の突とつ起きを吸われると、出したことのない甘い声が漏もれた。わざとしているのだろうか、ヴェルレインは、ちゅっ、ちゅっ、と大きな音を立ててそこをついばむ。強く吸われるたびに、ふわふわのクッションに包まれた羽がぴくぴくと動いた。

「あっ。いや……」

「いや？　無む理り強じいになるか？」

「ならない、です……でも」

「でも、なんだ？」

「羽が、そわそわします」

　だからやめてほしいと言いたかったのに、どうしてか乳ち首くびを執しつ拗ようにいじくられた。　>>>♥

　唇くちびるで強く挟はさまれて舌先でつつかれて、硬かたく凝しこったそこを舌で転がされると、ぴくぴくする羽がそのまま抜け落ちそうな心持ちになる。

　泣きそうになりながら懇こん願がんしてようやく解放された。身体がくったりしてどこにも力が入らない。ダークブラウンの髪かみが腹のほうへ下がっていく。

「もう分泌してるか？」

「まだ、……」

　ヴェルレインがそう訊きくのも無理はない。自分でもあきれてしまうくらいの濃のう厚こうな花か香こうが股また座ぐらから匂におい立ってくる。まるでヴェルレインをそこに誘さそい込もうとしているみたいだった。

　いやらしい奴やつだと思われるのはつらい。身体じゅうの力が抜けているのに、そこだけが赤く硬くなっていてひどく恥ずかしかった。この前のような痛みはないけれど、あの堪えられない疼きはある。

「やっ」

　先せん端たんに口づけられる。それだけで花蜜がピュッと飛び出してしまった。

　漏れ出た花か蜜みつを舐なめ取られながら、両方の膝裏に手を入れられて開かい脚きやくさせられる。

　誰かの前でこんなにも大きく脚あしを開いたことはない。恐おそる恐る自分の下半身を見おろして、顔が熱くなった。

　一糸纏まとわぬ姿で大だい胆たんに脚を広げるイールを見つめながら、ヴェルレインがサスペンダーに手をかけた。それを外してシャツを脱ぬぎ、スラックスの前をくつろげる。

「あ……、ヴェル、レイン」

　筋肉の隆りゆう起きした美しい体たい軀くに目を奪うばわれる。鍛きたえ上げられた腹に貼はりつく陰いん茎けいは、イールのものとは比べものにならないほどの長大さをしていた。

　雄おすの匂いがするその猛たけ々だけしいさまに思わず顔ごと逸そらす。ふたたび覆おおいかぶさってきたヴェルレインが、あらわになった首筋に口づけてくる。興奮で荒あらくなった短い吐と息いきが何度もそこにぶつかってきて、その熱さにイールは身をすくませた。

　ヴェルレインの手が下がっていく。ほっそりした屹きつ立りつを包み、上下に動きはじめる。

「あっ！　ぁ、いや……強くはしないで、ください……」

「強くしない。イール、どこまでなら許される？　なにを以もつて無理強いとするんだ？」

　その声には花蜜を求めるものとは別の欲情が含ふくまれていた。話をしておかなければ、今夜のうちにあの長大なものを中に入れられてしまうかもしれない。

　それには二重の恐ろしさがある。異物に侵しん入にゆうされる怖こわさと、そしてなにより発覚したときのエドガーの制裁が恐ろしかった。

「……あ、ぅ……、せ、性器の……、挿そう入にゆうは、あっあ、……拒めと、指示が──」

「指示とは？　蝙蝠こうもり一族からか？　挿入したことを黙だまっていた場合どうなる？」

「いやだ。不ふ審しんは……、支配人に……あっ、検あらため、られる……」

「なに？」

　茎くきをこすっていたヴェルレインの手が止まる。イールは必死で頭かぶりを振ふって訴うつたえた。

「あれ、いやなんです……気持ち悪くて、……耐たえられない」

　時折エドガーによって齎もたらされる、吐はき気を伴ともなう恥ち辱じよく。それを思い出すと、火ほ照てった身体が一気に冷めて硬くなる思いがした。

「嫌いやな話をさせて悪かった」

　ヴェルレインは苦々しい声で言うと、眉まゆをひそめるイールの眉み間けんに口づけてくる。

　そうしてもらえたから熱を失わずに済んだ。ゆっくりと見た琥珀色の瞳には、思し慮りよと肉欲が混在している。

「事情はわかった。挿入はしない。その代わり、挿入以外のことをすべてやる」

「え……？　でも、なんでもというわけには……」

「なぜだ？　俺はこれから凄すさまじい忍にん耐たいを強しいられるんだぞ？　堪たえかねて死んでしまったらどうするんだ」

「絶対にいやですっ。ヴェルレインが、そんな……どうしよう」

「俺もそんな格好悪い死にかたしたくない。頼たのむ、協力してくれ」

　イールは本気で心配したのに、ヴェルレインに悪戯いたずらっぽく笑われたような気がする。

　火照った身体とぼんやりした頭で難しいことを考えてもしかたない。それに、先ほどまでの苦しそうな表情は今は奥に潜ひそまっている。それを見せられると嬉うれしくて、頑張ろうと思ってしまった。ヴェルレインに了りよう解かいの意をそっと伝える。

「……痛いことは、しないでください」

「痛いことも怖いこともしない」

「あと……できれば、恥ずかしいこともあまりしないでほしいです」

「それは聞けない相談だな。いやらしくて恥ずかしいことしかしない」

「……っ」

　あっさりと宣言されたそれに惑まどう間もなく、ふたたび茎をいじられる。ヴェルレインが耳元でささやいてくる。

「俺のを、宥なだめてやってくれ。おまえの中に入れなくて、たまらなくつらいそうだ」

「どう、したら……、いいですか」

　微笑ほほえむヴェルレインに、手を取られた。そのまま下か肢しへと導かれる。

「あっ」

　その熱さと硬さに思わず手を引っ込めてしまった。見つめたヴェルレインは笑っているだけで、もう手伝ってくれそうにない。

　ほんのわずか逡しゆん巡じゆんして覚かく悟ごを決め、恐る恐る手を伸ばす。したたかに濡ぬれた先端にイールの指が触ふれると、目の前にある厚い胸むな板いたが一いつ瞬しゆんだけ震ふるえた。イールの身体からだも充じゆう分ぶんに熱を帯びているけれど、それでもまだ冷たく感じたのかもしれない。

　こんなにも熱く滾たぎる性器に触れたことは今まで一度もなかった。長い茎に太い血管が浮うき出ているのを掌てのひらに感じる。どくどくと力強く脈打っていた。

「どんな感じだ？」

「……ぁ、熱く、て……すごく、大きい……です」

「熱くて凄すごく大きいのに、おまえの中に入れない。つらいって言ってるの、わかるだろう？」

「……そ、それ、は──」

　ヴェルレインが甘えるような声を出す。わざとだとわかっているのに反応してしまう。胸の高鳴りがうるさいほどだった。

　ひどく淫みだらなことを言ってしまった──自分の言葉をヴェルレインに繰くり返されて初めて、それに気づく。恥ずかしいことばかりになって逃にげたいけれど、大きな身体に覆われていて身動きが取れない。さっきからヴェルレインがずっと顔をのぞき込んでくるから、余計いたたまれなくて逃げたくなる。

　柔やわらかなクッションに頰ほおをぎゅうっと押しつけて、そこに顔の半分を沈しずめた。少しでも隠かくれようとするイールを見たヴェルレインはまた笑う。

「イール、できるだろう……？」

「ん……」

　そう言って茎をゆるゆると撫なでてくる。同じくらいの強さならできそうなので、うなずいたイールもゆっくりと撫ではじめた。

　ヴェルレインは、痛いことも怖いこともしないという約束を守ってくれる。取り留めのない話をするのは、イールの気を紛まぎらわすためだということがわかった。

「このクッション、どうだ？　羽は痛くないか？」

「は、い……痛く、ないです。ふわふわが気持ちいいです。……とても、好きです」

「そうか、よかった。あとみっつほど買っておくか」

「えっ。いいです、ひとつをずっと大事に使うほうが嬉しいから。ありがとうございます」

　ヴェルレインは、イールにたくさんの初めてと、そして奇き跡せきを齎してくれる。

　今まで知らなかったことや経験していないことを得ると、たとえキャバレーという小さな容いれ物に閉じ込められていても、世界が広がっていくみたいに感じられた。

　客との夜は長く苦痛なものでしかない。でもヴェルレインと過ごすこの夜を、イールは初めて嬉しいと思えた。「好きです」や「ありがとうございます」と言ったのも初めてだった。感謝を伝えられる日が来るなんて思ってもいなくて、それがまた喜びになる。

　イールが大切にしている本を書いてくれた人。ラフェリたちを想おもって、本を作ってくれたヴェルレイン。こんな奇跡が起こるなんて、まだ夢みたいだった。

　ラフェリには絶望と悲ひ哀あいしかない。ずっとそう思ってきたけれど、今夜イールは確かな幸せを感じていた。

「んっ……あ、ぁ、……」

「イール……もっと強くていい」

　そうして互たがいの性器を延々と愛あい撫ぶし合った。イールはなにひとつ巧たくみではないから、ヴェルレインの手の動きに倣ならう。茎を強くしごき裏側をなぞり、くびれや亀き頭とうをくすぐって、先せん端たんの孔あなを指先で撫でる。互いに体液を漏もらすそこを繰り返し撫でて柔やわく弾はじく。　>>>♥

「あっ、あっ、ヴェル、レイン」

「……っ、──」

　悩なやましげに息を詰つめるヴェルレインに見入ってしまう。快感を得てくれていることがわかると、また胸が痛いほど高鳴る。同じ動きをして同時に性感を得るから、溶とけ合うみたいになって、一瞬どちらの茎をいじっているかわからない不思議な感覚になった。

　淡あわいオレンジ色の光で満たされた部屋には、互いの屹立から生まれるクチュクチュという水音と、二人の吐息と濃のう厚こうな花か香こうだけがある。ひどくいやらしいその空間で、イールは夢中になってヴェルレインの陰茎を愛撫した。

　やがて大きな手が茎から離はなれ、蜜みつ囊のうをあやしてその奥へと入っていく。

「あ……！　いや、だっ」

「すぐには入れない。触さわるだけだ。嫌なら言ってくれ」

「う、ぅ……」

　粘ねん液えきを纏まとうヴェルレインの指がそこを丸く撫でてくる。ぬるぬるしてくすぐったくて、また逃げたくなる。一度だけ強く搔かかれて、脚あしがピクンッと跳はねた。

「ぁ……ん、っ……」

「気持ち悪いか？」

　そう訊きかれて気づく。恥はずかしいし逃げたいけれど、気持ち悪くはない。

　ひどく不思議だった。エドガーにされると吐き気を催もよおすのに。ヴェルレインに触れられたそこに生まれたのは、初めて体感する、もどかしさのようなもの──。

「気持ち悪くない、です……、──あっ、だめ、あぁぁ……」

　その答えを待っていたかのように、ヴェルレインがすぐに下がっていく。茎を吞のみ込まれると同時に長い指の根元までを挿そう入にゆうされて、下肢が淫いん猥わいな感かん触しよくでいっぱいになる。

　内ない壁へきをいじられながら口こう淫いんされると、蜜みつ腺せんが一気に拡ひろがった。

　だめだ、そんなに拡がってしまったら、この前みたいに止められなくなる──。

「あっ、ぁ、あっ……！」

　極ごく細ぼその蜜腺が拡がるときには、むず痒がゆさとひどい疼うずきを伴う。搔きたいけれど手の届かないそこを花か蜜みつが迫せり上がってくると、得も言われぬ快感があった。

　それを憶おぼえている身体が勝手に動く。勢いよく放出したいとばかりに腰こしが揺ゆれた。

「美味うまい……。イール、もっと出せ」

「ひ、あぁ、──」

　熱くぬめった舌で茎を捏こねられるたび、びゅうぅっ、と液えき汁じゆうが激しく噴ふき出してくる。

　ごくりと音を立ててヴェルレインが何度も喉のどを上下させる。その動きすら刺し激げきになって、イールは花蜜を分ぶん泌ぴつしつづけた。

「ヴェルレイン……」

　これは、大切に想おもっている乙女おとめらを地じ獄ごくへ突つき落とした許しがたい行こう為い──脳内を満たすその考えを、ヴェルレインに熱くされた心と身体が凌りよう駕がする。

　その瞬しゆん間かん、イールは屹きつ立りつを口こう腔こうの奥へと突き入れた。淫らに腰をくねらせながら、みずからの意思でそこに花蜜を漏らしていく。

「く、……ん、っ──あぁ……きもち、ぃ……」

「──っ、イール……！」

　大量の花蜜を飲み、したたかに酩めい酊ていしたヴェルレインがせわしなく動く。口淫をやめて体内から指を抜ぬくと、両手でイールの腰をつかんでくる。

　ソファの上で身体を返された。ふわふわのクッションに埋うまっていた羽が、濃厚な花香を含ふくんだ空気にさらされる。四つん這ばいになって腰だけを高く上げさせられると、おのずと頭がクッションに沈んだ。

「ぁ、あっ」

　背後から覆おおいかぶさるヴェルレインが、指を二本に増やして挿入してくる。大きく開かされた尻しりの割れ目に逞たくましい腰がぶつかってきて、股また座ぐらに陰いん茎けいをあてがわれた。震える茎くきや蜜囊が膨ぼう張ちようしたペニスに押し上げられる。

　性器を触れ合わせるという未知の感触に慄おののく間も与あたえられない。大きな手で二本の屹立をまとめてつかむと、ヴェルレインは猛もう烈れつな腰使いを始めた。

「挿いれたい、おまえを俺だけのものにしたい……っ、イール……」

「やっ……待っ、て──強、ぃ……」

　ヴェルレインが手で作った筒つつに陰茎を抜き挿さしする。屹立がこりこりとこすれ合う感触はひどく淫らで、また花蜜がとめどなくあふれてくる。背後からの激しい律動を受けながら後こう孔こうをぐちゅぐちゅと搔きまわされるそれは、まるで性交しているかのようだった。

「あっ、あっ、あっ」

「イールっ、イール……、──っ！」

　ヴェルレインがひときわ腰を強く打ちつけてきて、大きな身体からだをぶるっと震ふるわせる。射精の勢いは凄すさまじく、熱くねっとりとした白はく濁だくはイールの鎖さ骨こつや顎あごまでも濡ぬらした。

「俺のイール……俺がおまえたちを解放してやる、必ず……」

「ん、っ」

　ひどく名残なごり惜おしそうに、長い指がゆっくりと抜かれていく。

　ヴェルレインが息を乱しながら、夢中になって羽の生え際ぎわに口づけ、舌を這はわせてくる。

「あ、だめ……そこ、は……いや」

　ただでさえ敏びん感かんな部分を甘く責められて、今度こそ羽が抜け落ちそうな気持ちになった。

　身体をうねらせると、精液と花蜜の混ざったものが腹から胸のほうへ伝ってくる。乳輪まで到とう達たつする、とろりとしたその感触があまりにも卑ひ猥わいで、胸むな元もとへ視線をやった。

「あぁ、……」

　硬かたく凝しこった乳ち首くびから、乳白色の粘液が糸を引きながらとろとろと垂れ落ちていく。

　寒気を呼び起こすほどのいやらしい光景に、イールはぞくぞくと身を震わせた。

　かつてない羞しゆう恥ちと強きよう烈れつな快感で頭が真っ白になる。それに翻ほん弄ろうされてしまったイールは、ヴェルレインがつぶやいた言葉の重大さに気づくことができなかった。

　花蜜が止まらない。どうやって止めたらいいのかわからなくて泣きそうになる。ソファに広がっていく染しみに気づいたヴェルレインが、ふたたび体位を変えて性器を吞み込んでくれた。

「あぁ、ん……ヴェルレイン──」

　深しん紅く色をした左右対称シンメトリのカーテン。そのあいだを瘦やせた月がゆっくりと渡わたっていく。

　行為に耽ふける二人はそれに気づかない。ヴェルレインは夜が明けるまで花蜜を、そしてイールを求めつづけた。




　　　　＊　　＊　　＊




　終わりのない悪夢──キャバレー・エカルラート。そこで生きるイールに夢を与え、支えとなってくれる唯ゆい一いつの存在は、花と神話の本だった。

　それを書いた人は満月の夜にあらわれた。

　大きな体たい軀くと力強い瞳ひとみは、イールに初めて人間のことを怖こわいと思わせた。彼は翌晩にエカルラートをおとずれる。そしてイールは初めて身体が熱くなり、花蜜を分泌するに至った。

　偶ぐう然ぜんというものは、重なりつづけると奇き跡せきになる。

　彼はラフェリのために本を書いたと言ってくれた。

　イールがなによりも大切にしている本は、ラフェリのためだけに作られたものだった。

　受け止めきれない巨きよ大だいな奇跡に今も翻弄されつづけている。それからのイールは寝ねても覚めても夢の中にいた。いつも静かにさせていたいと願う心は、ふわふわとしておぼつかない。

　強く宣言した通り、ヴェルレインは桁けた違ちがいの金を積んで、十日ものあいだイールの愛あい玩がん権を落札しつづけている。

　会って話がしたいから嬉うれしい。支配人であるエドガーから、イールの愛玩権の札を受け取るヴェルレインを見ると安あん堵どするし心が弾はずむ。

　でも、たった数時間の逢おう瀬せに法外な金が支し払はらわれていることを思うと、申し訳なさと虚むなしさに襲おそわれた。金にも時間にも囚とらわれないでもっと自由に会いたい。そう願うことは、いけないことだろうか。蝙蝠こうもり王の血が欠かせないラフェリには決して叶かなわない夢だとわかっていても、イールはいつしかそれを願うようになっていた。

『然しかるべき時が来たら全部話す』──ヴェルレインが胸のうちに秘ひめていることや、酷ひどい目に遭あった家族のことについてはまだ話してもらえずにいる。

　早く話を聞いて自分ができることをしたい。でも語るのがつらいなら無理に聞き出したくはない。ヴェルレインが話そうと思ってくれたときに話してほしい──相反する思いを抱いだいて、イールは毎夜アルストロ・ホテル一二〇七号室へ行く。

　でも、ほかにも話したいことは毎日たくさんある。あまりにも多すぎて、夜明けが早く感じられるときすらあった。

　毎夜イールのために大金を積むヴェルレインが心配で、破産しないか訊たずねたこともある。

　イールは真しん剣けんに訊いたのだがヴェルレインは笑って首を横に振ふった。

「俺が前に破産してしまうと言ったのがよくなかったな。心配させて悪かった。金には困ってない。破産もしない。大だい丈じよう夫ぶだ」

「どうして？　……ヴェルレインは伯はく爵しやくさまで、お薬の会社の社長だから、ですか……？」

「うん、そうだな、そんなところだ。しかも俺は今まで金の使い道がまったくなかったから、けっこう貯たくわえてしまっている。遠えん慮りよしないで俺に落札されとけ」

　イールを左腿ももに乗せて葉巻をふかしながら、とても楽しそうに言う。こういうときのヴェルレインには、イールを悲しくさせるあの苦しそうな表情はどこにもない。それだけで安堵するし嬉しくなれる。

　客の前で感情を殺してばかりだったイールも、ヴェルレインの前だと自然と笑え顔がおになれた。

「ヴェルレインの家は、どこにありますか？　伯爵さまの家だから……大きい？　丘おかの上の大聖堂から見たいです。見えますか？」

「ダンハウザー伯爵家の居城はここから遠く離はなれた土地にある。城はわりと大きいほうだとは思うが……残念ながら大聖堂からも見えない。とんでもない田舎いなかなんだが、俺は大好きでな。緑豊かな森と湖がある。城の庭に温室があって、そこで植物を育てているんだ。俺が花の絵を描かけるのは温室のおかげだな。年中いろんな花々が咲さいていて、子供のころはスケッチばかりしていた。今度なにか鉢はち植うえを持ってこさせよう。そしていつかおまえを城へ連れて行く」

「本当ですか？　僕、いつかヴェルレインのお城に行けるの？」

「もちろんだ。イールは温室で花を育てるのが夢なんだろう？　城の温室を使うといい。倍の広さに改装してやる。ほかになにか希望はないか？　なんでもいいぞ」

　大切な本を読んでは思い描えがいてきた夢が、現実にある。

　それだけでも素す晴ばらしいことなのに、ヴェルレインがごく自然にイールをその場所へ連れて行くと言ってくれることが本当に嬉しかった。

　でも、嬉しいほどにたまらなく悲しくなる。どうして自分はラフェリなのだろう。なぜもっと自由に生きることができないのだろうか。ヴェルレインが連れて行くと言ってくれた楽園みたいなその場所に、イールは決して行くことができない。

「イール？　なにか考えついたか？　言ってみろ」

　黙だまっていることが望みを思案していると見られたようで、ヴェルレインが嬉しそうに急せかしてくる。イールは、あの本を作ってくれたのがヴェルレインだったと知ったときから、ずっと思いつづけていることを頼たのんだ。

「ヴェルレインが、花の絵を描くところが見たいです」

「なに？」

「だめですか？」

「いや、だめじゃないが……そんな些さ細さいなことしかないのか？　俺が考えていたのは、もっとこう壮そう大だいな──湖に浮うかべる船を買えとか、花の島を造れとか、そういうのだ」

「おふね……。はなのしま……」

「まあ、おまえはそういうこと言うタイプじゃないな。リュリュあたりが言うことか」

　笑いながら葉巻をアッシュトレイに置くと、ヴェルレインはイールの手を引いて書しよ斎さいへと歩いていく。

　イールが初めて入ったその部屋は、飴あめ色いろの調度品で統一されていた。壁かべ一面が本ほん棚だなになっていて、様々な種類の本が隙すき間まなくびっしりと並んでいる。

「これ、全部ヴェルレインの本ですか？」

「ああ、そうだ。必要な分だけ持ってきた。これだけあればホテルに長期滞たい在ざいしても不便はないからな」

「すごい、こんなにたくさん……図書館みたいです」

「そうか？　城の書庫には何万冊とある。俺はよく知らないが古文書みたいなものもあるようだ。イールは本が好きなんだろう？　よかったな。一生かけて読むといい」

　また自然にそう言われて、嬉しいけれど心がきゅっと痛くなる。

　ヴェルレインは机の上に散乱している書類をまとめ、タイプライターや飲みかけのコーヒーカップを横に寄せた。そして椅い子すに腰こしかけるとイールをまた左腿に座らせる。引き出しから白い紙とパステルの木箱と、眼鏡めがねを取り出した。

「さて、なにを描こうか。イールの本に載のってる花と別のがいいよなあ……」

　ヴェルレインはそうつぶやいて少しのあいだ思案する。

　イールは、眼鏡をかけるヴェルレインに釘くぎ付づけになってしまった。

　端たん整せいなその顔に渋しぶみが増すと言えばいいのだろうか。ヴェルレインは二十七歳でイールは十九歳なのに、もっと離れているように見えた。体格も顔つきもまったく違ちがう二人は同じ男と思えなくて、なんだか気き恥はずかしくなる。

　ここで仕事するときも眼鏡をかけるのかな。本当によく似合っていて、とても格かつ好こいい──。

「なあ、イール」

「はい？」

「おまえ、花を描くところが見たいんだろう」

「はい、すごく見たいです」

「なんで俺の顔を見てるんだ……。物もの凄すごく描きにくい……」

「あっ。ご、ごめんなさい」

　顔が真っ赤になるのがわかって、慌あわてて白い紙のほうを向いた。よいしょ、とイールを抱き直したあと、ヴェルレインは紙にパステルを走らせる。

　大きな手なのに、その動きはとても繊せん細さいだった。黄色や白、橙だいだい色いろを使って小さな花びらをたくさん描いていく。黄緑と深緑で茎くきや葉を描き、ほんの少しの青と茶で陰いん影えいをつけた。

「わあ、魔ま法ほうみたい……」

　小さくて可愛かわいらしい黄色の花が鈴すずなりに描かれている。それはとても瑞みず々みずしくて、いい香かおりがしてきそうだった。

「なんという名前の花ですか？」

「夜来香イエライシヤンという花だ」

「いぇ……？」

「イェ・ライ・シャン。この国の遥はるか遠くにある、東洋の国で生まれた花だ」

「素す敵てきな響ひびきの名前ですね。本当に、すごく、美味おいしそう──」

「美味うまそう？」

「あ！　違います……！」

　綺き麗れいと言いたかったのに、まちがってしまった。でも、小さくて黄色い花は砂糖菓が子しのように見える。きっと甘いのだろうと想像してしまった。

　顔を赤くしてうろたえるイールを見たヴェルレインは、目に涙なみだを浮かべて大笑いする。

「ひどいです。そんなに笑わなくても」

「悪い。では城からこの花を持ってこさせよう。そのつもりで描いたしな。どんな味がするんだろうな。きっと美味いはずだ」

「こんなに可愛いのに、食べるのはかわいそうです」

　本当にそう思ったけれど、少し拗すねたように聞こえてしまったかもしれない。ヴェルレインがうしろから抱だきしめて羽の生え際ぎわに口づけてくる。

「そう言わずに食べてくれ。俺のために」

「ん、っ」

　眼鏡のフレームだろうか、冷たくて硬かたいものも触ふれてきて、羽がそわそわした。

　ヴェルレインは背や羽に押しあてながら唇くちびるを動かす。

「この花は不思議な花でな。朝や昼はかすかな匂においしかしないのに、夜になると香りが強くなるんだ。──夜に、甘くて艶なまめかしい匂いがする」

「え……」

「おまえに似ていると思わないか。夜来香イエライシヤンを食べたあとの、イールの花か蜜みつが飲みたい」

「あ、ぁ……ヴェル、レイン」

　スラックスの中に手を入れられて、そこをいじられながらささやかれると、もうだめだった。

「夜来香の味がする花蜜、分ぶん泌ぴつしてくれるか？　イール？」

「──は、い……」

　そうして買われつづけた十日のあいだに、リュリュとジーファにも打ち明けられないような、いやらしいこともたくさんした。

　イールは花蜜を分泌することにためらいをなくしていき、挿そう入にゆうが許されない分、ヴェルレインの行こう為いは日を追うごとに激しく濃のう厚こうになっていく。

　ヴェルレインの雄おすを頰ほお張ばりながら、後こう孔こうに舌を挿いれられて屹きつ立りつをこすられると、驚おどろくほど多量の花蜜が分泌された。挿入はできなくてもその直前までは必ず行為に及およぶ。硬く濡ぬれたヴェルレインの先せん端たんで孔あなを繰くり返し撫なでてもらい、陰いん茎けいを擦すりつけてもらえば、イールの蜜みつ腺せんは簡単に拡ひろがるようになった。

　でも、毎夜のように求められてイールは花蜜を分泌するのに、ヴェルレインはそれを飲まない日がある。香りがきつすぎたり甘すぎたりするのだろうかと落ち込んだけれど、肩かたを落とすイールをヴェルレインは優やさしく抱きしめて言ってくれた。

「俺は花蜜だけが欲しいわけじゃない。花蜜よりもおまえが欲しいんだ」──その言葉と行動に、ラフェリではなくイールそのものを見つめ、求めてくれていることを知る。悲しくて泣いてばかりだったイールは、このとき生まれて初めて喜びに涙した。

　夜ごと長くつづけられる愛あい撫ぶによって、後孔の入り口にはいつも唾だ液えきが溜たまる。しかしそれは行為のあとヴェルレインが丁てい寧ねいに清めてくれた。

　だからエドガーには絶対にばれない。イールは十日のあいだに二度、後孔を検あらためられた。

　ヴェルレインの指や舌で愛撫されるとすぐにほころぶようになったそこは、イールの心配をよそに、エドガーの指を全力で拒きよ絶ぜつし追い出そうとする。蝙蝠こうもり男は「狭せまい」と満足気に言い、イールも心の中で喜びを嚙かみしめた。

　心と身体からだは深くつながっている。そのことを実感できる瞬しゆん間かんだった。以前と変わらない恥ち辱じよくと吐はき気はあるが、ヴェルレインへの想おもいがそれを抑おさえ込んでくれる。

　そして昨夜──愛あい玩がん権を落札されつづけてちょうど十日目の夜に、約束の夜来香イエライシヤンが届けられた──。

　その花はヴェルレインが描かいてくれた絵と寸分変わらない。強い芳ほう香こうに目が眩くらんでしまいそうだった。柔やわらかな黄色の花はな房ぶさを口に含ふくめば、一いつ瞬しゆんで溶とけてしまい、芳ほう醇じゆんな香りと甘い蜜が舌に残る。こんなにも美味しい花を食べたのは初めてのことだった。

　妖よう麗れいな夜来香のせいで、昨夜の二人はいつにも増して激しい愛欲行為に溺おぼれた。

　イールは腰を振ふりながら、甘くて艶めかしい匂いがする夜来香の花蜜をとろとろと漏もらし、ヴェルレインは長いあいだ茎を吸いつづける。

　夜来香の花蜜でひどく酩めい酊ていしたヴェルレインは、屹立にむしゃぶりつきながら繰り返しなにかをつぶやいていた。「俺がおまえたちを解放してやる……！」──そう聞こえた気がしたけれど、イールも強い快感に眩んでいて聞き取ることができない。

　そして昨夜はなによりもイールを驚きよう愕がくさせることが起きた。

　長い行為を終えて風ふ呂ろも済ませ、二人で寝しん台だいに入ったときにそれは突とつ然ぜん始まる。

　イールはどうしてかまだヴェルレインに触れていたくて、逞たくましい肩に腕うでをまわし首筋に顔をうずめていた。そこには強く脈打つ頸けい動どう脈みやくがある。そっと触れた唇に、ドクンドクンという温かくて美味しそうな脈動が伝わってきた。

　小さな唇を弾はじくほどの力強い血管の動きに、イールはときめきのようなものを覚える。

　うっとりとしながらそこに舌先をあてた。この、ぴんと張った皮ひ膚ふの下に、ヴェルレインの血が流れている。

　それはきっと彼のように熱くて濃厚で……皮膚越ごしでも、味わえそうな──。

「今夜のイールは首筋を舐なめてばかりだな。血が飲みたいなら飲んでいいんだぞ？」

「……!!」

　はっとなって首筋から顔を離はなす。ヴェルレインに言われて初めて、夢中で首筋を舐めていることに気づいた。それは皮膚に牙きばを受け入れさせるための下準備にほかならない。

　本能のおもむくまま行動する獣けものみたいな己おのれにイールは衝しよう撃げきを受けた。

　血を飲みたいと思ったことは一度もない。むしろ飲みたくないと強く思ってきた。

　しかしイールの今の動きは明らかに〝衝動〟だった。鮮せん血けつを糧かてに生きる悪あく魔まが、それを激しく欲ほつしたときに起こす本能的な行動。

　──そん、な……いやだ、信じたくない。

　ラフェリが客の血液を飲むことは、強い恍こう惚こつを伴ともなう性行為のひとつだった。それには快感と陶とう酔すいだけがある。蝙蝠一族のように激痛と恐きよう怖ふを与あたえることもなければ、死ぬまで吸い尽つくすこともなかった。だからヴェルレインがラフェリであるイールに血を飲めと言ってくることは、決してまちがっていない。

　でもイールは絶対に嫌いやだった。みずから生き血を欲するなんて──自分が人間ではないことを思い知らされ、戦せん慄りつを覚える。

　イールは蝙蝠王のことを父親と思ったことは一瞬たりともない。それなのに、この衝動的な吸血の欲求は、自分が悪魔の子であることを身体が認めたようなものだった。

「どうした？　早く飲めよ。ほら」

「あっ……、いや」

　大きな手が後頭部にまわってくる。せっかく離れたのに、また鼻先が首筋に触れる。イールが飲みやすいようにするためなのか、ヴェルレインは首の角度まで変えてきた。血管の位置もわずかに変化する。ぐにゅりと動くそれすら美味しそうに見えて、目が離せなくなった。

　食欲と性的な欲求が綯ない交ぜになり、身体じゅうを蠢うごめく。口の奥に息づく牙がざわざわとして落ち着かない。この疼うずく牙をヴェルレインの首筋に埋うめたら、熱く濃厚な血液に包まれて、さぞ気持ちがいいのだろう。イールはその甘い体液を啜すすりながら、今夜はもう出しきったはずの花蜜をまた勢いよく飛ばしてしまうに違ちがいない──。

「飲みたく、なんか……ない、です」

　長いあいだ強く思いつづけてきたそれを言葉にする。吸血行為を完全に拒きよ否ひすることで、自分は人間ではないが決して悪魔でもないと信じることができた。

　しかしその声は、はぁはぁと妖あやしく途と切ぎれ、首筋を見つめる薔ば薇ら輝き石せきの瞳ひとみは潤うるんでしまっている。ヴェルレインがそれに気づかないはずがなかった。

「噓うそつけ。血が飲みたくてたまらないって、顔に書いてある。ラフェリに血を飲まれても痛くないし、気持ちよくなるだけなんだろう？　悪いことなどなにも起こらない。早く飲め」

「いやだ、やめてください、そんな言いかたしないで……」

　欲しくて欲しくてしかたないけれど、絶対にだめだ──イールが大切に想っている乙女おとめたちの、その美しい血を吸い尽くして殺しつづけてきた蝙蝠一族。それらと同等の悪魔になるくらいなら死んだほうがましだった。

　誘ゆう惑わくを撥はね返すように躍やつ起きになって首を横に振る。首筋を見ているからだめなのだ。そこから無理やり視線を外し、顔を上げてヴェルレインの瞳を見つめる。

「ヴェルレインの身体を傷つけたくないです。こんなにも綺き麗れいなのに」

「傷なんてつかないだろう？　おおげさだな。──まあ、好きなときに首を齧かじってくれ。俺が眠ねむってても飲んでかまわないからな……おやすみ……」

　イールの揺ゆれ動く心を知る由よしもないヴェルレインは、大きな欠伸あくびをひとつすると、額に一度口づけてきて、イールを抱だきしめたまま眠りはじめた。

　イールもどうにか欲求を抑えてまぶたを閉じる。でもなかなか眠れなかった。

　そうして一時間もじっとしていると、深く眠るヴェルレインの喉のどから低い声が漏れてくる。

　──あ……。ヴェルレイン。また……。

　ひどく苦しそうな声に、吸血の欲求は完全に冷めて、すうっと消えていく。

　イールがその姿を見たのは十日間のうち二度だけで、これが三度目だった。

　うなされているヴェルレインを初めて見たときはひどく驚いたし、どうすればいいかわからずにうろたえた。こんなにも大きくて強い人がどうしてと心細くもなる。でもきっと、時折見せる苦しくてつらそうな表情や、家族と会えていないことが原因なのだろう。

　イールが強く抱き返すと唸うなり声はやむ。眉み間けんに刻まれた深い皺しわも消えてなくなる。だからその大きな身体をぎゅっと抱きしめた。

　数日前、ヴェルレインがうなされながら言った言葉が忘れられない。

『母上』と、『弟を……』──このふたつだった。

　十日間でたくさんの話をしてきたけれど、ヴェルレインの家族についてはほとんど出てこなかった。うなされながら呼ぶということは、もしかしたら母親も弟も亡なくしているのかもしれない。家族が酷ひどい目に遭あい、長く会えていないと言っていた。……守れなかったとも。

　ヴェルレインに、なにがあったのだろう。この屈くつ強きような身のうちに、なにを抱かかえ込んでいるのだろうか。無理に聞き出したくはないけれど、秘ひそかに苦く悩のうする姿をそばで見ているイールも限界だった。

　どうしても話が聞きたい。興味本位などではなくて、想いがあるからこそ知っておきたい。満月の夜に出会ったとき、ヴェルレインはイールに『俺のために働いてもらう』と言っていた。

　あのときは恐おそろしいだけだったけれど、今はヴェルレインのためになにかできないか、そればかりを考えている。せめて話を聞くことで、彼の抱えているものをわずかでも軽くすることはできないだろうか。

　今度、ヴェルレインが苦しそうに眠る夜があったら、そのときこそはきっと──。




　　　　＊　　＊　　＊




「今こ宵よいも最高額でイールの愛あい玩がん権が落札されました！」

　コンコン！　と木き槌づちが勢いよく叩たたかれる音がする。

　キャバレー・エカルラートのダンスホールに、昨夜と同等のどよめきが響ひびいた。

「旦だん那な、頑がん張ばるなあ。今日で何日目だ？」

「えぇ、っと──、十一日目じゃない？　すごいね、記録更こう新しん！」

「でも、見て……。落札価格が……」

「確かにこれはやりすぎだな。エドガーを見ろよ。ばかみたいに高額なのに、あの男ぜんぜん笑ってない。俺はそっちが気になる」

　リュリュとジーファと三人で夜ごと見ているオークションは、最近少し様子がおかしくなっている。

　客を取るようになってからの一年間に、イールの愛玩権を独どく占せんできた者はいない。客は夜ごと入れ替かわり、常連でも月に二度落札できれば多いほうだった。

　それを、どこからともなくあらわれた若造が連夜落札するのだから、ほかの客はおもしろくない。今やヴェルレインはラフェリだけでなくエカルラートの客たちにもその顔と名が知れ渡わたっている。オークションは日を追うごとに独特の緊きん迫ぱく感かんを増していき、いつ破は裂れつするとも知れなかった。

　当然のことながら支配人であるエドガーは不快感を募つのらせている。

　不ふ吉きつな予感がしてならなかった。

　イールは、ヴェルレインが積む大金のことを危き惧ぐしながらも、どこかそれに甘えていた。

　当然のようにアルストロ・ホテルへ行き、甘い花を食べて楽しいおしゃべりをする。そのあと二人で裸はだかになると、イールはためらいもなく脚あしを開いた。

　これは母親たちを地じ獄ごくに陥おとしいれた行こう為いではなくヴェルレインへ想おもいを伝える行為なのだと考えると、あっという間に蜜みつ腺せんが拡ひろがりそこから液えき汁じゆうが垂れ落ちてくる。イールがはしたなく腰こしを振ふって濃のう厚こうな花か蜜みつを撒まき散らすから、部屋はいつも霧きりがかかったようになり、寝しん台だいは香こう水すいの瓶びんを割ったみたいに湿しめって、強い花か香こうをこびりつかせていた。

　行為のあとに入る風ふ呂ろの時間すら愛いとしいものになっていった。イールはみずからの手で尻しりを開き、ヴェルレインが中を丁てい寧ねいに清める。二人はエドガーにばれないよう工作する、その甘かん美びな秘ひ匿とくに酔よい痴しれた。そうして花の匂においがする寝台で抱き合って眠り──。

　でも、これが永遠につづくわけではない。いつかは必ず終わるのだ。それは、そう遠くない日のように感じられた。イールが生まれて初めて得た特別な想いと感情は、ひどく危あやういものの上に成り立っている。

　そのことに気づいて、たまらなく不安になる。不安を覚える心はまたヴェルレインを求めるばかりになった。

　そんな思いを抱いて向かったアルストロ・ホテル一二〇七号室。

　時刻は午前四時三十二分──。

　ひとしきり求め合ったあと風呂に入り、イールはヴェルレインの腕うでの中で眠っていた。

　ヴェルレインが二日つづけてうなされることはない。だから安心して眠っていたのに、いつもある彼の腕うで枕まくらがするりと抜ぬけて、眠りの淵ふちから引き上げられた。

「………」

　目は覚めたがイールはまだ半分夢の中にいた。衣きぬ擦ずれの音がする。ヴェルレインが寝しん衣いの上からナイトガウンを纏まとって寝台を離はなれた。しばらくして書しよ斎さいから淡あわいオレンジ色の光が漏もれてくる。

　そのころには完全に覚かく醒せいした。身を起こして寝台に座り、淡い暗がりの中で薔薇輝石の瞳をぱちぱちと瞬またたかせる。うなじで結んだ寝衣のリボンが、さらりと背を流れる。

　今夜ヴェルレインはうなされていなかった。夜明け前から仕事をするときもあるけれど、それにしては早すぎる。

　部屋を満たす花の匂いに紛まぎれて、ほのかなブランデーの香かおりが漂ただよってきた。

　──ヴェルレイン？　お酒を飲んでる……？

　そう思ったときには足が自然と書斎へ向かっていた。

　絨じゆう毯たんに、オレンジ色の光の帯が伸のびている。そこに足を踏ふみ入れ、少しだけ上体を斜ななめにして、そっと書斎をのぞき込んだ。

「……！」

　ヴェルレインは椅い子すに座り、机に向かっている。でも仕事はしていない。

　机の上には少量のブランデーが入ったグラス。それ以外はなにもない。

　そして、彼の大きな手には銀色の拳けん銃じゆうがあった。初めて見るそれはひどく恐ろしい。

　重じゆう厚こうな拳銃を握にぎる手の爪つめが、白くなっていた。相当な力が込められている。

　ヴェルレインは、空くうを睨にらみつけていた。あのときの目とまったく同じだ。満月の夜に見た、烈れつ々れつとした意志の宿る鋭するどい眼まな差ざし──。　>>>♥

「イール」

　大きく息を吞のんでしまった。その存在に気づいたヴェルレインが慌あわてて拳銃を引き出しにしまう。イールを見てくる瞳ひとみは、いつもの強くて綺麗な琥こ珀はく色いろに戻もどっていた。

「悪い。起こしたか。寝てろ。夜明けまでまだ時間はある」

「……入っては、だめですか」

　ヴェルレインのことを恐ろしいと感じたのは、これが二度目だった。

　一度目は晩春の満月の夜。あのときはただ怖こわくて逃にげたくてしかたなかった。

　でも今は、怖くても近づきたいと思う。じっと見つめながら返事を待っていると、ヴェルレインは困ったように笑いながら「どうぞ」と言ってくれた。

　椅子に近づくと腕が伸びてきた。その手を取って、すっかり馴な染じんだ左腿ももにそっと腰かける。

　間近で見る顔はいつものように端たん整せいだけれど、見つめるイールのほうが泣きそうになるくらい、思いつめた表情をしていた。

「ヴェルレインのお話を、聞かせてはもらえませんか」

　そんな言葉が自然と唇くちびるからこぼれ落ちた。

　なにか、とても大きな悲しみと苦悩に心を痛めていることは、もうわかっている。ヴェルレインが話してくれるまで待つつもりでいたけれど、今日のオークションのときに感じたことをイールはずっと引きずっていた。

　この幸せな時間がいつまでもつづくわけではないと確かに思った。落ち着いて話が聞けるのも、もしかしたらあと数日くらいかもしれない。

「お話を聞いて、僕にできることがあれば、なんでもします。なにもできなかったらごめんなさい。でも僕、ヴェルレインのことを知っていたいです」

「そうだな。いつか話すと、イールに約束していた」

　心を籠こめて言ったことが、ちゃんと伝わったみたいだった。ヴェルレインは無理をして笑ってくれる。ほんの少しブランデーに口をつけて、グラスを置く。

「イールは前に言っていただろう。ラフェリについて、客は訊たずねずイールたちは答えないと。エカルラートのことを穿せん鑿さくするのも厳禁だ。これは誓せい約やく書にも書いてある」

「はい。でも──」

　本当は伝えたい。ヴェルレインのことを知りたいと思うほどに、自分たちのことも知ってほしいという思いが強くなる。

　ラフェリのためだけに、手ずから本を綴つづってくれたヴェルレイン。本当に嬉うれしかった。でもずっと騙だましているような気持ちでいる。

　イールたちラフェリは妖よう精せいではない。ヴェルレインが思っているような、美しい生き物ではない。悪あく魔まが乙女おとめに無理やり産ませた、悪魔の子なのだと白状したかった。ラフェリの人数分だけ乙女たちの無念があるのだと伝えたかった。

　でも、それはどうしても言えない。兄弟たちは皆みな、同じ思いを抱いだいている。誰だれかに伝えたくてもそれを懸けん命めいに我が慢まんしている。イールが打ち明けることで兄弟の命を脅おびやかすことだけは、絶対にしたくなかった。

「おまえたちがラフェリやエカルラートの内情について話すとどうなる？　また蝙蝠こうもり一族が出てくるのか」

「はい」

「具体的になにをされる？　凌りよう辱じよくか？　それとも仲間のラフェリを皆殺しにされるか」

「──っ、ラフェリ、を……」

「なるほどな。奴やつらの考えそうなことだ」

　ヴェルレインに、心の中を見られたような錯さつ覚かくに陥おちいる。鋭い眼差しをしていて、洞どう察さつ力もあるのだろうけれど、なにか、それだけではないように感じられた。

「だったらイールはなにも言わなくていい。答えなくていい。俺の独り言として聞いてくれ」

「………」

　初めて買われた夜に、ヴェルレインがイールに話そうとしていたこと。

　ずっと聞きたかった。それによってヴェルレインの苦く悩のうを少しでも減らすことができたらと思った。話を聞いて、イールにできることがあればなんでもしようとも。

　でも、なぜだろう、ひどい胸むな騒さわぎがする──。

　ヴェルレインはイールから視線を外して、独り言を放つ。

「悪魔は──蝙蝠王は、実在するんだろう」

「……!!」

　その短い言葉にイールは息を吞む。

　客や街の人間は誰一人として知らない、暗黒みたいな実体のない存在を、ヴェルレインの力強い言葉が白日の下もとに引きずり出すようだった。

「俺は、城の最上階にいると見てる。深紅色エカルラートの屋根に……化け物みたいな蝙蝠が巣くってる」

　ヴェルレインがふたたびイールを見つめてくる。

　強く綺き麗れいな琥珀色の瞳と、薔薇輝石ロードナイトの瞳が至近距きよ離りで重なった。

　長いあいだ見つめ合う。全身が震ふるえだす。ヴェルレインにも伝わるほどに。

　でもイールは一度だけ、しっかりとうなずいた。

　ヴェルレインは優やさしく笑って言う。

「ありがとう。無理させたな。でもこれは絶対に蝙蝠一族には漏れない。俺とイールさえ黙だまっていれば必ず隠かくし通せる。ラフェリたちが死ぬことはない。俺が死なせない。安心してくれ」

「ど、どうして……？　ヴェルレインはどうしてそんなことを知っているのですか？」

「調べたんだ。でもまったく情報も資料もなくてな。本当に、ほぼゼロに近かった。俺は蝙蝠一族とエカルラートについて十五年以上調べつづけている。それでも蝙蝠王の居場所はわからなかった。エカルラートにいるだろうとは思ったが、どうしても確定できずにいたんだ。でもイールのおかげで今やっとわかった。本当に助かる」

　ヴェルレインはその長すぎる歳月を淡たん々たんと口にした。

　それだけ時間を費ついやしてもわからなかった蝙蝠王の居場所を今ようやく知ったのに、興奮するでもなく冷静に話をする。

　ただ、琥珀色の瞳だけは爛らん々らんとしていた。触ふれ合う肌はだを通して伝わってくるものは、殺気にも似た気き魄はくだった。びりびりと、イールの肌を苛さいなむほどの強さをしている。

「ヴェルレインは、どうしてそんなに長いあいだ蝙蝠王の居場所を調べていたのですか？」

「殺すためだ。銀の魔ま弾だんをようやく手に入れた。一発だけだがな」

「殺す……!?　さっきの拳銃に……銀の魔弾が入っているのですか？」

「そうだ。奴らは鉛なまりの弾たまで撃うっても死なない。確実に殺したければ銀の魔弾を心臓に撃ち込むしかないが、魔弾は火竜サラマンダーの鱗うろこを弾だん芯しんにして作る必要がある。そんなもの、どうやって見つけたらいいかわからなくて、調べるだけで相当な時間を使った。俺は、銀の魔弾を唯ゆい一いつ製造できる組織を見つけ出し、異国に渡わたったんだ。何度も交こう渉しようしたが、組織から譲ゆずり受けることができた火竜サラマンダーの赤い鱗はたった一枚だけだ。銀の魔弾は一発作ってもらうのがやっとだった」

　執しゆう念ねん──そんな言葉が浮うかぶ。

　出会った満月の夜、イールが恐おそろしいと感じるほどに、ヴェルレインが凄すさまじい気魄と燃え盛るような眼差しを湛たたえていた理由がようやくわかった気がした。

　十五年以上ものあいだ蝙蝠一族を追いつづけ、異国で苦労した末に銀の魔弾を一発だけ入手し、蝙蝠王を目指してこの街に来たヴェルレイン。

　彼をそこまで突つき動かすものとは、なんなのだろう──。

「ヴェルレインは、どうして、そんなことまでして蝙蝠王、を……」

　イールは、最後まで訊ねることができなかった。

　華きや奢しやな身体からだに逞たくましい腕うでがまわってくる。二人は手をつないだ。

　イールが、かたくまぶたを閉じたヴェルレインに見み出いだしたもの。

　それは、強きよう[image: 靭]じんさと苦悩、悲痛と憤ふん怒ぬ──。

「俺の母親は、蝙蝠一族に攫さらわれた。彼女はラフェリを産んだあとに殺害されている」

　つないだ手を振ふりほどいて、イールはヴェルレインを滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき抱いた。

「いやだ……！」

　滂ぼう沱だとあふれる涙なみだで溺おぼれそうになる。本当に息が詰つまって苦しくなる。己おのれの涙でできた沼ぬまにどぶりと落ちる錯覚が起きた。沼の底に沈しずんでいるのは美しい乙女らの亡なき骸がらだ。しがみつくように何度もヴェルレインの大きな身体を搔き抱く。

「そんなのいやだっ。ヴェルレインの、僕たちの、お母さまが！　助けてっ。助けて……！」

　もうなにに縋すがればいいのかもわからずに、イールは母親たちの救済をひたすら求めた。

　なぜ、乙女たちだけが、ラフェリが、そしてヴェルレインが、こんなにも残ざん酷こくで悲しい運命をたどらなくてはならないのだろう。

　怒いかりはない。ただ悲しかった。悲しむことしかできない無力な自分に憤いきどおりがあった。

「おまえを悲しませたくなくて、言い出せなかった。泣くな、イール……」

　端たん整せいで強くて思いやりのあるヴェルレイン。彼の母親はとても美しかったのだろう。

　だから蝙蝠一族に攫われた。あの晩春の悪夢──おぞましいワルプルギスの夜に、ヴェルレインの母親は耐たえがたい恐きよう怖ふと苦痛にまみれ、ラフェリを宿し、その果てに殺された。

　イールは蝙蝠王を父親と思ったことは一いつ瞬しゆんたりともない。イールにとってあれは悪魔以外のなにものでもなく、心は常に、恐怖と絶望の底で亡なくなっていった乙女たちだけに寄り添そっていた。

　でもその中にヴェルレインの母親がいたなんて、誰が想像できるだろう。

　希望は少しもないのに、悲しいことは山ほどあった。実際に耳にした乙女たちの悲鳴、木乃伊ミイラのようになって死んだラフェリ、知らない男に身体をいじられる夜、淑しとやかで優しかった年長のラフェリが突とつ然ぜんいなくなる朝──。

　でも、今が一番悲しい。

　耐えがたい悲しみをそれでも耐えてきた。

　ヴェルレインの本を頼たよりに何度も乗り越こえてきた。

　イールは今それに限界を感じる。いつも大切に想おもい、敬愛してきた乙女たちの中にヴェルレインの母親がいた。もう耐えられない。想像を超こえた悲しみに心が壊こわれそうだった。

「助けて」

　誰かに救い出してほしいと思ったことはなかった。自由で美しい世界から隔かく離りされた場所で誰にも知られることなくつづく悪夢を、自分の手で断たち切りたかった。でも、どうしてもその方法がわからない。

「ヴェル、レイン、助けて。お母さま、たちを、助けて……僕の瞳ひとみと、羽を、渡す、から」

　イールはこのとき初めて助けを求める声をあげた。

　なにも持っていない無力なイールが渡せるのは、薔薇輝石の瞳と退化した羽だけだ。

　これと引き換かえに、ヴェルレインに乙女たちを救い出してほしいと強く願った。

「イール、大だい丈じよう夫ぶだ。必ず助ける」

　ひっ、ひ、と嗚お咽えつを漏もらしつづけるイールに逞しい腕がまわってくる。がたがたと震える身体が軋きしむほどに、強く抱だきしめられた。

「俺はラフェリを──弟を捜さがしている。一度でいい、弟に会えたら、そのときは」

　ヴェルレインの熱い唇くちびるが耳じ殻かくに触れる。

　耳に触れてくれたから、一句も漏らさずに聞けた。イールが生しよう涯がい忘れない希望の言葉。

「蝙蝠こうもり王を殺す。母親たちの魂たましいを救い、おまえたちラフェリを必ず解放してやる」
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　時計の針が午前九時をさすと、蝙蝠王の城に鐘かねの音が響ひびく。

　ゴ───ン……、ゴ───ン……、と頭痛を催もよおすようなそれを聞きながら、五十三人のラフェリは薔ば薇らを手に、一列に並んで長い階段をのぼっていく。

　まぶたを腫はらすイールを隠すみたいにリュリュとジーファが前後で挟はさんでくれた。

　二人にはまだ事情を説明できていない。イールがエカルラートに帰ってきたのは、ほんの十分前のことだった。

　あれからヴェルレインはずっと抱きしめたまま宥なだめてくれて、イールも努力はしたけれど少しも涙を止められなかった。つらいのはヴェルレインなのに、話を聞いて力になりたいと自分から言ったくせに、情けなくて悔くやしくてまた涙が出る。

　イールの嗚咽がようやく治まると、ヴェルレインは少しずつ語ってくれた。

「ブルンフェルシアという花があってな、母親が好きだった花だ。花びらの色が紫むらさきから白に少しずつ変化する。だから一本の枝に二色の花が咲さいたようになるんだ。とても美しい花だ。夜イエ来香ライシヤンと同じように、夜になれば強い芳ほう香こうを放つ。春の終わりのことだ──俺はその夜、母親の部屋に置かれていたブルンフェルシアの匂においを知りたくて部屋にこっそり忍しのび込んでいたんだ。満月の夜だったから、月光を浴びて輝かがやく花の絵をスケッチできたらいいな、なんて吞のん気きなことを考えながら、母親が眠ねむるのを待っていた」

　落ち着いた声で語られるその凄まじい苦悩は、己の出生を口外できないラフェリの苦しみとは比べものにならなかった。

　イールたちは、兄弟同士で話すこともできれば嘆なげくこともできる。でも、ヴェルレインは誰だれにも頼らず打ち明けもせずに、たった一人でこのことを抱かかえて闘たたかってきたのだろう。

「母親が眠ったから、窓辺に置いてある鉢はち植うえに近づこうとした。蝙蝠一族を見たのはそのときだ。窓にぶら下がっていたそれがなんなのか、子供の俺にはよくわからなかった。ただ黒くて大きくて恐ろしかった。俺が母親を守るべきだったのに……怖こわくて動けなかったんだ。そいつに身体をつかまれた母親は悲鳴をあげて、父親が拳けん銃じゆうを持って部屋に来た。弾は当たったがそいつは不気味な啼なき声を出しただけだった。弾を撃ち尽つくした父親は化け物に殺されて、母親はどこかへ連れ去られた。それきり、会えていない」

　当主が惨ざん殺さつされ、その妻が行方ゆくえ不明になり、幼い息子むすこだけが残されたダンハウザー伯はく爵しやく家は一時没ぼつ落らくしかけたという。しかしそこからヴェルレインは這はい上がった。勉学に励はげみ、伯爵家の当主である矜きよう持じを捨てて会社勤めも経験し、製薬会社を設立した。それを軌き道どうに乗せる一方で蝙蝠一族のことを追いつづけ、国外へ出て、銀の魔弾を一発だけ入手して──。

「蝙蝠一族に関する確かな情報がまったく手に入らず、まわりの人間も奴やつらの存在を信じなくて、ずっと一人で苛いら立だっていた。根こん拠きよのない噂うわさにも縋った。それは吐はきたくなるような最悪のことばかりだ。悪あく魔まは、攫った女性に産ませた己の子の身体を使って金を稼かせいでいるという。その中に血を分けた兄弟がいるかと思うと腸はらわたが煮にえ返った。蝙蝠一族は正体をひた隠かくしにしていた。でも俺は知ってる。俺だけが見た。だから奴らを潰つぶせるのは俺しかいない。俺は、自分の命と引き換えにラフェリ全員を助けると決めて、あの本を書いた。いつかどこかでラフェリが本の存在に気づいてくれる、その奇き跡せきを信じて、ラフェリたちがいるだろう大きな歓かん楽らく街のある都市に一冊ずつばら撒まいたんだ」

　ヴェルレインは、イールたちが悪魔の子であることをずっと知っていた。

　大切な母親が恐怖と絶望の底に突き落とされ、その果てに無理やりラフェリを出産させられたことも。普ふ通つうならラフェリなど見たくもないと嫌けん悪おするだろう。それなのに、忌いみ嫌きらうどころか親愛の情を持ち、そのことを伝える行動にも出てくれた。

　ラフェリたちの日常を聞いて嬉うれしそうに笑うヴェルレイン。その理由が、やっとわかった。

　ひどくつらいのはヴェルレインなのに、ラフェリたちにとても優やさしくて、本当の弟や家族のように接してくれる。

　イールはそうされると嬉しくてたまらなく切なくなる。ヴェルレインがつらくても優しくできるのは、悲運を嘆くこともなく、それを打破しようとする揺ゆるぎない強さを持っているからだ。

　長い話が終わって夜が明けても、イールはヴェルレインから離はなれたくなかった。ずっとくっついていたい。そうわがままを言って、ひどく困らせてしまった。

「弟に会い、蝙蝠王を倒たおすその日まで、イールの愛あい玩がん権は必ず落札しつづける」

　ヴェルレインは優しく笑って言ってくれた。だからエカルラートの前で車を降りるとき、「また今夜」と約束した。その約束がなかったら、離れられなくて今もここにいなかったかもしれない。

　一列になったラフェリたちが長い階段をのぼりきり、みっつの巨きよ大だいな鉄の扉とびらを抜ぬけた。

　床ゆかには幾いくつもの魔ま法ほう陣じんがあり、夥おびただしい数の黒い棺ひつぎが整然と並んでいる。

　これらの中には、かつて蝙蝠王が愛した美青年や美少年、血族を増やすために娶めとった妻や、同どう胞ほうたちの永久死体が──死し蠟ろう化した遺体がおさめられている。

　蝙蝠王の巣はいつも死し臭しゆうで満ちていた。

　一方で、ラフェリを産んだ乙女おとめたちに棺はひとつも用意されなかった。しかし蝙蝠一族が彼女らの骨や皮をここから出すことは決してない。人間社会にラフェリ製造の痕こん跡せきをわずかでも留とどめさせてはならないし、乙女らは蝙蝠王が作った悪夢の住人でなければいけなかった。

　だから必ず蝙蝠王の巣のどこかにあるはずなんだ──そう思って毎日視線を巡めぐらせて捜しているけれど、イールは母親たちの亡なき骸がらを見つけることができずにいる。

　拳銃を託たくしてもらうべきだったと後こう悔かいした。この場所でヴェルレインの母親が今も悪夢を見せられているのかと思うと、今すぐ列から外れて蝙蝠王に銀の魔ま弾だんを放ちたくなる。

　施ほどこしは粛しゆく々しゆくと進んで、イールの番になった。蝙蝠の化け物は、飛ひ膜まくで身を包んでぶら下がっている状態でも人間の二倍以上の大きさがある。

　──この悪魔が、ここで、ヴェルレインのお母さまを……僕たちの、お母さまを……。

　考えないでいようと決めていたのに、蝙蝠王を目の前にするとだめだった。

　突とつ如じよ、薔薇を持つ手がぶるぶると震ふるえだす。

　怪あやしまれるから止めたいのに、どうしても止められない。蝙蝠王が落としてくる血液を受け止められないほどに花が激しくぶれる。見かねたジーファがうしろから腕うでを押さえてくれて、ようやく血を受けられた。

　その様子をまばたきもせず凝ぎよう視ししているエドガーに、イールは気づくことができなかった。
















「今こ宵よいも最高額でイールの愛玩権が落札されました！」

　コンコン、コン！　と木き槌づちが小気味よく叩たたかれる音がする。

　キャバレー・エカルラートのダンスホールに、昨夜以上のどよめきと、そして歓かん声せいが響いた。

　支配人のエドガーは神経質そうな顔に満面の笑えみを浮うかべている。その手からイールの愛玩権の札を受け取ったのは、ヴェルレインではなかった。

　その光景を、イールは茫ぼう然ぜんとして見つめる。一いつ瞬しゆんなにが起こったのか理解できなかった。

　リュリュが紅あかい髪かみを激しく揺らして怒いかりをあらわにする。

「これは、イカサマだっ。エドガーの野や郎ろう、客と結けつ託たくしてやがる！　ヴェルレインに落とさせない腹だ」

「そん、な……」

「えっ、なんで!?　なんでそんなことされなきゃいけないの？」

「このままヴェルレインが落札をつづけたら、イール目当ての客が離れる。エドガーはそれを阻そ止ししたいんじゃないか？　常連からクレームを受けた可能性もあるよな。ほかにも理由はあるかもしれないけど、俺もわからない」

　また今夜──そう約束して別れたのに。

　ついさっきまで空中ブランコから何度も視線を送り、ヴェルレインもずっと見つめてくれていた。遠く離れていてもよくわかる、綺き麗れいな琥こ珀はく色いろの瞳ひとみにはイールと同じように、あと少しで話せる、触ふれ合えるという逸はやる気持ちが映っていた。

　それなのに、今夜イールが向かわされた場所はアルストロ・ホテルではなかった。

「ああ、美しいイール、この夜をどんなに待ちわびたことか。さあ、早く愛めでさせてくれ」

　滅め茶ちや苦く茶ちやに抱だきしめてくる客の腕の中で、イールは打ちひしがれ、花が萎しおれたようになる。

　ヴェルレインがいないだけでこんなにも寂さびしい。どうしようもなく不安で心細い。彼に触れられるために準備していた心と身体からだの熱が行き場を失なくして、イールの中を彷徨さまよっていた。

　持て余すその熱のせいで、客に触れられても身体が反応してしまうかもしれない。

　花か蜜みつなんか勝手に分ぶん泌ぴつされてしまえばいい──イールは自棄やけになっていたのに、口こう淫いんされてもそこは冷たいままだった。

　自分でも可笑おかしくなるほどに、一いつ滴てきも分泌されない。嬉しくて悲しくてどうにかなりそうだった。イールの心と身体は、ヴェルレインにしかつながっていないのだ。

「あぁ、イールのここは本当に愛らしいねえ……花蜜、もう出せるようになったかい？」

「う、ぅ」

　イールには、客との長い夜に耐たえる力をくれる存在がある。

　ヴェルレイン・ダンハウザーの著書──いつも心に思い描えがき、そのページを開く。

　でもどうしてか本のことを思い出せなくなっていた。イールの心はふたたび打ちのめされる。絶対に起こり得ないことなのに。

　混乱した頭で考える。昨夜までのイールは、それをする必要がなかった。今夜も明日の夜も、その先もずっと、ヴェルレインの本を思い浮かべる必要なんてもうないのだと思っていた。

　瑞みず々みずしい花の絵。緻ち密みつな文字の羅ら列れつ。あれが思い出せないと、耐えられていたことも無理になってしまう。

「いや、だ……」

　いつまで経たってもくにゃくにゃのままの性器をねぶられつづけて具合が悪くなる。身体は冷たく蒼あお白じろくなり、吐き気を催もよおした。

　今すぐこの部屋から逃にげ出してしまいたい。アルストロ・ホテル一二〇七号室の扉を開いて、そこにいるヴェルレインに強く抱きしめてもらいたかった。冷たく硬かたくなった身体を、あの熱く逞たくましい腕に包んでもらって、溶とけるほど柔やわらかくしてほしい。

　そう願うほどに思い知らされる。

　イールは、キャバレー・エカルラートの男だん娼しようなのだということを。

　この客には恐おそろしいまでの大金を支し払はらわせている。逃げることだけは絶対に許されなかった。

　どれだけヴェルレインを想おもっても、彼が強く言ってくれた『必ず解放してやる』という言葉に胸をときめかせても、最後には蝙蝠こうもり一族の長く太い鉄線がイールを緊きん縛ばくする。

　イールはラフェリであり、蝙蝠王の血なくして生きることはできない。

　広く美しい世界が、近づいては遠ざかっていく。

　──あぁ……、ヴェル、レイン……。

　どうしても本を思い浮かべることができないから、イールは会いたくてたまらないその人の名を、夜すがら心で呼びつづけた。




　　　　＊　　＊　　＊




　果てしなく長い夜がようやく明け、イールは歩いてエカルラートへ帰っていた。

　いつの間にか季節が移ろっている。白金髪プラチナブロンドを撫なでていく朝風は新緑の匂においがした。

　こうして朝あさ陽ひを浴びながら歩くのも久しぶりであることに気づく。最近はぎりぎりまでヴェルレインのところにいて、大急ぎで車で送ってもらうのが常になっていた。

「わあ、ハリエンジュだ……美味おいしそう」

　見上げれば純白の花がたわわに咲さき、朝あさ露つゆを纏まとってきらきらと煌きらめいている。

　可か憐れんな花はな房ぶさが幾つも集まっていて、白い葡ぶ萄どうみたいだった。ハリエンジュは美味しいけれど、とても高い樹きでなかなか食べられる機会がない。ぼんやりと見上げながら、食べることばかり考えている自分に気がついた。

　──またヴェルレインに笑われちゃうな……。

　ある夜、イールのためにヴェルレインは花の絵を描かいてくれた。

　そのときだけ眼鏡めがねをかけていて、とても素す敵てきでどきどきしたことを憶おぼえている。

　描いてもらった夜来香イエライシヤンの花はとても美しかったのに、イールはまちがえて「美味しそう」と言ってしまい、ヴェルレインは目に涙なみだを浮かべて大笑いをしていた。

　その夜は色々なことを教えてもらった。ヴェルレインは城に住んでいて、そこには温室もある。広く改装するからそこで花を育てたらいいと言ってくれた。何万冊とある本を一生かけて読んだらいい、とも。

　叶かなわないと思うほどに、イールの夢は美しく鮮せん明めいになっていく。

　あのときイールは幸せだった。ヴェルレインがどれほどの苦く悩のうを抱いだいているのかも知らないで、その逞しい腕に抱かれて安あん堵どと喜びに浸ひたっていた。

　今はとても寂しい。ようやく知れたヴェルレインが背負うものは、イールには耐えられないほどの残ざん酷こくさをしていた。でも嘆なげくこともなく逃げる真似まねもせず、一人でそれに立ち向かう。そんなヴェルレインが、イールは本当に好きだった。イールは無力だけれど、孤こ独どくに闘たたかってきたヴェルレインのそばにいて、もう一人ではないと彼に感じてもらいたかった。

　それなのに、そばにいることができない。エドガーはヴェルレインが諦あきらめるまでオークションの操作をつづけるに違ちがいなかった。

　だからとても寂しい。……でも、寂しいけれど、喜びもある。

　それは、夜来香の花を描いてもらった幸せな夜にはなかった喜びだ。

『弟を……』──ヴェルレインはうなされながらそう言っていた。亡なくなった弟のことを言っているのかと思ったが、違った。

　ヴェルレインには、ラフェリの弟がいる。

　エカルラートに来たころの彼が、毎日のように違うラフェリを買っていた理由がやっとわかった。なんの手がかりもないから全員と会って話をする方法を取っていたのだと思う。

　イールは今、ようやくヴェルレインの役に立てる。それは大きな喜びだった。

　ヴェルレインのために弟を見つけ出す。そう決めた。

　彼は、死を覚かく悟ごしている。命をなげうって蝙蝠王を倒たおすと決めている。だからそうなる前に、弟に一目会うことを望んでいた。

　でも、そんなことはさせない。イールが弟を見つけ、ヴェルレインも死なせない。

　いつでも蝙蝠王に近づけるイールが、ヴェルレインの代わりに銀の魔ま弾だんを放つ。

　そう決めたのだ。

「一滴だけ、舐なめさせてもらったらよかったな……」

　数日前、ヴェルレインの血を飲みたい衝しよう動どうに駆かられた。自分が人間ではないことを認めるのが嫌いやで、ヴェルレインの「飲んでいい」という誘ゆう惑わくを撥はね返した。それを後こう悔かいしている。

　血の味を知っているほうが、弟を捜さがしやすい。イールは手の甲こうに唇くちびるを押しあてる。口の奥にある小さな牙きばをそこに立て、皮ひ膚ふに刺さした。

「ん」

　口の中に、血の味が広がる。イールは初めて自分の血を飲んだ。当然のことだが自分の血は美味しくもなんともない。

　ただ、イールたちは感じ分けることができる。

　誰だれしも血液の中にふたつの味を持っている。父親の味と母親の味。ラフェリはそれを感じ分けることができた。イールの血は、半分は蝙蝠王の味がする。そしてもう半分は、人間の女性の味がした。

「僕の、お母さまだ……」

　それはとても綺麗で優やさしい人の味だった。

　会えたことは一度もないのに、懐なつかしい味がする。会いたい、抱きしめられたいし、強く抱きしめたい──叶わない夢に思いを馳はせるイールは、しばらくのあいだハリエンジュの樹の下に立ち、手の甲に滲にじむ赤い血を舐めつづけた。

　こんなふうにヴェルレインの血を少しだけ舐め、母親の味を憶えておけばよかった。そうしておけば、あとはラフェリたちの血を舐めさせてもらうだけで見つけられたのに。

「先に、みんなの舐めさせてもらおう」

　次に会うまでにラフェリ全員の血の味を憶えておけばいい。そうしたら、あとはヴェルレインの血を舐めるだけで弟が誰なのかをすぐに伝えられる。

　ヴェルレインは絶対に喜んでくれる。その姿を想像するだけでイールも嬉うれしくなれた。

　早く会いたい。会いたくてたまらない。次に会えるのはいつなのだろう──。




　　　　＊　　＊　　＊




「ね、ちょっと血ちょうだい」

「いいよ。交こう換かんしよう」

　開店前、時刻は午後六時二十一分──。

　キャバレー・エカルラートの楽屋にはいつもと変わらない華はなやかなざわめきと、噎むせ返るような花の匂いがある。この三日間はそれらに紛まぎれて、ほのかな血の匂いもしていた。

　原因はもちろんイールにある。二日前に始めた「血の確かく認にん」が、ラフェリの兄弟のあいだで流行はやりだしていた。

　イールは最初にリュリュとジーファの血を舐めさせてもらった。

「ジーファのお母さまは、この国の人じゃないみたい。遠くの、星が綺き麗れいな砂さ漠ばくの国の人みたいな味がするよ」

「へえ、だったらジーファが星ばっかり見てるのは、お母さまの血が濃こいからじゃないか？」

「わぁい、嬉しいなあ。リュリュのお母さまはどう？」

「えっと……、少し、気が強いお嬢じようさん、かなー……」

「なんだとぅ」

「あはは！　そっくりだねえ」

　血を舐めることによって、大切に想おもっている乙女おとめたちのことがわかる。どうして今まで誰も思いつかなかったのだろうと兄弟は笑って言い合う。それくらい素す晴ばらしいことだった。

　得られる情報がたとえ曖あい昧まいであってもかまわない。母親の顔も知らず名前も教えてもらえないラフェリたちにとっては、どんな些さ細さいな情報でも嬉しかった。

　だからみんな喜んで血を舐め合い、兄弟の母親がどんな人だったかを語り合う。

　イールはこの三日間で二十人以上のラフェリの血を舐めさせてもらった。必ず蝙蝠こうもり王の味と、人間の女性の味がした。その女性の味だけをきちんと記き憶おくしていく。

　ヴェルレインと話ができなくて触ふれ合えないのは、たまらなくつらい。でもこうして彼のために行動できることはなによりの喜びだった。ヴェルレインの役に立てることが、今のイールの希望となり、支えとなってくれる。

　ヴェルレインは、エドガーがオークションを操作していることに気づいている。それによって絶対にイールの愛あい玩がん権が落札できないことも。

　それでも、毎晩必ずエカルラートに来てくれた。

　ほかのラフェリを買うこともしなくなった。イールだけでいいのだと、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが訴うつたえてくる。イールは空中ブランコに乗りながら胸を熱くした。ヴェルレインがラフェリを買わなくなった分、できるだけ早く彼の弟を見つけたいと思っている。

「ねえねえ、イールの血も舐めさせて。どんなお母さまかなぁ」

「僕も、いい？」

「うん」

　アンリとビセンテがやってきて、イールは血を交換した。互たがいにどんな母親なのかを言い合おうとしたそのとき、楽屋の扉とびらが開いた。

「時間だ。出ろ」

　エドガーが入ってくると、ラフェリたちは笑え顔がおを消して楽屋を出て行く。

　イールは腕うでをつかまれて注射針を刺された。蝙蝠男が抗こう体たいを注入しながらささやいてくる。

「そんな顔をするな。どんなおまえでも最も美しいことに変わりはないが、あまり悲しそうにしていると客が心配するだろう？」

　エドガーは『客たち』ではなく『客』と強調して言った。明らかにヴェルレインのことをさしている。どこまでも嫌いや味みな男だった。オークションの操作など、いったいなんの意味があるのだろう。

　エドガーが注射針を刺した腕を撫なでてくる。このあと羽の生え際ぎわに口づけて、股また座ぐらに手を伸のばしてくる。今までのイールはどうかしていた。それをおとなしく受け入れる必要などない。

　蝙蝠男の顔が背に触れる前に、行動を起こす。イールは大おお粒つぶの宝石がついたステッキを握にぎって自分の持ち場へと駆けた。

「イールっ！」

　怒ど号ごうにも似たそれすら無視して駆けていった。気のせいに過ぎないとわかっている。でも、ひとつ足あし枷かせが取れたように感じられた──。

　キャバレー・エカルラートのプログラムは毎夜、組み替かえられる。

　しかしイールはいつでも最後だった。すべてのショーが終わると空中ブランコが動きだし、オークション台までイールを運ぶ。

　歌いたくもないのに歌い、黒蟻ありたちの前で煽せん情じよう的な格好をするのは苦痛だった。

　でも今は、それでもいいから早くダンスホールに出たいと思う。イールがヴェルレインと同じ時を過ごせる場所は、もうそこしか残されていなかった。

　イールは歌いだす前にヴェルレインを見つけることができる。どこにいてもすぐにわかった。

　群衆の中でもひときわ輝かがやく彼の姿を薔ば薇ら輝き石せきの瞳に思いきり焼きつける。そうすると、まぶたを閉じたときにその愛いとしい姿が鮮せん明めいに浮うかんでくるようになった。

　花と神話の本は思い描えがけなくなってしまったけれど、まぶたに浮かぶヴェルレインを頼たよりにすれば、逃にげずに客との夜をやり過ごせる。

　イールは今夜も煌びやかな衣い装しようを纏まとい、赤い羽根の揺ゆれる小さなシルクハットをつけて空中ブランコに乗った。

　ブランコが動きだす。ダンスホール全体が見えてくる。歌いだす前にヴェルレインを──。

「………」

　──いない。

　赤く煙けむる、エカルラートの舞ぶ踏とうの間。

　真っ黒なシルクハットをかぶる燕えん尾び服ふく姿の男たち。

　ひしめき合う大勢の黒蟻の中に、綺麗な琥珀色の瞳はない。

「イール！　歌ってくれ！」

「インペリアル・レッド・ロードナイト！　イール！」

　興奮した男たちが手を伸ばして見上げてくる。皆みな、同じ顔をしている。

　赤い海の波間に溺おぼれながら助けを求めているように見えた。

　ヴェルレインはどうしていないのだろう。イールは会いたくてたまらないのに。

　血の海のようなそこへ、落下してしまいたくなる。

「歌ってくれ！　イール！　私のために歌ってくれ！」

　ひどく悲しい。少し前まで意味もわからず歌っていた恋こいの歌を、今ならヴェルレインのために歌えるのに。

　聴きかせたい唯ゆい一いつの人がいないダンスホールに、イールの歌声が甘く切なく響ひびく。

　眉まゆをひそめてまぶたを閉じる。今夜は薔薇輝石の瞳に焼きつけることができていないから、ヴェルレインは浮かんでこない。なにも映らない瞳から、涙なみだが一ひと滴しずくだけ落ちた。

「イールが、泣いて──」

　かつてない光景に男たちは固かた唾ずを吞のむ。

　イールの、その悲しくも美しい姿に客たちは大金を積んだ。

　ヴェルレインがいないにもかかわらず、愛玩権の落札価格は最高値を更こう新しんした。










　涙を落とすイールの愛玩権を獲かく得とくしたのは、街一番の大だい富ふ豪ごうだった。ホテルではなく、幾いくつも所持している邸てい宅たくのひとつに連れて行かれる。

　時刻は午前零時二十八分──。

「この家は、どうかな？　気に入ってくれたかな？」

「は……はい、とても素す敵てきだと思います」

　この客はなぜそんなことを訊きいてくるのに室内の明かりをひとつもつけないのだろう。

　目が慣れてきたから窓や調度品の場所くらいは把は握あくできるが、それにしても暗い。

「イール専用の家にしようと思っている。今後はここでともに過ごす時間を増やしていこう」

「い、いえ……、専用というのは……」

　まだ会話をしているだけなのに、胃液が暴れている。冷たい身体からだに汗あせが流れる。

　凄すごく、よくない状態だった。暗いせいもあるが、イール自身が心を強くできていない。それがよくわかった。

　エカルラートでヴェルレインに会えなかったことが、こんなにも強く影えい響きようしている。

　見知らぬ男に触れられるのは苦痛だが、それでも今までずっと耐たえてきた。無む理り強じいはされないから、口づけも裸はだかになることも口こう淫いんも、すべて拒こばめる。

　最悪の場合、血液だけを吸って、あとはしゃべって終わることもできる。しかし今夜の落札額はそれだけでは済まされない金額だった。

　──どうしよう。

　身体が少し震ふるえてきた。一歩後退して距きよ離りを作る。こうして二人きりでいることすら耐えられそうになかった。

「あの、明かりは……スイッチは、どちらに？」

「ああ、いいんだよ。今からしばらくは必要ない」

　その返事に、ぞっとする。暗がりの中でも男の丸い腹が揺れたのが見えた。笑いながら近づいてくる。

「それとも、明るいところで裸になるほうがイールは好きかい？」

「……っ！　待って、ください、僕は今夜はなにも──」

　今夜はだめだ。きっとなにをしても耐えられない。花と神話の本も思い描けないし、まぶたを閉じてもヴェルレインは浮かんでこない。

　イールの発言に客はあからさまな難色を示した。急に声が低くなる。

「え？　それ本気で言ってるのかい？　私が今夜エカルラートに幾ら支し払はらったと思う？」

「わかっています、でも、申し訳ありません。……少し、具合が悪くて」

「風邪かぜかな？　診みてあげよう。裸になりなさい」

「や、っ……」

　暗いところに押し倒たおされて、丸くて重たい身体が伸のしかかってくる。背の羽がおかしな方向に曲がって痛みが走る。肉厚の手に衣装をぐしゃぐしゃにされた。

「痛っ……いやだ、やめてくださいっ。いやです！」

「さっきの涙、とても素敵だったよ。今からまた出してくれないかな？　イールはまだ花か蜜みつが出せないものな。花蜜の代わりに涙を舐なめさせてくれないか？」

「いやです、放してください。無理強いをしないでくださいっ」

　身を捩ねじって絨じゆう毯たんを引っ張り、重い身体の下から抜ぬけ出した。転げ落ちたシルクハットをつかんで窓へ向かって駆かけていく。客が必死で追いかけてくる。

　これ以上触ふれられたらそのときは一度、外に──。

「イール！　こっちに来るんだっ」

「申し訳ありません。でも、無理強いはやめてください。今夜だけは許し──」

　そのとき、ガシャン、とガラスの割れるような小さな音が聞こえた。

　驚おどろく間もなく窓が開いて、イールはそこから外へ連れ出された。

「ぅ、わっ……なに？　放して！」

　全身黒ずくめの男がイールを抱だき上げて邸宅の敷しき地ち外へ走る。物もの凄すごく速くて、喚わめく客の姿があっという間に見えなくなった。男が停とめてある車に向かう。

　イールは夢を見ているのかと思った。暗くら闇やみでもよくわかる、美しく磨みがかれたそれは、見慣れた車だった。

「……ヴェルレイン！」

「深く座ってどこかにつかまっておけ。飛ばす」

　ヴェルレインはイールを助手席に乗せる。黒くろ塗ぬりの車は深夜の道を高速で走っていった。










　二十分も走らないうちに車が停まったそこは、建物よりも緑のほうが多そうな、とても静かな場所だった。

　ヴェルレインはイールを抱き上げて邸宅の扉とびらを開け、大おお股またで奥の部屋へ向かう。

　おろされた寝しん台だいはあまり使われていない匂においがしたけれど、羽を包み込む柔やわらかなクッションは、イールがアルストロ・ホテル一二〇七号室で使っているものと同じだった。

　覆おおいかぶさってくるヴェルレインが上着を脱ぬぎながら問いただす。その声には怒いかりが含ふくまれていた。

「あいつになにをされた？　どこを触さわられたんだ」

「大だい丈じよう夫ぶ……なにもされてないです」

　喜びと混乱がせめぎ合う。ヴェルレインの取った行動が蝙蝠こうもり一族に知れたら終わりだ。

　確実に制裁されてしまう。客に無理強いされていたところを助けてもらったのだと訴うつたえても、絶対に聞き入れられない。

　これから先、恐おそろしいことが多く起こる予感がした。だからこそ、ほんの一いつ瞬しゆんでいいから喜びだけに浸ひたりたい。その恐ろしいできごとを乗り越こえる勇気を今ここで手にしたかった。

　今夜、何度想おもったか知れないそれを懸けん命めいに伝える。

「ヴェルレイン、ずっと会いたかった。今夜ヴェルレインのことを見つけられなくて、すごく悲しかったです。でも会えて本当に嬉うれしい……来てくれて、ありがとう」

　素す直なおに想いを紡つむぐ唇くちびるに唇が強く重なってくる。イールも夢中でそれを吸う。そうするだけでもう会えなかったあいだの悲しみや切なさが搔かき消されていく。

「悪かった。三日もおまえにつらい夜を過ごさせた。本当は支配人に裏工作されたあの夜にすぐ動くべきだったんだ。二度とほかの男に触れさせない。エカルラートにも帰さない。すべて片づくまでおまえはここにいろ。いいな」

　強く抱きしめられたとき、イールの手に革かわのようなものが触れた。ヴェルレインはシャツの上からホルスターをしている。そこには銀の魔ま弾だんが装そう塡てんされた拳けん銃じゆうが入っていた。

　事態は窮きわまっていることが明確に知れて、焦しよう燥そう感かんが込み上げてくる。ヴェルレインは明日にでも蝙蝠王の城の頂上を目指すかもしれない。見つめる琥こ珀はく色いろの瞳ひとみには、死を覚かく悟ごした強さがあった。

　嫌いやだ、絶対に死なせたくない──蝙蝠王に銀の魔弾を放つために、誰だれかが命をなげうつ必要があるのなら、それはヴェルレインではなくイールであるべきだ。でもイールはまだヴェルレインの弟を見つけられていない。見つけるまで待ってほしかった。

「ヴェルレイン。僕たちラフェリは、蝙蝠王の血を毎日飲まないと身体を維い持じできないんです。このままここにいたら、僕は明日の昼にはミイラみたいになって死にます。そうなればヴェルレインも蝙蝠一族に殺される。それだけは絶対にいやなんです。だから、夜が明けたら、エカルラートに帰らせて……」

　叶かなうならここにいたかった。でも、それではただ死を待つだけになってしまう。

　だからイールは自分の意思でエカルラートに帰る。

　今夜、ヴェルレインの血を少しだけ舐めさせてもらい、ラフェリの弟を確定させ、そして銀の魔弾が入った拳銃を持って蝙蝠王の城に帰る──。

　蝙蝠王がいなくなればラフェリたちも死んでしまう。それはひどくつらい。でも、永遠に終わらないと思っていた悪夢を断たち切ることができるのだ。そのためなら、リュリュやジーファをはじめとする兄弟も自分たちの命を必ず差し出してくれる。

　蝙蝠一族は絶え、ラフェリも存在しなくなる。それでいい。本来はそうあるべきなのだ。

　両親を喪うしない、一人で闘たたかいながらラフェリたちのところへ来てくれたヴェルレイン。彼の弟まで死なせてしまうのは耐えられないほど悲しいけれど──。

「俺は蝙蝠一族の制裁などに屈くつしない。必ず蝙蝠王を倒し、おまえたちを解放してみせる」

「ヴェルレイン……」

　イールが言ったラフェリの秘密を聞いても、ヴェルレインは少しも驚かなかった。

　ラフェリには蝙蝠王の血が欠かせないことを知っていたのだろうか。知っていてなおラフェリを解放すると言いきるのはどうしてだろう。

　ふたたび見つめた瞳には、あの烈れつ々れつとした強い意志がある。

　もう怖こわくない。この強さが、イールはとても好きだった。

「イール、よく聞け。それは洗脳だ。ラフェリが外の世界で自由に生きることのないよう、悪あく魔まどもが植えつけている幻げん想そうに過ぎない。蝙蝠王の血などなくても、人間の血を飲みさえすればラフェリは生きられる」

「う、そ……」

　思いもよらぬその言葉に、イールは目を瞠みはる。

　これまでなんの疑いもなく悪魔の黒い血液を摂せつ取しゆしてきた。蝙蝠王の血を拒こばんだために骨と皮だけになって死んだラフェリを何人も見せられてきた。

　蝙蝠王の血を飲まずに生きている自分たちの姿は、一度も想像できたことがない。

　困こん惑わくに揺ゆれる瞳をヴェルレインがとらえてくる。

「噓うそじゃない。俺が製薬会社を作ったのは、蝙蝠王の血の代わりになる新薬を開発するためだ。新薬さえできれば、おまえたちを自由にしてやれる。でも精査してわかった。確かにラフェリには血液の摂取が必要だ。しかし蝙蝠王のものじゃなくていい。生き血であればなんでもいいんだ。ミイラなどにさせるか。イール、俺を信じろ。俺の血を飲め。そうして生き延びて、ラフェリたちにおまえが示してやれ。蝙蝠一族から解放されて生きる道があるのだと」

　それはラフェリという無力で悲しい生き物の在りかたを根底から覆くつがえす言葉だった。

　しかしヴェルレインの力強い言葉を、イールは信じることができる。たとえそれで死んでしまってもかまわないとさえ思った。

　否いな、きっと死なない。イールがこの手で銀の魔弾を放ちさえすれば、ラフェリの兄弟たちは、そしてヴェルレインの弟は、広く美しい世界へ飛び出せる。これまで一度も想像できなかった風景が、今は鮮せん明めいに思い描えがける。喜びで胸がいっぱいになった。

　これ以上の奇き跡せきをイールはもう望まない。明日の朝、キャバレー・エカルラートで、イールは拳銃の引き金を引く──。

「蝙蝠王の血を飲まないことが、イールは怖いか？　悪魔の血がなくても生きられるとわかるまで、俺がずっと抱きしめていてやる」

「怖く、ない──」

　にわかに、喉のどに渇かわきを覚える。

　沸わき起こる飢うえに、口の奥にある小さな牙きばが疼うずく。赤く熱い体液を求めて伸のびてくる。

　肌はだもざわめく。触れられたら一瞬で熱を帯びるほどに。

　薔薇輝石ロードナイトの瞳を妖よう麗れいに光らせて、イールはヴェルレインに乞こう。

「ヴェルレイン。……僕、あなたの血が欲しいです」

「俺もだ。俺もイールがたまらなく欲しい」

　今夜が最初で最後の交わりになる──心に秘ひめているその想いは同じだった。互たがいに唇を吸い、舌をからませ合いながら、着衣を剝はがしていく。ヴェルレインがホルスターを外しシャツを脱ぐあいだに、イールはその逞たくましい腰こしに手を伸ばしてベルトを外した。大きな手がイールの衣い装しようにかかり、次々と床ゆかに落としていく。二人が裸はだかになったときには、部屋はすでに強い花か香こうでいっぱいになっていた。ぴんと立つ茎くきがはしたなく花か蜜みつを垂らしてヴェルレインを誘さそう。

「ぁ、あ……ん、っ……」

　ヴェルレインは赤く熟うれた先せん端たんに口づけてきて、ちゅう、と甘い液えき汁じゆうを吸った。

　屹きつ立りつを根元まで吞のみ込まれ、舌で撫なでられると、三日もヴェルレインに愛されなかったことを恨うらむみたいに、花蜜がびゅうびゅうと噴ふき出してくる。

「あぁ……、あぁ……止まら、な──」

「足りない。もっとだ、イール」

「や、……ぁ！」

　後こう孔こうを撫でる指が中に入ってくる。腹のほうに向かって内ない壁へきを押し上げられるたび、信じられないほどの勢いで蜜液が飛び出してきた。

　花蜜とヴェルレインの唾だ液えきが混ざり合う。それがとろとろと蜜みつ囊のうを伝い、狭はざ間まへ流れていく。長い指が粘ねん液えきを掬すくっては中に塗ぬり込み、ほころんだそこがいやらしいぬめりを帯びる。

「あっ、あ、……あっ」

　二本に増やされた指がぬるぬると出入りを繰くり返した。ヴェルレインに後孔を愛あい撫ぶされながら、拡ひろがった蜜みつ腺せんを激しく吸われるそれにはたまらない快感がある。ダークブラウンの髪かみに指先を埋うめ、イールは恥はじらうことも忘れて夢中で腰を振ふりつづけた。

「ん……、あ、──もぅ、出な、ぃ……」

　延々とつづいた花蜜の分ぶん泌ぴつがようやく終わると、ヴェルレインはゆっくりと顔を上げた。

　甘く濃のう厚こうな液汁によってしたたかに酩めい酊ていした琥珀色の瞳は、先ほどの強い意志を消し、どろりとした欲情に染まっている。その瞳に裸ら体たいをなぞられることにすら感じてしまって、イールは肌を震ふるわせた。

　大きく開かい脚きやくさせられたそこにヴェルレインが覆おおいかぶさってくる。退化した羽に馴な染じむ柔やわらかなクッションに背を預けて、イールは汗あせに濡ぬれる強きよう[image: 靭]じんな肉体を撫でた。

「ようやく俺だけのものになる。やっとだ……」

「ぁ、あ……ヴェル、レイン」

　毎夜そうしてきたように、硬かたい亀き頭とうと濡らされた後孔はぴったりと密着している。互いに挿そう入にゆうすること、されることを何度も望み、数えきれないほど耐たえてきた。でも今夜は止めることができない。止めたくない。少し押されるだけで先端が入ってきて、わずかな不安とそれを遥はるかに凌りよう駕がする期待で腰がびくびくと震えた。

「イール……俺だけの、ラフェリ」

　至近距きよ離りで見つめ合う。ヴェルレインが、今までしたことのない動きをする。腰を大きく突つき出しては少しだけ引くことを繰り返されて、窄すぼまりが徐じよ々じよに拓ひらかれていく。

「ん、あっ、あぁ……！」

「イール、──」

　触ふれている厚い胸むな板いたが、興奮により一層盛り上がった。

　ようやく挿入が叶ったヴェルレインの陰いん茎けいは太く硬く、そして熱い。イールは息を乱しながら己おのれの下腹部に手を伸ばす。薄うすい腹がわずかに膨ふくらんでいて、今やっとひとつになれていることが、身体からだの内からも外からも感じとれる。その凄すさまじい圧あつ迫ぱく感かんすら愛いとしかった。

「あ！　──やっ、ヴェルレイン、っ……」

　薔薇輝石の瞳ひとみに視線を深くからませたまま、ヴェルレインが激しい抽ちゆう挿そうを始める。

　長大なペニスが、ずちゅ、ぐちゅっ、と大きな水音を立てて内壁をこすり上げてくる。

「……イールっ、俺は、おまえが、どうしようもなく愛おしい、……っ」

「あ……、あ……んんぅっ」

　大きな手で顎あごをつかまれて、唇くちびるを滅め茶ちや苦く茶ちやにねぶられる。酩酊し、ひどく興奮したヴェルレインが、何度も腰を打ちつけながら譫うわ言ごとのようなそれを言い放つ。

「ラフェリは……俺にとってラフェリとは、親愛なる者のはずなんだ。命を懸かけて解放する……それなのに、俺は、おまえだけは解放してやれない。こうしてずっと腕うでの中に閉じ込めておきたくなる……！」

「あっ、あっ……ヴェル、レイン、好きっ、……あっ、……好、き──」

　激しく突かれるたび、想おもいが唇からこぼれ落ちていく。

　けれど、ひどく喉が渇いて、喘あえぐ声は掠かすれていくばかりになった。からみつづける琥こ珀はく色いろの瞳から視線を外し、首筋を見つめる。欲しい、そこに流れる赤い体液が欲しい──。

「早く、俺の血を飲め、吸い尽つくしてかまわない」

「んっ、……もっと、近く、きて……あ！　あぁ、ぅ……」

　ぐりゅう、と内壁をさらに拓かれて、膨ぼう張ちようした亀頭が最さい奥おうに届く。小刻みに震える瘦そう軀くをヴェルレインが搔かき抱いだいてくる。その熱く大きな身体にイールも両りよう腕うでをまわした。二人の汗と、体液と花蜜にまみれてどろどろに溶とけ合う感かん触しよくは堪こらえきれないほど切なくて気持ちいい。

「……は、……ヴェルレイン、ここ──」

　ヴェルレインの首筋に顔をうずめ、頰ほおを擦すり寄せて、その肌が持つ熱と弾だん力りよくを堪たん能のうする。

　何度も舐なめて口づけたそこは、イールの腹の中にあるものと同じ激しさでどくどくと脈打っていた。そしてひどく甘い匂においを放っている。口にしなくてもわかる、ヴェルレインの血は、極ごく上じようの美味──。

　小さな口を限界まで開く。生命の躍やく動どうを感じるそこに、鋭するどく尖とがる牙を埋め込んだ。

「イール、っ……」

「ん、んっ……、──あ、ぁっ……！」

　口の中に甘い血液が広がった瞬しゆん間かん、体内に嵌はまり込んだ陰茎が、ぐうっと膨張した。

　ヴェルレインの熱いきり立つペニスに奥深くを穿うがたれながら、その首筋に牙を立てる行こう為いには、言葉にできない官能と恍こう惚こつがあった。熱い鮮せん血けつが渇ききった喉を潤うるおし、イールの身のうちを巡めぐる。強きよう烈れつな快感に頭の芯しんも身体もぐずぐずに蕩とろけていく。

　くらくらする頭の、その後頭部に大きな手がまわってきた。ヴェルレインが激しく腰を前後させ、乱暴なほどに性器を突き入れてくる。

「ああ、……いい、たまらなくいい、っ。──達いく、イール、もっと吸え……っ」

「あっ、あぅ！　んっ、んんぅ……」

　吸血行為への嫌けん悪おも躊ちゆう躇ちよもかなぐり捨てて、イールは夢中で血を吸った。絶頂へと駆かけ上がるヴェルレインがいやらしく腰をまわし、思いきり突き上げてくる。

　口内は赤い血液に染まり、腹の中は白い精液でいっぱいになって、心は幸福で満たされた。その淫みだらで甘かん美びな瞬間にイールが細い身体を震わせたとき──。

「──!?　ぅ、あ……」

　芯の蕩けた頭に、落らく雷らいにも似た衝しよう撃げきが走った。

　怖こわくなって首筋から唇を離はなす。息を乱すヴェルレインが不思議そうに見つめてくる。

「うそ……噓うそっ……！」

「イール？　どうした……？」

　濃厚で力強く、それでいて甘いヴェルレインの血。

　彼の血に棲すむ女性は──ヴェルレインの母親は、とても綺き麗れいで優やさしい人の味がした。

　でもそれは、二十人以上も記き憶おくしてきたラフェリたちの血のどれとも一いつ致ちしない。

　それなのに、イールはこの血の味をいやというほどよく知っている。

　ビセンテ、アンリ、ジーファ、リュリュ──一人一人遡さかのぼって照らし合わせても、誰だれのものにも当て嵌まらないヴェルレインの母親の血液は、イールが最初に口にしたラフェリの血とぴったり合がつ致ちした。

「いやだ……そんなの、噓……」

　思い出したくない。でも、最初にラフェリの血を口にしたときの風景が勝手に浮うかんでくる。

　朝あさ陽ひを浴びながら美しく咲さくハリエンジュの樹きの下で、イールは自分の手の甲こうに小さな牙きばを立てた。口の中に広がった懐なつかしい血の味は、今も鮮せん明めいに憶おぼえている。

　それはとても綺麗で優しい人の味──ヴェルレインの母親の血とまったく同じ味をしていた。

　ラフェリの弟を捜さがしているヴェルレイン。

　イールは彼のために弟を必ず見つけ出すと心に決めていた。

　ようやくヴェルレインの血を得られてわかった。

　同じ母親から生まれてきた彼の弟は、イールだ──。

「だめ、放して。なか、挿いれないでください」

「イール？」

　ヴェルレインとイールは、兄弟──信じがたいその事実に眩暈めまいがした。重い体たい軀くの下で懸けん命めいにもがいて、つながりをほどこうとする。飲み切れなかった血液が顎を伝い、ヴェルレインがそれを拭ぬぐってくる。

「さ、触さわらないで……っ」

　思いきり顔を逸そらして拒こばんだ。本当は優しくて大きな手に身を委ゆだねたいのに。ヴェルレインの腕の中で甘い幸福に蕩けていた心と身体が、混乱と絶望の谷に突き落とされる。谷底へ落下する身体が硬く冷たくなっていくようだった。

「だめ、です……あっ、あ、……だめ、っ……！」

　兄弟で身体をつなげているなんて、そんなの絶対にだめだ、許されない──凄まじい背徳感に恐きよう怖ふすら覚えた。しかし足あ搔がくほどにヴェルレインは奥に入ってきて、それを悦よろこぶみたいに内ない壁へきがくちゅりと水音を立てる。

「あぁ、いやだ、もう、感じたくない──」

　頭と心と身体がばらばらになりそうだった。イールは血の気の引いた蒼あお白じろい顔で、躍やつ起きになって首を横に振ふる。

「どうした？　なにをそんなに怯おびえているんだ。俺の血が合わなかったのか？」

「放して。同じ、血の味がする……」

「同じ血の味？　どういうことだ」

　真実を言葉にすることは心がちぎれそうなほどつらい。兄弟で愛欲行為に溺おぼれるという罪深い事実に、ヴェルレインも恐おそれ慄おののくだろう。

　両親を喪うしない、たった一人でラフェリたちを救うためにここまで来てくれたヴェルレイン。

　彼のためにラフェリの弟を見つけ出すことは、イールにとってなによりの喜びだった。

　ヴェルレインも絶対に喜んでくれる。その姿を想像するだけで嬉うれしくなれていたのに。

　こんな恐ろしいことを伝えるために弟を捜していたのではない。

　ヴェルレインがこれ以上苦しい思いをしませんようにと強く願いながら、イールはみずからの言葉で彼の苦く悩のうを増ぞう幅ふくさせてしまう。それはあまりにも酷ひどすぎる──。

「……ヴェルレインと僕の血は、同じ味がします。僕たちには、同じ血が……流れています」

「同じ血とはなんだ？」

「お……お母さま、の、血が──」

「母親の血？　同じ母親の血が流れているというのか？　イール、いいから俺を見ろ」

　その声には苛いら立だちが含ふくまれているようだった。イールは残ざん酷こくな現実を直視することができなくなってまぶたを伏ふせている。

　ほんのわずか沈ちん黙もくがあった。やがて伏せた長いまつげに、ヴェルレインの吐と息いきが落ちてくる。

「……俺の母親が生んだラフェリが、イールということか？　俺の捜してるラフェリの弟が──イールなのか」

「そう……です。だから、お願いです、もう放して。抜ぬいて、くださ……、──っ、あ！」

　言い終わらないうちにヴェルレインが動いた。イールを抱いて身体を起こし、寝しん台だいに胡坐あぐらをかく。尻しりに陰いん茎けいを埋うめたまま、イールはその上に座らされる。ヴェルレインは両手でイールの腰こしをつかむと、凄まじい勢いで突つき上げてきた。

「ああぁ……っ、──」

　楔くさびのような硬かたく長い性器に身体の奥深くまでを穿たれる。信じられないほどの深さに、羽の生えた背が弓なりに反る。ヴェルレインは甘ったるい声でささやきながら、滅茶苦茶な抽挿を繰くり返した。

「イールが、俺の弟……。そうか、俺だけの、イールが──」

「あっ、あっ、あっ！　いや……、いや、だぁ……」

　今すぐ離れなくてはいけないのに、長大なペニスがより一層深く嵌まり込んでくる。

　結合部から、ぐちゅっ、ぐちゅん、と聞くに堪たえない淫らな音がした。限界を超こえて頭の線が焼き切れたようになる。激しく揺ゆさぶられながらイールは噎むせび泣いた。

　ラフェリは多くいるのに、なぜイールがヴェルレインの弟なのだろう。

　弟なら無条件に愛されるし愛しても許される。でもイールが欲しいのは兄弟への親愛ではなかった。求めているものが、そんな純じゆん粋すいで穏おだやかなものではないことはもうわかっている。

　ヴェルレインへの想おもいはもっと激しくて濃のう密みつなものだ。

　恋こいなどまったく知らなかった。終わりのない悪夢を生きるイールにそんなものは必要ない。

　ずっとそう思っていた。でもイールの中にもちゃんと恋心が息づいている。それを教えてくれたのはヴェルレインだった。

　怖い人だと思ったのに、どうしてかダンスホールにその姿を捜してしまう。不思議とすぐに見つけられる。ほかのラフェリを買われると気落ちして、イールを落札してもらえるととても嬉しくなれた。触ふれられると身体からだが熱くなって、胸が壊こわれそうなほどに高鳴る。

　イールの大切な本を書いてくれた人だった。耐たえがたい苦悩を一人で抱かかえているのに、ラフェリたちに優しくしてくれる。ヴェルレインの役に立てることはなによりの喜びだった。

　会えないと寂さびしくて胸が張り裂さけそうになる。でも強く抱だきしめてもらうだけで、会えないあいだのつらさなど一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだ。

　イールにとって、たった一度きりの恋になる。ヴェルレイン以外に欲しいものはなにもなかった。それなのに、この結末はあまりにも残酷すぎる。

　ヴェルレインを想うことはもう許されない。そうなればイールの心は虚うろになる。ヴェルレインのそばにいられなくなったら、イールはミイラみたいに干ひからびてしまうのに──。

「イール、泣くな。俺のイール……」

　唾だ液えきと血液の混ざったものが、唇くちびるから垂れ落ちる。涙なみだも合わさってぐちゃぐちゃになる。

　顔じゅうが涙と赤色の粘ねん液えきにまみれた悪あく魔まはひどく不気味だろうに、ヴェルレインはそれを丁てい寧ねいに拭ってくれた。

「ひっ……ひ、──ん、んぅ……」

　伸のびた牙を剝むき出しにする赤く禍まが々まがしい唇に、弾だん力りよくのある唇が何度も重ねられる。

　兄弟の口づけを、頭の中では忌いむべきものと拒んでいる。でも心と身体はそれを切に欲していた。相反する思いがイールを切り裂く。ヴェルレインを想おもう心が茨いばらの蔓つるに縛しばられるようだった。耐えられない痛みにまた涙があふれてくる。

「なぜそんなにも嘆なげく？　なにが悲しい？　言ってみろ。俺が全部消してやるから」

　その声はイールの引き攣つった脳を溶とかすほどに甘く優しい。

　イールはヴェルレインの声がたまらなく好きだった。大きな手も、綺麗な琥こ珀はく色いろの瞳ひとみも、強さと優しさでいっぱいの心も、今もなおイールの体内で熱く脈打つものも、なにもかもが大切だった。ヴェルレインのことを、どうやって諦あきらめたらいいのかわからない。こんなにも好きなのに、なぜ、兄弟なのだろう──。

「きょうだい、は……だめ、だから」

　薔薇輝石ロードナイトの瞳から涙がぽろぽろとこぼれ落ちていく。拭ってくれるのに、すぐにまた大おお粒つぶの涙が落ちるから、ヴェルレインを困らせてしまったかもしれない。でもヴェルレインは優やさしく微笑ほほえんで、大きな両手でイールの頰ほおを包んでくれた。

「半分同じ血を持ちながら愛し合うことは罪なのか？　俺はそうは思わない。イールは、俺たちの母親が二人を引き合わせ、巡めぐり合わせてくれたとは思わないのか」

「お母さま、が……？」

「そうだ。俺たちの母親は、イールと同じように、この世のものとは思えない美しさをしていた。そしてとても優しくて賢かしこく、なにより心の強い女性だった。蝙蝠こうもり王にも最後まで抵てい抗こうしたに違ちがいない。言葉にしがたい絶望と恐怖を味わっただろう。でも彼女は腹に宿ったおまえに語りかけていたはずだ。『いつの日か必ずヴェルレインが助けにくる。それまで希望を捨てずに生きてほしい』と──。母親に導かれて俺たちは巡り合い、惹ひかれ合ったんだ」

　強く揺るぎないヴェルレインの言葉が、相反する思いを崩くずしてくれるようだった。茨の蔓が少しずつほどかれて、心の痛みが薄うすくなっていく。

　ラフェリには絶望と悲ひ哀あいしかないと思っていた。華きや奢しやな肢し体たいには今も、母親たちの無念が色いろ濃こく宿っている。イールが不気味なほど美び麗れいな容姿をしているのは、それだけ母親の悲しみが深かったからだと信じて疑わなかった。

　でも違う。悲しい想いだけではない。ヴェルレインが教えてくれたから、会いたくても会えない母親の姿を、今は鮮せん明めいに思い描えがくことができる。

　母親は絶望の底にいても希望を失わずに、それを胎たい内ないに息づくイールに伝えようとしてくれたに違いない。イールが類たぐいまれな美しさをしているのは、母親の強い想いが宿っているからだ。その想いがあったからこそ、イールはヴェルレインの本を手にし、二人は満月の夜に邂かい逅こうを果たした。そう強く信じられる。

「………」

　それでもイールは涙を止められなかった。大きな喜びと深い悲しみが拮きつ抗こうする。

　たとえ母親が二人を引き合わせてくれたのだとしても、イールがヴェルレインのものになることは許されないのではないだろうか──。

「イールは、俺に瞳と羽を渡わたすと言ったな？」

　ヴェルレインが鋭するどい眼光で見み据すえてくる。その力強い瞳は、揺れ惑まどうイールの心を見み透すかしているようだった。

「はい……。瞳と羽を引き換かえに、お母さまたちを、助けてほしくて」

「それだけで足りると思っているのか？」

「え……？」

「俺は蝙蝠王を倒たおし、母親たちの魂たましいを救い、ラフェリたちを解放してみせる。俺はそれに命を懸かける。イールがその引き換えを渡したいと言うなら、瞳と羽だけでは足りない。おまえのすべてを俺によこせ」

　先ほどまでの優しい表情から一変して、その端たん整せいな顔には不敵な笑えみが浮うかんでいる。

　イールの好きな、あの強くて怖こわいヴェルレインだった。いつも心を震ふるわせてくれる──。

「答えろ、イール」

　答えはひとつだ、その答え以外は許さないとばかりに琥珀色の瞳が光った。まだ惑うイールの、その頰を包む手に力が込められる。額と額が重ねられた。イールの見る世界がヴェルレインだけになる。

「イール」

「……は、い。──僕の、すべてを、ヴェルレインに……」

　それはイールの切なる願いだった。勇気を出して言葉にすると、鋭い眼光を放っていたヴェルレインの瞳が優しさを取り戻もどす。頰に残る涙を拭ぬぐいながら薔薇輝石ロードナイトの瞳を見つめてくる。

「俺の弟がイールでよかった。俺のラフェリは、おまえ一人でいい」

　そのまっすぐな言葉が、心に消え残る惑いをすべて浚さらってくれた。ようやく涙を止められたイールは、頰を包む大きな手に自分の手を重ねる。そして最も知りたいことを、恐おそる恐るヴェルレインに訊たずねた。

「ヴェルレイン……僕、あなたを好きでいても、いいの……？」

「当然だ。おまえは俺だけを見ていればいい。ほかにはないのか？　全部言え。おまえを悲しませるものなど、存在することすら許さない。今ここで俺がなにもかも消し去ってやる」

「死なないで……死ぬなんて、決めないで」

　自然と唇が動く。イールにとってこれほど悲しくて恐ろしいことはない。ヴェルレインは少しだけ不思議そうな表情をした。

「イール？」

「ヴェルレインは僕に、せっかく与あたえられた命を粗そ末まつにするなって、言ってくれました。だから、ヴェルレインも絶対に死んだりしないで。お母さまをこれ以上悲しませたくない……お願いです。ヴェルレインがいなくなってしまったら、僕は──」

「………」

　黙だまってしまったヴェルレインは、本当に命をなげうつつもりでいるのだろう。でもイールはそれに耐えることができない。愛いとしい人が血のつながった兄だったうえ、喪うしなってしまうなんて絶対に耐えられない。でも生きてくれるなら、兄弟であることすら誇ほこりにできる。

　ヴェルレインが逡しゆん巡じゆんする時間はとても短いものだった。やがて、迷いも躊ちゆう躇ちよもない瞳が、イールをまっすぐとらえてくる。

「わかった。蝙蝠王を倒し、必ず生きて戻ってくる。そしておまえをダンハウザーの城へ連れて帰り、いやというほど幸せにしてやる」

「ほんとうに……？　本当に、死なないって、約束してくれますか」

「約束する。俺はラフェリたちを解放するが、この手で幸せにするのはイールだけだ」

　悲しみに打ちひしがれていた心が喜びに高鳴った。

　ヴェルレインは生きてくれる。血のつながった兄弟でも、恋しいと想うことをヴェルレインが赦ゆるしてくれる。この上ない幸福にイールは泣き、そして微笑んだ。ようやく笑顔になれたイールを見つめて、ヴェルレインも笑う。熱く弾力のある唇が重なってくる。

「イール……俺だけのラフェリ……」

「あ、ぁ……っ」

　ヴェルレインがふたたび腰こしを使いはじめる。くちゅ、と淫みだらな水音が立ったけれど、もう平気だった。イールをひどく苛さいなんでいた悲しみと背徳感は、互たがいを求め合う強い想おもいが消し去ってくれた。心と身体からだ、血と想い、同じ母親から生まれた兄弟──そのすべてが今、確かにつながっていると教え込むように、ヴェルレインがゆっくりと、力強く突つき上げてくる。

「もう悲しまなくていい。二度と惑うな。イール、俺を好きだと言ってみろ」

「あっ、……好き、……ヴェルレイン、好き……あ、ぁっ」

　想いを籠こめて口にすると、イールの体内で脈打つ陰いん茎けいが、ぐっと嵩かさを増した。それに呼応するみたいに、今夜はもう出ないはずの花か蜜みつが次々と分ぶん泌ぴつされてくる。

「それでいい。イール……もっと俺を欲しがれ。俺の血を飲め」

「ぁ、ん、んっ……ヴェルレイン、欲しい──」

　心と身体と、血までもが溶け合うような、この深く甘い交わりが最後になる。

　だからイールは促うながされるまま、ふたたびヴェルレインの首筋に牙きばを立てた。
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　霧きりの立ちこめる並木道をイールは足早に歩いていく。

　夜明け前のそこはまだとても暗い。しばらく歩きつづけてようやく東の空が黒から藍あい色いろに移ろいだす。朝あさ陽ひが昇のぼるまでにはあと少し時間がかかりそうだった。

　大粒の薔薇輝石ロードナイトが輝かがやくシルクハットはつけずに手に持っている。そして、衣い装しようの内側には拳けん銃じゆうがあった。ヴェルレインが身につけていたホルスターから抜ぬき取ったものだ。

　世界でたった一発しか存在しない、銀の魔ま弾だんが装そう塡てんされている。

　──ヴェルレイン。大だい丈じよう夫ぶかな……。起きたら身体が怠だるいとか、ないといいけれど。

　別れてまだ数十分なのに、もう会いたくてたまらない。その寝ね顔がおを鮮明に思い出す。

　イールが夢中で血を吸ってしまったせいだろうか、ヴェルレインは目を覚まさなかった。

　でも、まぶたの閉じられた顔はいつものようにとても端整で、吸血による翳かげりなどはない。

　今まで折々に見てきた苦く悩のうの色もなく、安らぎすら見てとれた。それが心も身体も深く結ばれたことによるものだったら、イールはとても嬉うれしい。

　ほんの少し寝乱れたダークブラウンの髪かみに鼻先を埋うめると、イールの好きな葉巻の匂においがした。甘くて苦い、ヴェルレインの匂い。

　そこに一度だけ口づけて、イールは邸てい宅たくを出てきた。

「あ。朝陽、もうすぐかな……」

　木々の合間から見える地平線が、ほんのりと白みはじめる。

　ラフェリたちは皆みな、朝陽が大好きだった。夜が明ければ客との時間が終わる。

　解放の光を浴びたくて、イールはいつも歩いてエカルラートに帰っていた。

　──朝陽とヴェルレインって、そっくりだ。みんな大好きだもの。

　ヴェルレインは、唯ゆい一いつの人だった。イールたちラフェリが悪あく魔まの子だと知りながら、憐あわれむことなく蔑さげすむことなく、親愛の心だけで存在を認めてくれる人だった。

　捜さがしつづけた弟がイールだとわかっても、一いつ片ぺんの後こう悔かいも躊躇もなく、不変の熱情で愛し求めてくれた。それはイールにこれ以上ないほどの喜びと勇気を齎もたらしてくれる。

　ヴェルレインが与えてくれた勇気に導かれて、イールはきっと奇き跡せきをつかみ取る。手を伸のばせばもう届きそうだった。

　満月の夜の邂逅こそが奇跡の始まりであり、終わらない悪夢の歯車が狂くるいだした瞬しゆん間かんだった。

　そのことに気づきもせずに、ただ晩春の夜の凶きよう事じを嘆なげき、ヴェルレインを恐れることしかできなかった自分をイールは笑う。

　イールは、嘆いてばかりだった。己おのれの無力を嘆き、乙女おとめたちを想いながらもその悲痛な叫さけび声から逃にげ、悪夢の中を彷徨さまよう運命を嘆くことしかしてこなかった。あのときのイールは意い気く地じがなくて、拳銃など触ふれることすらできなかったと思う。

　でも今は違ちがう。イールがどうしてもわからなかった、終わりのない悪夢の断たち切りかたを、ヴェルレインが教えてくれた。

　恐きよう怖ふの底で亡なくなっていった乙女たちのために、同じ退化した羽を持つ兄弟のために、そして愛してやまないヴェルレインのために、必ず拳銃の引き金を引いてみせる。

　イールは、銀の魔弾が詰つめ込まれた拳銃を衣装越ごしに握にぎりしめた。

「あっ……？」

　夢中で歩いていると、並木道が二手に分かれたので立ち止まる。

　昨夜、ヴェルレインは二十分も車を運転していなかった。ここはエカルラートからそう離はなれていない。近くの住宅街まで行き、そこの住人に会う必要があった。自分がラフェリであることを伝えてきちんと頼たのめば、車で送ってもらえる。エカルラート付近で降ろしてもらい、そこから歩いて帰るのが最も自然を装よそおえる──ひとまず左に行こうとしたそのときだった。

「……！」

　黒くて大きいものが飛んでくる。鴉からすではないことはすぐに知れて、イールは戦せん慄りつに苛まれながらも覚かく悟ごを決めた。

　大型の蝙蝠こうもり──エドガーはイールの姿を認めると、少し離れた樹きの先せん端たんに逆さまにぶら下がる。まだ薄うす暗ぐらいとはいえ、夜明け間近に蝙蝠の姿でいることは彼らにとって危険なことのはずだ。そこまでしてラフェリを緊きん縛ばくしたいのだろうか。イールは逃げたりなどしない。目的を果たす、それだけのためにエカルラートへ帰る。

　エドガーが距きよ離りを置いているのは『速すみやかにおまえから歩み寄れ』という意思表示だった。ヴェルレインの居場所にこれ以上近づかれたくないイールは、エドガーがぶら下がっている樹の真下へ駆かけ寄る。

「──っ」

　蝙蝠が飛ひ膜まくを広げたかと思うと、地上の獲え物ものを攫さらうかのようにイールの身体をつかみ、一気に高度を上げた。エドガーは物もの凄すごい速さで飛行し、あっという間にエカルラートに連れ戻される。イールの自室に窓から入り、人間の姿に変容した蝙蝠男は、艶つやめく金髪ブロンドを整えるとその手で突き飛ばしてきた。華きや奢しやな身体は軽々と倒たおされ、寝しん台だいの角で羽を強打する。

「ぅ、……っ」

「昨夜ゆうべの客がやかましく言ってきた。おまえが逃げただの突とつ然ぜん消えただの。どうなってる」

　エドガーの怒いかりは相当なものだった。陶とう器き人形のような白い顔のこめかみに、青い血管が浮うき出ている。誰だれかの血液を吸ったのだろうか、牙が異様に長く伸びて唇くちびるは真っ赤だった。

　この蝙蝠男が、血を分けた兄弟だなんて信じたくない。そう思うほどに、またヴェルレインへの想いが募つのっていく。自分が彼の弟だと知ったときは悲しいだけだったけれど、今はこの身に同じ血が流れていることもイールに力をくれた。

　黙って思いきり睨にらみつける。あからさまにするのは初めてだった。エドガーのこめかみの血管がさらに浮き上がる。

「客が無む理り強じいしたんだろう？　そう言え。今すぐ始末する」

「やめてください。違います」

「ならば説明しろ。誰に制裁を加えるかは私が決める」

　昨夜の客は「逃げた、消えた」と騒さわぐだけで具体的なことはなにも言えていないのだろう。イールが何者かに攫われたこともエドガーは知らされていない。明確な情報のないことがこの男を苛いら立だたせている。

　そして客はイールに「無理強いされた」と報告されることを恐おそれている。

　そんなことはしない。イールは、ヴェルレインの存在が知られていなければそれでよかった。

「僕が勝手に逃げたんです。具合が悪くなって。お相手をするのがどうしても無理で……」

「それで？　具合の悪いおまえがどうしてあのような田舎いなか道にいたのだ」

「………」

　そう問われると答えようがなかった。今の言葉で、エドガーはヴェルレインに気づいてしまうだろうか。心臓の音が急にうるさくなる。

　でもイールはほかの言いかたがわからない。「客に無理強いされたから逃げた」と言えば客が死ぬことになる。口が裂さけても言いたくなかった。

　まつげを伏ふせて唇を嚙かむ。エドガーの冷ややかな声が落ちてくる。

「制裁は、おまえが受けるのだな？」

「……はい」

「父王に措そ置ちをうかがう。おまえはここを動くな。施ほどこしも受けるな。私が代行する」

「ま、待ってくださいっ、どうして施しまで止められるのです？　自分で行かせてください」

　ヴェルレインと違って、イールたちラフェリはいつでも蝙蝠王のところへ行けた。

　自分がラフェリであることに今ほど感謝したことはない。そして、油断している蝙蝠王に最も近づける瞬間は、花に黒い血液を落とされるときだ。だから施しのときに拳銃を忍しのばせるつもりでいたのに。

　イールの訴うつたえを完全に無視して、エドガーは部屋を出て行った。

「あっ……!?」

　嫌いやな予感がして、扉とびらのノブに手をかける。力を入れてまわしたがガチャガチャと音がするだけで開かなかった。

「そん、な……開けてください！」

　エドガーに外から施せ錠じようされてしまった。その足音がすぐに遠ざかる。

　これではしばらく蝙蝠王のところへ行くことができない。力なく寝台に横たわり、衣装の内側から拳銃を取り出す。

　大きくてずっしりとしたそれをクッションの下に忍ばせた。こんな重じゆう厚こうなものを、イールの小さな手で操作できるだろうか。引き金を引くことに恐れはないけれど、当たらなければ意味がない。イールは拳銃など触さわったこともなく、銀の魔弾はたった一発。

　どうしても至近距離で撃うちたかった。施しはまたとない好機だったのに。

「………、──」

　気を張りつづけていたことと、昨夜ほとんど眠ねむっていないせいもあり、イールはクッションの下に手を入れたまま微睡まどろんでしまった。

　次に目を覚ましたのはエドガーがふたたび部屋に入ってきたときだった。

「食っておけ」

　びくっと身体からだが揺ゆれるほど驚おどろいたが、エドガーは花の載のった皿を置いてまた部屋を出て行く。

　不思議だった。いつもはイールが花を食べる様子を舐なめまわすように見てくるのに。その視線は食べ終わるまで絶対に動かない。

　エドガーは珍めずらしく焦あせっているようだった。蝙蝠王との話が長引いているのだろうか。

　イールが受ける制裁とはどういったものなのだろう。蝙蝠王の巣でなされるなら、想像できないほどおぞましいことに違いない。ひどく恐ろしいが、逃げたいとは思わなかった。それが蝙蝠王に近づく最後の機会になる。

　身を起こしたイールは寝台に座り、サイドテーブルに置かれた皿を手に取った。

　赤い薔ば薇らの花か冠かんがみっつ。そこに黒い泥どろのような血が塗まぶされている。

　確かく認にんした壁かべ掛かけ時計は午前十時六分をさしていた。

　ラフェリは、蝙蝠王の血を午前十一時までに必ず摂せつ取しゆしなくてはならない。

　──このまま食べなければ、蝙蝠王の血を飲まなければ、僕はあと一時間もしないうちにミイラみたいになって死ぬ……。

　蝙蝠王の血を拒こばんだために、枯かれ木のようになって死んだ兄弟を今まで何度も見せられてきた。そしてイールたちはなんの疑いもなくその黒い血液を口にしてきた。

　洗脳──そんな言葉も知らずに。

「ヴェルレイン。……ヴェルレイン、──」

　呼べば勇気の出るその名を、イールは何度も声に出す。そして震ふるえる手をサイドテーブルに持っていき、そこで皿を手放した。

　コト、と小さな音がする。

　それはみずからの手で蝙蝠王の呪じゆ縛ばくを解き放った音だった。

　ヴェルレインの言葉を信じるイールは、蝙蝠王の血を飲まない──。

　蝙蝠王の血を飲まなくてもラフェリは生きられる。自由を求めて広い世界へ飛び立てることを兄弟たちに伝えたかった。

　そして自由を得たイールは銀の魔ま弾だんを蝙蝠王に──そうなれば必ずエドガーに殺される。

　本当は自分の手で母親たちの墓標を立てたかった。でもイールの夢は必ずヴェルレインと兄弟たちが叶かなえてくれる。

　今はただ時が過ぎ、蝙蝠王の前に連れて行かれる瞬しゆん間かんを待つだけだった。

　──一時間がこんなにも長く感じるなんて。

　いつも冷たい手には焦しよう燥そうによる汗あせが滲にじみ、落ち着きのない身体は小さく震えつづけていた。

　やがて、もう何十回と見た壁掛け時計が、午前十一時二分をさす。

「………」

　少し汗ばんではいるが、身体のどこにも変調は見られなかった。蝙蝠王の血がなくても生きられるという確かな実感に、胸が壊こわれんばかりの早はや鐘がねを打つ。

　──でも、落ち着いて。今、僕にできることは……。

　まだ二分しか経たっていない。慎しん重ちように、様子を見るべきだと自分に言い聞かせた。

　立ち上がって机に向かい、椅い子すに座って紙とペンを出す。リュリュやジーファたちに手紙を残そうと思った。エカルラートを出て自由に生きられると──部屋に閉じ込められたイールにできることはそれしかない。

　夢中で書いているうちに時間が経ち、ちょうど午前十一時半を過ぎたときだった。

「イール！　きさま……！」

「──!!」

　部屋の扉が開かれて、エドガーが大おお股またで入ってくる。もう手て遅おくれだった。その声がひどく荒あれているのは、サイドテーブルに置きっぱなしにしていた皿を見たからに違ちがいない。

「あ、あ……！」

　振ふり向いたそこにエドガーの顔があった。あまりの近さに驚き、机に顔を伏せる。

「なにを書いてるっ、見せろ！」

「いやだ、やめてくださいっ」

　腕うでの下にあった手紙を抜ぬき取られる。立ち上がって取り返そうとしたがエドガーに首をつかまれた。容よう赦しやなく力が込められる。

「ぐ、……ぅ」

　蝙蝠こうもり男の赤い目が左右にすばやく動き、それを読んでいく。最後まで読むころには不気味に嗤わらって、イールの首を解放したと同時に手紙を破いた。

「なんてことをっ、──ぅ、あっ！」

　腕にエドガーの手が嚙みついてくる。その手が大きく弧こを描えがく。ぶんっ、と風を切る音が耳元でした直後、羽に激痛が走った。

「あ、いた、ぃ……、痛……」

　寝しん台だいに叩たたきつけられた羽が折れそうになる。動けないところにエドガーが伸のしかかってきて、痛みに耐たえる身体が震えた。

「父王の血を放ほう棄きするとは……ひ弱なおまえにそんな気き概がいがあるとは思わなかったぞ」

「……っ」

「おまえが書いていた通りだ。父王の血がなくてもラフェリは生きられる。ただし、我々蝙蝠一族には掟おきてがある。父王の血を口にしないラフェリを捕とらえ、即そく座ざに全身の血を吸い尽つくすという掟だ。──即座にな」

「なっ……!?　だったら、今までミイラみたいになって死んだラフェリは、みんなあなたたちが殺したんですか!?」

　ヴェルレインの言う通りだった。これは洗脳以外のなにものでもない。勇気を出して自由を求めたラフェリをいともたやすく殺し、血を吸い、その亡なき骸がらを兄弟たちにさらして──。

　かつてない怒いかりで身体が熱くなる。蝙蝠男に触ふれられている肌はだが爛ただれそうだった。

「即座、と言っただろう。その意味がわからないか、イール？」

「ひ、……」

　氷のように冷たい舌が、べろりと首筋を這はう。抵てい抗こうしたいのに、エドガーの腕にきつく縛いましめられて少しも身体が動かせない。濡ぬれたそこに牙きばがあてられる。鋭するどい先端が皮ひ膚ふに減めり込んでくる。恐きよう怖ふと戦せん慄りつで全身が一気に粟あわ立だった。

「う、ああ……！」

　いやだ、死にたくない！　蝙蝠王を撃つまでは絶対に死ねない──。

「私に命いのち乞ごいをしろ」

　首筋から牙が離はなれて、耳じ孔こうに冷気が吹ふき込まれる。凄すさまじい悪お寒かんに肌が色を失なくす。

　睨にらみつけたエドガーは怒おこっていない。嗤う白い顔には満まん悦えつのようなものが浮うかんでいた。

「たった今、父王よりおまえを賜たまわった。十五年に及およぶ説得と私の功績が認められ、今日ようやく現実のものとなったのだ！　本来なら今すぐ血を抜いて殺さねばならないが……おまえはもう父王のものではない。私だけのものだ。私に命乞いをすれば助けてやろう」

「意味、が──」

　蝙蝠男の意味不明な言動に恐怖心を煽あおられる。エドガーの手が、どうしてかスラックスのボタンにかけられた。驚く間もなくそれが外されて、中に冷たい手が入ってくる。拒きよ絶ぜつを示す身体がビクンッと跳はねた。

「なに、をっ……さ、触る、な……！」

「この身体で私を存分に悦よろこばせろ。私のために最初の花か蜜みつを分ぶん泌ぴつするんだ。そうしたら殺さないでいてやる。いやらしく液えき汁じゆうを漏もらしながら言え。助けてくださいお兄さま、とな──」

「あなたに命乞いなんか絶対にしない！　……ぅ、ぐっ」

　股またのあいだを揉もまれて、嫌けん悪お感かんに胃液が迫せり上がってきた。耐えられず戻もどしそうになったとき、不気味に嗤うエドガーが急に瞠どう目もくする。怯おびえるようにスラックスの中から手を引き抜く。

「きさま！　いつ花蜜を分泌したんだっ！」

「え、──」

　荒あら々あらしい声で放たれたその言葉に驚きよう愕がくした。なぜ知れてしまったのかと考えて、しかしすぐに気づく。

　少し前までのそこは、冷たく乾かわいた単なる身体からだの付属でしかなかった。でもヴェルレインに繰くり返し愛された今は、彼の肌に馴な染じむみたいにしっとりとしていて、なにもしなくても花か香こうを放つまでになっている。

「なぜだっ。薬が効かなかったのか!?　こんなことはあり得ない！」

　さっきまで嗤っていたエドガーが凄まじい怒りと混乱をあらわにする。艶つややかな金髪ブロンドをぐしゃぐしゃと搔かく。その隙すきを見み逃のがさずに、イールは寝台を這って蝙蝠男の下から抜け出した。必死でスラックスのボタンを閉じる。

「あれほど多量の薬を一日も欠かさず打っていたのに、なぜだ……っ。私の花蜜が──」

「薬……？」

　その言葉に、はっとなる。どうしてイールだけがいつまでも花蜜を分泌しないのか。その行こう為いを身体が拒絶しているからだとも考えた。

　でも違ったようだ。エドガーが言う『薬』。この男から毎日のように注射されていたもの。

　それによって花蜜の分泌を抑よく制せいされていたのではないだろうか──。

「あれは、抗こう体たいではなかったのですか？　ど、どうして……？　どうして僕だけそんなことされる必要があったのですか？」

「おまえは生まれたときから私のものなんだっ！　白金髪プラチナブロンドも薔薇輝石ロードナイトの瞳ひとみも、美しい肢し体たいも羽も、花蜜もなにもかも全部！　誰だれにも渡わたさない、客どもになど絶対に……！」

　怖こわい。ヴェルレイン──。

　かつてない怒りや嫌悪が一気に引いて、生々しい恐怖だけがイールを覆おおう。

　これ以上、ここにいてはいけない。しかしエドガーの向こうにある扉とびらはひどく遠くに感じられた。扉に手が届かないなら、すぐそばにある窓から飛び降りる。エドガーに犯おかされることに比べれば骨が折れることなど少しも怖くなかった。

　クッションの下に手を差し入れる。拳けん銃じゆうをつかむと同時にエドガーが馬乗りになってきた。

「や、っ……」

　必死でもがくイールを見おろしてくる蝙蝠男は、クク、と喉のどで嗤う。いつも固めている髪かみを振り乱し、細い瞳を見開くそのさまは、正気を失っているように見えた。

「もういい。花蜜はあとだ。孔あなを……早く、あの美しく愛らしい孔を私のものにしなくては」

「あっ、いやだ！　放して、はな、せ──」

　ふたたび下か肢しに触れられたとき、大きな破は壊かい音とともに扉が開かれた。

　間かん髪はつを容いれずに、ドンッ、と拳銃の発はつ砲ぽう音がする。

「ぐ、ぁ──」

　驚きよう愕がくに目を瞠みはるイールの前で、エドガーが心臓を押さえながら床ゆかに倒たおれ伏ふす。

　なにが起きたかわからない。混乱するイールの耳に、強くまっすぐな声が届いた。

「イール!!」

「あ……、ヴェル、レイン……？　──ヴェルレイン！」

　幻まぼろしではない、愛いとしい人の姿が目に飛び込んでくる。銀の魔弾が装そう塡てんされた拳銃を握にぎりしめて寝台から飛び降りた。脚あしに力が入らなくて倒れかけたところを、ヴェルレインが抱だきしめてくれる。力強い腕に包まれただけで安あん堵どが全身に広がっていく。　>>>♥

「大だい丈じよう夫ぶかっ、怪け我がは？　なにもされてないか!?」

「はい、大丈夫です……ヴェルレイン、来てくれてありがとう」

「遅おそくなって悪かった、こいつらに渡す拳銃を揃そろえるのに時間がかかってしまったんだ」

「え……？」

　そのときヴェルレインの腕うで越ごしに人ひと影かげがぶつかってきた。紅あかい炎ほのおのような髪と、艶のある美しい褐かつ色しよくの肌が見える。

「イール！　大丈夫か!?　エドガーのやろう、もっとぼこぼこにしてやりたい！」

「わぁん、イール、無事でよかったあ。怖かったでしょう」

「リュリュ、ジーファ、みんなも……」

　ラフェリたちがこの部屋までヴェルレインを連れてきてくれたことがわかる。その可か憐れんな手には、小型の拳銃があった。

「ラフェリたちにはこれで蝙蝠こうもり一族に応戦させる。イール、おまえのことは俺が命に代えても必ず守る。だから蝙蝠王のところへ俺を連れて行ってくれ」

「はい！　……勝手をしてごめんなさい。銀の魔ま弾だん、ちゃんとここにあります」

　大きな拳銃を両手で包んで差し出す。ヴェルレインはそれをホルスターにおさめた。

　手をつないで階段をのぼろうとしたとき、リュリュたちがヴェルレインの上着を引っ張った。

「俺も行く！」

「ぼくもっ」

「おまえたちは今すぐここを出ろ。蝙蝠一族は俺が撃うった拳銃の音を絶対に聞いている」

「ヴェルレインとイールだけ行かせるなんて絶対にいやだっ」

　それでも一いつ緒しよに行こうとするリュリュの肩かたに、ヴェルレインは手を乗せて言う。

「聞いてくれ。俺は、すべてのラフェリを解放するためにここまでやってきた。一人でも欠けたら意味がないんだ。リュリュ、ジーファ、みんなも頼たのむ。俺の望みを叶かなえるために、協力してくれ。兄弟が揃っているか確かく認にんし合いながらエカルラートを出るんだ」

「………」

「蝙蝠一族は普ふ通つうの弾たまでは死なない。遠えん慮りよなく撃て。頼むから兄弟には当ててくれるなよ」

　こんな極限状態にあっても、ヴェルレインは皆みなを安心させるために笑ってくれる。

　紅い髪をポン、と撫なでられると、リュリュは意を決したみたいに深くうなずいた。

「みんな外に出よう！　拳銃を持ってない兄弟がちびを抱だけ！　五、六人で固まって走れっ」

　リュリュの言葉にラフェリたちがすぐさま行動を起こす。

　いつも元気で明るいジーファが涙なみだ目めになってヴェルレインとイールの頰ほおにキスをする。

「二人一緒に戻ってきて。ぼく、ずっと待ってるからね」

「わかった。約束する！」

　ヴェルレインとイールは階段を駆かけ上がり、最上階を目指した。

　襲おそいかかってくる蝙蝠男や蝙蝠女をヴェルレインが回リ転ボ式ル拳バ銃ーで撃ち抜ぬいていく。足止めをするには鉛なまりの弾だん丸がんで充じゆう分ぶんだった。

　最上階にたどり着くと、そこには巨きよ大だいな鉄の扉がある。

　いつもと違ちがう光景にイールは足を止めた。

「扉はみっつあります。僕たちが来るときは開いてるのに……」

「大丈夫だ、俺がやる」

　男が二人がかりで動かすような太い鉄の閂かんぬきを、ヴェルレインは一人で抜いていく。微び力りよくでも必ず意味があると信じてイールも一緒に引っ張った。それを三度繰り返して開いた、最後の扉の向こうに広がる不気味な光景を、ヴェルレインが息を吞のんで見つめる。

「あれが、蝙蝠王──」

　ここは昼中でも薄うす暗ぐらい。足元は魔ま法ほう陣じんで埋うめ尽つくされ、夥おびただしい数の棺ひつぎが並んでいる。

　そして最さい奥おうに黒い祭さい壇だんがある。蝙蝠王はいつものように祭壇の真上に逆さまにぶら下がっていた。

　毎日この光景を見てきたイールでさえ、気味が悪くて恐おそろしくてしかたなかった。蝙蝠王は飛ひ膜まくで身を包んでいる状態でも、人間の二倍以上の大きさをしている。黒く巨大で、人間の生き血を糧かてとし、乙女おとめらを凌りよう辱じよくしてラフェリを製造する──悪あく魔ま以外のなにものでもない。

　悪魔を目の前にして、ヴェルレインは恐ろしくないのだろうか。イールは身体が震ふるえるほど怖い。震える細い肩を、大きな手が包み込んでくれた。見上げたその顔は──。

「あ……ヴェルレイン──」

　ヴェルレインは、笑っていた。

　満月の夜に出会ったあのときと同じ姿をしていた。

　ただならぬ強さと威い圧あつ感かんのある体たい軀く。烈れつ々れつとした意志の宿る鋭するどい眼まな差ざし。殺気にも似た気き魄はく。あの夜、イールが恐ろしいと感じたそのすべてが、今はたまらなく愛しい。屈くつ強きようなヴェルレインを形づくるそのひとつひとつは、この瞬しゆん間かんのためにあるのだと確信できる。

「母親たちの無念を思い知れ!!」

　ヴェルレインは躊ちゆう躇ちよなく蝙蝠王に向かって駆けていく。そのとき、足元に広がる数多あまたの魔法陣が火を噴ふいた。

「──っ！　大丈夫か、イールっ」

「はいっ……」

　でもそう返事をするので精せい一いつ杯ぱいだった。赤と黒の炎が、まるで意思を持っているかのように襲いかかってくる。互たがいの服に移った火を叩たたいて消し合う。連なる棺のあいだを駆けて蝙蝠王に近づき、ヴェルレインはホルスターから拳銃を抜いた。

　キ─────ィ………と蝙蝠王が啼なく。

　その声をイールは初めて聞いた。頭にわずかな痛みが走る。ヴェルレインは両耳を押さえてその場に座り込んだ。

「ぐ、ぅっ！」

「ヴェルレイン！　大丈夫ですかっ」

「なんだ、いったい……頭が、割れそう、だ」

「これは蝙蝠一族の超ちよう音おん波ぱですっ。どうしよう、どうしたら……」

　蝙蝠王が啼きながら飛膜を広げる。自動車三台分に匹ひつ敵てきするその大きさに戦せん慄りつした。

　ヴェルレインは苦しみつづける。悪魔の血を持つイールにはほとんど影えい響きようがない。

　どうすればいい、自分には今なにができる──混乱する頭で、それでも懸けん命めいに考える。なにもないのだろうか。華きや奢しやな肢体と退化した羽だけしか、イールは持っていないのだろうか。

「あ……。歌──」

　人間にも蝙蝠一族にも出せない声域にラフェリだけが到とう達たつできる。その魔ま性しようの歌声なら、あるいは蝙蝠王の超音波を封ふうじ込めることができるかもしれない。

　迫せまりくる炎の中で、イールは歌う。

　恋こいの歌でも愛の歌でもない、乙女たちのための鎮ちん魂こん歌かを、悲劇の場であるここで歌い上げた。「うっ……!?」

　するとヴェルレインが両耳から手を離はなし、頭を振ふって立ち上がった。飛びまわりながら超音波を発する蝙蝠王と、歌うイールを交こう互ごに見てくる。それを見たイールは自分の歌声に効果があることを知る。ヴェルレインも気づき、笑え顔がおを見せてくれた。

「イールっ、そのまま歌っててくれ！」

　広い背でイールを隠かくしながらヴェルレインが叫さけぶ。

　熱風で喉のどが灼やけそうだったけれど、イールはその逞たくましい背に縋すがって歌いつづけた。

　ヴェルレインが拳けん銃じゆうをかまえる。撃げき鉄てつを起こす。

　物もの凄すごい速さで飛んでくる蝙蝠王に向かって、銀の魔弾を放った。

　ギィ、アァ─────ッ………！

　耳を劈つんざくような獣けものの叫きよう声せいと、立っていられないほどの衝しよう撃げき波はに同時に襲われる。ヴェルレインがすぐさま振り向き、イールを包むように抱きしめてくれた。

「く、っ──」

「ああっ、ヴェルレイン、見て……蝙蝠王が！」

　巨大な蝙蝠は、限界まで飛膜を広げた状態で固まっていた。その異様に膨ふくらんだ腹に、眩まばゆく輝かがやく金剛石ダイヤモンドのような弾丸が埋まっているのが見える。

「くそっ、心臓じゃない！　心臓でなければ意味がない！」

　ヴェルレインは己おのれを責めるようにそう叫んだが、次の瞬間、銀の魔弾が鮮せん烈れつな紅こう炎えんを放ちだした。身体からだの内側から灼かれた蝙蝠王は、ふたたび鼓こ膜まくを突つき破るような金切り声をあげて、そのまま実体を霧む散さんさせた。

「あっ！　消えた……ヴェルレイン、心臓じゃなくても蝙蝠王は相当な深手を負ってます」

「ああ、そのようだな。──今すぐ脱だつ出しゆつする。炎ほのおが、妙みような動きをしてる」

「え……？」

　イールは、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみがとらえている方向を見る。その恐ろしい光景に思わずヴェルレインの上着を握にぎった。

　操あやつる者がいなくなった魔法陣から猛たけり狂くるう炎が次々と姿をあらわす。

　ドォン……と轟ごう音おんを立ててマグマのように噴ふき出してくる。

　それらは水が流れるかのように床ゆかを這はい、窓を割り、壁かべを伝って落ちていく。

「これは危険すぎる！　ほかの階にも炎が……。──な、なんだあれは？」

　なにかを見つけたヴェルレインが近くの棺へ駆けていく。

　黒い棺の上に、繭まゆがひとつ載のっていた。

「ヴェルレイン、それはラフェリの繭です！」

「なんだと？　ではこの中にラフェリが？　無事なのは、こいつだけか？」

　ヴェルレインはあたりを見まわし、ほかにも繭が落ちていないか確認する。

　暴れまわる炎の中で、イールも懸命に捜さがした。ラフェリの繭と──母親たちを。

　その美しく煌きらめく薔薇輝石ロードナイトの瞳が、黒い祭壇の奥をとらえた。

「あっ！　──お母さまたち、がっ……」

　イールは炎を飛び越こえて祭壇に駆け寄った。そこに夥しい数の骨が散らばっている。

　それは、ラフェリを産んだ乙女たちの遺骨──イールは毎日ここに来るたびに捜していたが、どうしても見つけられなかった。蝙蝠王がいなくなって初めて見えた祭壇の奥に、それらは隠されていた。

　白いものもあれば、黄変しているもの、軽石のようになってしまっているものもある。

　炎が迫っていることも忘れて、イールは夢中でそれらを搔かき集めた。

「ばかやろう！　なにしてるっ、早くここから出るんだっ！　立て、イール!!」

「いやだ、連れて行くっ……連れ、て」

　連れて行かなければ、命を懸かけている意味がなかった。

　恐きよう怖ふと絶望の底で亡なくなっていった彼女たちの清らかな魂たましいをここから連れ去り、生しよう涯がい弔とむらいつづけることだけが、イールを突き動かし生に縋らせてきた。このまま亡なき骸がらを置いて去ってしまったら、たとえ助かったとしてもイールは生きていけない。

「うっ、……うう、っ」

　ひとかけらでも多く連れて行きたい。それなのにイールの手は小さくて、集めても集めてもこぼれ落ちていく。

「──くそっ！」

　座り込んだまま動こうとしないイールに、激しい怒いかりをあらわにしながらヴェルレインは上着を脱ぬいだ。それを床ゆかに広げると、大きな手で遺骨を一気に搔き集めて上着の上に置いていく。

「ヴェル、レイン……？」

「おまえが持ってるものもここに置け！　早く、もっと集めろ！」

　ほんの数秒間、二人は懸命に骨を集めた。やがて深しん紅く色の屋根が崩ほう壊かいを始める。

　限界と判断したヴェルレインが手早く遺骨を包む。それをイールに抱だかせ、ヴェルレインは唯ゆい一いつ保護できたラフェリの繭を抱かかえた。

「しっかり持ってろ、絶対に落とすな！」

「はいっ……」

　二人はかたく手をつなぎ、棺ひつぎのあいだを走り、みっつの扉とびらを抜ぬけて階段を駆かけおりていく。

　炎による凄すさまじい熱風が肌はだを苛さいなみ、濃こい煙けむりが行く手を阻はばむ。楽屋にも火がまわり、もう入れない状態だった。これではおそらく自室にも火が──。

「あっ！　本！　僕の本っ、取りに行かせてください！」

「だめだっ、ここはもうもたない！　あんなもの置いて行け！」

「いやだ、いやですっ、手を放して、ヴェルレインは先、に──」

「いいかげんにしろっ。──あれはもう役目を終えたんだ！」

　つないでいる手を引っ張られる。どんっ、と身体が強く触ふれ合った。ヴェルレインの強くて綺き麗れいな琥珀色の瞳が間近に迫る。

「地じ獄ごくみたいな場所で生きているおまえを、広くて美しい世界につなぎ止めておくことが、あの本の役目だったんだ。イールは俺の言ってること、わかるよな？」

　人の手で綴とじられた、少し不格好だけれどとても温かみのある、イールの大切な本。

　ときにイールを慰なぐさめ、ときに鼓こ舞ぶしてくれた。

　繊せん細さいで瑞みず々みずしい花の絵、緻ち密みつな文字の羅ら列れつ。

　手に馴な染じんだあの温かな感かん触しよくが、たまらなく好きだった。それに二度と触れられないことがわかって、イールは憚はばからず泣いた。

　泣きながら、でもしっかりとうなずく。ヴェルレインは優やさしく笑ってくれた。

「紙に描かかれた花じゃなくて、本物の花を育てて生きるために、あれはここに置いて行け」

　そこから二人は一路、出口を目指して駆けた。

　火ひ脚あしは恐おそろしく速く、崩くずれかたも異様だった。この古城は蝙蝠こうもり王の力で老ろう朽きゆう化かが止められていたに違ちがいない。その力を失って一気に崩壊を始めたのだろう。

　皆みな、無事にここを出られただろうか。幼いラフェリたちが心配だった。イールはもう目を開けていられなくて、ただヴェルレインに導かれるまま脚あしを動かすだけになっていた。

　パチパチと火の爆はぜる音が遠ざかっていく。けたたましいサイレンの音が聞こえる。人々のざわめきが耳に届く。

　かたく閉じたまぶたに、光の感触があった。

「ヴェルレイン！　イール！　よかったあ！」

「ジーファ！」

　燃え盛るエカルラートから脱出したそこにジーファがいた。熱くて怖こわいだろうに、イールたちが出てくるのを間近で待っていてくれた。かたく抱き合って、すぐに店から距きよ離りをとる。

　そこには消防士や警官のほかにエカルラートの常連客たちもいた。その先は野や次じ馬うまだらけで人ひと垣がきの終わりが見えない。

「ヴェルレイン！　本当にありがとう！　すごいよ、夢みたいだ！」

　ジーファとヴェルレインもしっかりと抱き合った。ヴェルレインは炎を纏まとうエカルラートを見上げながら訊たずねる。

「全員無事か？　逃にげ遅おくれたラフェリはいないか？　いるなら俺が今すぐ戻もどって──」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。あのあとすぐに警察が来て、火がまわってくるよりも先にみんな助けられたんだ。蝙蝠一族からも守ってくれたよ。でも奴やつらはほとんど逃げてしまったって……」

「警察？　すぐって、どういうことだ？　いくらなんでも来るのが早すぎないか？」

「そうなんだ。それでね、──まあ、あれを見てよ」

　ジーファが抱ほう擁ようを解いて、ある方向を指さす。ヴェルレインとイールは同時にそこを見た。

　リュリュと、彼に御ご執しゆう心しんのアルベールが大きな声で言い合っている。

　アルベールの様子が少し違って見えたのは、イールだけだろうか。

　いつもお洒落しやれに燕えん尾び服ふくを着こなしているのに、今日は少々武骨な感じだ。ダークグレーのスラックスと、白のシャツにネクタイ。上着はリュリュの首や肩かたを覆おおうために脱いだらしい。

　そしてなぜかホルスターをしていて、拳銃が左右に一丁ずつ入っている。

　イールが小首をかしげると、それを見たジーファが教えてくれた。

「アルベール、企き業ぎよう家かじゃないんだって。警察のちょっと偉えらい人──ええと、なんて言ってたかな……そう、警部なんだって。『公こう認にん娼しよう館かんのキャバレー・エカルラートが殺人めいたことまでしている』っていう噂うわさを聞いて、潜せん入にゆう捜そう査さしてたんだってさ。アルベールの捜査班がいつも店の近くに待機してて、だから来るのが早かったみたい」

「ほう。それで？」

「さあ。あとはぼくも見守ろうと思ってる」

　ヴェルレインに返事をしたジーファがふたたび二人を見たので、イールたちもそれに倣ならった。

　消火活動にあたる消防士や警官たちの中で二人はまだ口論をしている。リュリュの紅あかい髪かみが少し逆立っていて、本物の炎に見えた。長身で優美な若き警部が、必死の形相でリュリュの説得にあたる。

「ええっ、お断りってなに？　自由になったその日に結けつ婚こんしようって何度も誓ちかったでしょ？」

「知るかよそんなもん！　なにが若手企業家だっ、ずっと騙だましてたくせに」

「ちがうよ、確かに身分は偽いつわっていたけど、きみへの愛だけは真実なんだっ」

「なんだとぅ……おまえ、潜入捜査なんて言ってるけど、捜査対象に惚ほれるなんて警部プロとしてあるまじき行こう為いなんじゃないのかよ!?」

「それについては言い訳しない。どれだけ能無しと詰なじられてもいい、リュリュ、愛してる！」

　そうしてアルベールは、顔を真っ赤にして暴れるリュリュの左手を取り押さえ、ずっと持っていたらしき結婚指輪を無理やり嵌はめた。そして二人が熱ねつ烈れつな誓いのキスをしたことを皮切りに、ほかの常連客たちもラフェリに求きゆう婚こんを始める。

　以前から真しん剣けんに求婚してくる男は多くいて、それを受けたいラフェリもいた。これまでは決して許されなかった、愛する者の伴はん侶りよとなることを、ラフェリたちは今日やっと現実のものとする。

　その様子をイールは目に涙なみだを浮うかべながら見ていたが、隣となりでヴェルレインがぼりぼりと頭を搔きだした。見上げたその顔は難色を示している。

「ヴェルレイン？　どうしたのですか？」

「どうしたもなにも……俺は弁護士を二十人雇やとったんだ。自由を得たラフェリには後見人が必要だろう？　報ほう酬しゆうは前まえ払ばらいした。それなのに……」

　イールはふたたび兄弟のほうへ目を向ける。おそらく、客を取っていた十八歳以上のラフェリは放ほうっておいても問題ない。踊おどり子たちにもパトロンがついている。心配なのは十二歳未満の子供たちだが──。

「それでも、やっぱり最初から二十人は多すぎませんか？」

「………。それは俺の個人的な事情も含ふくまれている」

「個人的な事情ってなんですか？」

「城に帰ればいやでもわかる」

　この人はまだなにか言っていないことがあるのだろうか──少しだけ胡う乱ろんな目つきをして見つめると、ヴェルレインは器用に片かた眉まゆだけを上げた。

「なんだその目は？　──ええい、やっぱり俺はこいつらに弁護士をつけるぞ。心配で仕事に身が入らん。どれだけいい男とくっつこうが関係ない。それとこいつは俺が引き取る。少ししたらラフェリが出てくるんだろう？」

　兄というよりも父親に近い口ぶりのヴェルレインは、ずっと片かた腕うでで抱えているラフェリの繭まゆを指さした。

「ええっ！　すごく嬉うれしいです……！　でも、ラフェリはヴェルレインにばかり甘えてしまってます。いいのでしょうか……」

「俺がそうしたいからいいんだ。それに、子供など一人だろうが二人に増えようが変わらん」

「……？」

　ふたたびよくわからないことを言われたけれど、ヴェルレインに「別れの挨あい拶さつをしてこい」と背を押された。

　ヴェルレインにそう言われるまで、イールは気づけなかった。

　もうキャバレー・エカルラートは存在せず、ラフェリたちも男娼ではない。

「イール……」

　そのことを察したラフェリたちが、自然と集まってくる。リュリュもジーファも、眠ねむる幼児を抱いだく年長のラフェリも、踊り子同士手をつなぎ合っているリディたちも。

「リュリュ、ジーファ」

　絶望と悲ひ哀あいしかない日々を、それでもときに笑って生きてこられたのは、同じ退化した羽を持つ多くの兄弟がいてくれたからだった。

「ビセンテ、アンリ……」

　兄弟は抱き合い、互たがいの羽を撫なで合う。ラフェリにしかできない信しん頼らいと親愛のサインだった。

　別れはたまらなく寂さびしい。当然のように毎日をともに暮らしてきたのに、それが突とつ然ぜんなくなってしまうのは、本当に寂しい。でもそれを凌りよう駕がする大きな喜びがある。

　ジーファが涙で濡ぬれたエメラルドの瞳ひとみをきらきらさせながら、太陽みたいな笑え顔がおで言う。

「イールは温室を作って花を育てるんだね。いいなあ。イールの育てた花はすっごく美味おいしいんだろうなあ」

「うん。いっぱい育てるから食べにきて。ジーファはお母さまたちのために綺き麗れいな星を見つけるよね。リュリュはブティックの店長になる」

「もちろん！　絶対店に来てくれよな、最高にお洒落な服を作るからさ」

「開店したらお祝いの花束持って行くね」

「頼たのむぜ、とびきりでかいやつ！」

　そうして五十三人のラフェリは一列に並び、ヴェルレインに感謝の抱擁とキスをした。

　自由を得たラフェリたちはそれぞれ希望と幸福に満ちた道を歩んでいく。

　蝙蝠王の城が炎ほのおに吞のみ込まれていくその様子を、イールは薔薇輝石ロードナイトの瞳に映す。

　長く見ていた悪い夢から醒さめるみたいだった。

　官能と頽たい廃はい、淫いん猥わいと醜しゆう悪あく──爛らん熟じゆくした時代に君臨し人々の心と血を喰くらいつづけたキャバレー・エカルラートは、ここに終しゆう焉えんを迎むかえた。




　　　　＊　　＊　　＊




　薫くん風ぷうが若葉を揺ゆらす初夏。時刻は午後二時十五分──。

　イールは、ダンハウザー伯はく爵しやく家の居城で最も豪ごう奢しやな、城主の書しよ斎さいにいた。

　入室許可は得ている。イールはここでヴェルレインの仕事を手伝っていた。

　総勢二十名から成る〝ダンハウザー弁護団〟の報告書は、毎日のように届けられる。

　ラフェリたちからの感謝と近きん況きよう報告の手紙も途と切ぎれることなく届いていた。

　しかし、約一か月のあいだ事業の現場から離はなれていたヴェルレインは現在多た忙ぼうを極きわめ、報告書に目を通す時間が確保できない。ラフェリからの手紙だけを読むことにした彼は、報告書の確認業務をイールに託たくした。

　弁護団の書類をすべて読み、気になることがあればベッドの中で報告する決まりである。

　報告書から皆みなの元気な様子がたくさん伝わってきて、嬉しくてたまらないイールは毎晩ベッドに入るや否いなやヴェルレインに話をした。

　ジーファは八人からの求婚をすべて断り、セドリック老のところへ行ってしまった。

　報告書によると、セドリック老には天文学者の孫がいる。大変優ゆう秀しゆうではあるが相当な変わり者で、周囲の人間は手を焼いていたという。そこでセドリック老は明るくて誰だれにでも屈くつ託たくなく接するジーファを投入した。ジーファは、人をまったく寄せつけない天文学者の心をつかみ、今では一いつ緒しよに新星を探す日々を送っている。

　報告書はこう締しめ括くくられていた──〝母親たちに捧ささげる新星、発見のとき近し〟。

　リュリュもまた一歩、夢に近づいたみたいだった。

　アルベールの叔父おじがブティックを経営していることがわかり、さっそく働きはじめたという。「奥さんのために新居を買ったのに、いつもいない……」という夫の嘆なげきは今のところ無視されているようである。一昨夜これらをヴェルレインに楽しく話していると、「リュリュの報告はもう必要ないと思うのだが」と言われてしまった。

　──どうしてだろう？

　でもイールはまたリュリュのことも報告しようと思っている。

　そして蝙蝠こうもり一族に関しては、アルベールと頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合っているヴェルレインから教えてもらうことになっていた。

　アルベールを中心に捜査は継けい続ぞくされている。しかし進展はあまり見られなかった。

　大型の蝙蝠の焼しよう死し体がよっつ発見されたが、いずれも蝙蝠王のものではなかったという。蝙蝠一族の力が弱まっていることは確かだが、街は警察の巡じゆん回かいに加え自警団も組織した。

〝晩春の夜に麗うるわしき乙女おとめらを運び去る組織あり。大型の蝙蝠に注意されたし〟──ヴェルレインはアルベールの協力を得て、国内外の市長や領主に報知を行う。

　そんなヴェルレインは、死を覚かく悟ごしてエカルラート壊かい滅めつを決行した。

　ダンハウザー伯爵家の領地や居城、跡あと継つぎ、経営している製薬会社──それらが自分の死後も滞とどこおりなく保持・継続されるよう、また、救出されたラフェリの後見も含めて、二十人の弁護士を雇ったと教えてくれた。

　ヴェルレインの並々ならぬ強い意志と覚悟の上に、ラフェリたちは生かされている。

　そして今、イールはとても幸せだった。

「ヴェルレイン。会いたいな……でも、がまん」

　昨夜は会社で一いつ泊ぱくすると電話があった。とても忙いそがしそうだ。それなのに、イールが沈しずんだ声を出してしまったせいで、ヴェルレインはいつまでも電話を切ろうとしない。最後はイールから「き、切りますね……」と申し出たほどだった。

　寂しいなどとは言っていられない。それよりも、なにかもっと、ヴェルレインの役に立てることはないのかな──あれこれと考えながら書類を束ねたとき、扉とびらがノックされたのでイールは「どうぞ」と返事をした。すぐに扉が開かれる。

「イール……。あれっ？　いない」

　ヴェルレインの革かわ張ばりの椅い子すはとても立派で大きくて、小こ柄がらなイールはすっぽりと包まれたようになってしまう。どうやら姿が見えていないらしい。

「はーい。いますよ」

　そう言うと、タタタッという可愛かわいらしい足音が近づいてきた。五歳になったばかりの小さなロイドが椅子の肘ひじ掛かけに手をつき、背せ伸のびをして机の上を見てくる。

「おしごとちゅう？」

「いいえ。もう終わりましたよ」

「あー、よかった。おさそいに来たよ。おかあさまたちのおにわへ行きませんか」

「お誘さそいありがとう。今日も日差しが強いので帽ぼう子しをかぶって行きましょう」

「はいっ」

　二人は手をつないで書斎を出た。それぞれ麦むぎわら帽子をかぶり、温室へ向かう。

　ロイドは、ダンハウザー伯爵家の跡継ぎだ。ヴェルレインとは親子関係にある。彼は自分の死後もダンハウザー伯爵家が継続するよう、養子をとっていた。

　ロイドと初めて挨あい拶さつを交わしたとき、イールはヴェルレインの『一人だろうが二人に増えようが変わらん』という言葉をすぐに理解する。血はつながっていないけれど、親子はよく似ていた。優やさしくて強い心を持っているところなんてそっくりだとイールは思う。

　ヴェルレインは「大事な話なんだ」と言って、イールの背に羽がある理由を息子むすこに説明した。幼児には理解しがたいことだろうに、ロイドは顔をぐしゃぐしゃにして泣いてくれた。

　そしてイールにとても優しくしてくれる。二人はすぐに仲よくなった。

　しかしイールとロイドがずっと二人きりで遊んでいると、どうしてかヴェルレインの眉み間けんの皺しわが深くなる。その理由がイールにはよくわからない。「五歳の男だぞ？　甘やかすな。膝ひざなんかに乗せる必要はない」と叱しかられたこともある。五歳児にそれは厳しくないだろうかと思ったが、ひとまず言われた通りにすることにした。

「ねえイール、この花も、とっていい？」

「はい。大だい丈じよう夫ぶですよ。たくさん飾かざりましょう」

　母親たちの庭園へ行く前に、二人は温室で花を摘つんだ。

　ここは元々あった温室を、ヴェルレインがイールのために倍の広さに改装してくれたものだ。イールの温室は世界中から集められた花でいつもいっぱいだった。

　枯からしてしまうと自分の心も萎しぼんだようになる。でもなかなか開かないとされる花が咲さくと言葉にできない喜びがあった。そうしてイールは毎日試行錯さく誤ごしながら花を育てている。

　あふれるくらいの花が入った籠かごをそれぞれ持ち、庭園へ向かう。痛ましいまでに瘦やせていた腕うでは今も細いけれど、大きな花籠を持つそれにはしなやかさも生まれていた。

「今日は、きいろとももいろの花が多いね。おかあさまたち、よろこぶかな」

「もちろんです。ロイドに飾ってもらえるなら何色でも嬉うれしいですよ」

　ロイドはごく自然に「おかあさまたち」と言ってくれる。イールのことをきちんと理解してくれているなによりの証あかしで、いつも胸が熱くなる。

　そんなロイドが気になってしかたないのはラフェリの繭まゆだった。毎日、何度ものぞき込み、ひそひそと話しかけている姿が微笑ほほえましい。

「イールの羽は、おひさまにあたるとぴかぴかして、もっときれいになるね。すてきだな」

「ありがとう。とっても嬉しいです。羽があってよかった……」

　庭園へつづく小道には木こ漏もれ日があふれていて、緑色の光がきらきらと煌きらめいていた。

　初夏の風が吹ふき、髪かみや羽を撫なでていく。花籠からは瑞みず々みずしい花の香かおりがする。

　この場所は、ヴェルレインが作ってくれた本を読み耽ふけっては思い描えがいていた、イールの夢そのものだった。泣きたくなるほど美しい風景の中で、イールは今ようやく自分の背に生えた羽を誇ほこりに思うことができた。

　花籠からぽとりと落ちた花を拾いながらロイドが訊たずねてくる。

「まゆからでてくる赤ちゃんにも、ほんとうに羽がある？」

「ありますよ。赤ちゃんには、とても小さい羽が生えています」

「ちいさい……」

　ロイドは真顔になってそうつぶやく。ほんの少しなにかを考えて、そのあと意を決したようにキリッとした表情で言った。

「ちいさくてもだいじょうぶ。わたしが、ずうーっとイールと赤ちゃんを守るから」

「本当ですか？　すごく嬉しいです。──でも、父上には内ない緒しよにしておきませんか」

「はいっ。わたしとイールと赤ちゃんだけのひみつ」

　まだ見ぬ弟には頼たのもしい騎き士しがいてくれる。涙なみだが滲にじむくらい嬉しかったけれど、ヴェルレインが知ったらまた機き嫌げんが悪くなるような気がしたので黙だまっておくことにした。

　居城の隣となりには小さな森がある。ヴェルレインはそこに、ささやかでとても美しい庭園を造ってくれた。

　そしてヴェルレインとイールは、母親たちの遺骨を清流で洗い、庭園の中央に埋まい葬そうした。

　イールは毎日ここをおとずれる。風が強い日も雷らい雨うの日も関係なく花と歌を捧げる。

　今日は日差しが燦さん々さんと降り注いでいて、庭園の緑も鮮あざやかだった。イールとロイドは摘んできた花を墓標のまわりに撒まき、ひとつひとつ丁てい寧ねいに埋うめていく。夢のように綺き麗れいな花の絨じゆう毯たんができあがった。

　花の絨毯に寄り添そって、イールは乙女たちのために歌う。

　ここで慰なぐさめられた魂たましいが、美しく素す晴ばらしい来世へ届けられることを切に願いながら。ロイドもいつも大きな声で歌ってくれた。

　やがて森の入り口に人ひと影かげが見えて、ロイドが嬉しそうに両手を目いっぱい振ふる。

「あっ、イール、父上です！　きょうは早くかえってきてくれたね。父上ー！」

「本当だ……ヴェルレイン！」

　イールも大きく手を振り、ヴェルレインが笑え顔がおで返してくる。その手には母親たちに捧げる美しい花束がある。

「ロイド、駆かけっこです。どちらが先に父上に抱だきつけるか競走しましょう」

「ぜったい、わたしが先にぎゅってする！　──父上！」

　緑の光あふれる森の中をロイドが駆けだす。イールもそれについていく。

　同時に胸に飛び込んだ二人を、ヴェルレインは力いっぱい抱きしめてくれた。　>>>♥







　あとがき




　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『妖よう精せいは花か蜜みつに濡ぬれ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。今作は吸きゆう血けつ鬼きモノでも兄弟モノでもなく、「キャバレーもの」として読んでいただけたら嬉うれしいです。（そんなカテゴリーはたぶん、いや、絶対にない……）

　キャラクターもストーリーもなにひとつ考えないうちから「キャバレーが書きたいです」と担当Ａさまに相談したところ、「いいですね、文字だけでそそられますね」という素す敵てきなお返事をくださいました。ＧＯサインを出してくださり本当にありがとうございます。例のごとくタイトルまで……なにかが滴したたってきそうなムフフなタイトルです。

　イラストは葛か西さいリカコ先生に描かいていただきました。私は葛西先生に憧あこがれており……このような幸福がおとずれるとは夢にも思っていなくて、浮うかれた気持ちを懸けん命めいに抑おさえています。

　ヴェルレインが本当に格好よく、イールは美び麗れいで幻げん想そう的です。上手く書き著せないイールの衣装を、これ以上ないほど素敵なものにしてくださいました。いただいたイラストを拝見しては、その美しさに感かん嘆たんの溜ため息をついています。

　葛西先生、大変お忙いそがしい中、貴重なお時間を割いていただき本当にありがとうございました。




　今作の舞ぶ台たいになっている十九世紀末というのは、西洋も東洋も激動の時代ですよね。

　テスト勉強がとてつもなく苦手だった私は「ベル・エポック？　聞いたことあるような？　学校で習ったような??」という情けない状態から調べものを開始したのですが、とても興味深い時代で、調べるほどに楽しくなりました。勉強は何歳から始めても遅おそくないのだなあ、と思います。今の「調べて知るって楽しいな！」という気持ちが学生時代にあったなら、あんなに赤点を量産しなくて済んだだろうに……と、遥はるか昔に思いを馳はせたりもしました。

　ワルプルギスの夜について調べたところ「悪あく魔まと魔ま女じよの宴うたげ」とあります。拙せつ作さくは少し意味が異なりますが、悪魔的な雰ふん囲い気きを出したくて使用しました。イールのお母さんたちには本当につらい思いをさせてしまって心から申し訳なく思います。でも私の中では、すでに彼女たちは来世で幸せになっております。

　イールも、拙作の中で不ふ憫びんの度合いが一番強い子でした。ごめんね。でも大だい丈じよう夫ぶ、「もういいです……」って言いたくなるくらい、ヴェルレインが甘やかして幸せにしてくれますよ！

　しばらくしたら繭まゆから弟が出てきますし、ヴェルレインの仕事をもっと手伝うでしょうし。イールは毎日楽しく忙しく暮らします。もうちょっとヤンチャしてもいいくらいです。車の運転を覚え、ロイドを助手席に乗せて、リュリュが働くブティックまで行ってほしい……でもさすがにそれは無理かしら。ヴェルレインが「俺が運転する」ってムキになりそうですよね。

　毎回あとがきを綺き麗れいにまとめられないのがつらいです……つづきはブログのほうでお伝えしたいなと思っています。よろしければお立ち寄りください。お待ちしております。

　ここまで読んでくださり本当にありがとうございました！　月並みな言葉になりますが、拙作をお手に取ってくださった皆みなさまに楽しんでいただくことだけが、著述の原動力です。


二〇一五年　十二月　　　　　　鴇　六連


















電子特典特別ショートストーリー

ダンハウザー伯爵の悩ましき事案













　夏の盛りの午後。休暇を取ったというのに、ヴェルレインは書斎で仕事をしていた。

　この部屋はダンハウザー伯爵家の居城で最も豪奢ではあるが、かつては殺伐としており、そこに澱む空気は重たいものだった。蝙蝠一族への憎悪を募らせるヴェルレイン自身が作り出していたという自覚はある。

　しかしそれもイールが暮らすようになってからはずいぶんと変わった。

　イールが書斎の大きな窓を開ければ、豊かな陽射しと、盛夏でも涼風が入ってくる。そしてとても華やかになった。毎日イールが花瓶を美しい花々でいっぱいにするからだ。

『寝室と書斎に花を飾ってもいいですか』──数週間前、そう訊かれたヴェルレインは上機嫌でふたつ返事をした。嬉しそうに笑うイールを思い出すだけで口元が緩む。

「失礼いたします」

　分厚い書類の処理が終わるときを見計らって、老齢の執事が飲みものを運んでくる。

　レモンと氷が入ったグラスに炭酸水が注がれていく。ぱちぱちと弾ける泡を見つめながら、ヴェルレインは執事に訊ねた。

「ロイドは？　家庭教師か」

「さようでございます。本日は歴史学のあと、ピアノとお歌を」

「イールは」

「書庫にいらっしゃいます。お呼びいたしましょうか」

「……いや、いい。ありがとう」

　グラスに口をつけると、執事は微笑んで部屋を出て行く。扉の閉まる音を聞いたヴェルレインは大きな溜め息をついた。そして、ここ最近ひどく悩まされている事案に思いを馳せる。

　──俺の妖精が……、虫になってしまった。

　グラスを置いて天を仰ぐと、革張りの椅子が、ギ……と音を立てた。

　虫というのは、本の虫のことである。城に何万冊とある本を一生かけて読むといい──イールに伝えたそれは心からの言葉だが、ここまで書庫に入り浸りになるとは思いもしなかった。

　城に来たばかりのころは書斎や寝室まで本を持ってきて、ヴェルレインの腕の中で読んでいたのに。数週間前、イールは読書の場所を書庫に変えてしまった。解せないし、なんとも許しがたい──ヴェルレインは書斎を出ると、イールを奪われたその場所へ向かった。

　巨大な書庫は季節を問わずひんやりとしている。扉を開いたそこにイールはいない。立ち並ぶ本棚のあいだを確認しながら歩いていく。書庫の最奥でようやく見つけることができたその姿に、ヴェルレインは息を吞んだ。

　イールは高い脚立の一番上に腰かけ、古書のページをめくっている。天窓から降り注ぐ陽光を受けたプラチナブロンドの髪とまつげが輝き、半透明の羽は美しく煌めいて──。

　──天使、か……？

　愛してやまないイールの正体は妖精でも虫でもなく、天使なのかもしれない。物凄く真剣に考えながら見蕩れていると、ヴェルレインに気づいた天使が微笑んで降りてくる。

「ぅわ……」

「おいっ」

　イールが途中で足を踏み外した。大急ぎで駆け寄って抱きとめ、そのまま床に座り込む。

「ご、ごめんなさいヴェルレイン、怪我していませんか？」

「危ないことをするなっ。高いところの本を取りたいなら俺を呼べばいいだろう？」

「ありがとうございます。でも平気……何度か落ちたことありますから」

「なに？　それのどこが平気なんだ。大事な羽や骨が折れたらどうする」

　そんなことになったらヴェルレインが耐えられない。もっと自分を大切にしろと叱りつけたかったのに、はにかみながら笑うイールを見ると、その気持ちも消えてしまった。

　満月の夜、大聖堂の円形回廊で初めてイールを見たとき、恐怖にも似たものがぞくぞくと全身を這ったことをヴェルレインは鮮明に憶えている。今すぐ攫いたいという衝動に駆られたことも。幻想世界の住人と謳われていたラフェリ。その言葉に偽りはない。イールの美しさは、この世のものとは思えない魔性を帯びていた。

　ただ、その美貌に笑みはまったくなかった。陶器人形のように薄い唇をかたく閉ざし、表情を変えない。感情が見えたかと思えば、母親たちを想って涙を落とすばかりだった。

　しかしイールは、城で暮らすようになってからよく笑うようになった。

「この本、ずっと読みたくて探していたんです。こんな奥の高いところにあったなんて」

　今も、そう言ってずいぶんと嬉しそうに笑う。さっきのように微笑むこともあれば、ロイドと遊んでいるときは声を出して笑うこともある。その姿はたまらなく愛しい。悪夢の中を彷徨い、悲しみに暮れていたイール。その笑顔を見ると、心がひどく疼いて滅茶苦茶に抱きしめたくなる。こんな情動が己の中に存在するとは思いもしなかった。

　城に来てからは、母親たちを想って泣くこともなくなった。だが今も、美しい薔薇輝石の瞳が涙に濡れるときはある。それは寝室で、あるいは書斎で、花蜜を分泌するとき──。

「寝室か書斎で読めと何度も言ってるだろう？　なぜ書庫に閉じ籠もってばかりいる？」

　イールが本を開いてページをめくりはじめたので、座ったままイールを抱いているヴェルレインは腕に力を込めて言った。腕の中でわずかに身をよじらせた妖精は小さな声でつぶやく。

「ここがいいです……」

「ソファも卓上ランプもないのに？　身体も冷えるし絶対にだめだ。今から読むつもりなら書斎を使え」

「……いや、です。……落ち着いて読めないから」

「いや？　落ち着かないとはどういうことだ？　書斎のほうが明るいし椅子もある。おまえが飾った花もあるだろう。好きな花を食べながら読むことだって──」

　書庫などにイールを取られてなるものか──悩まされつづけている事案を始末すべく、躍起になって言っていたが、ヴェルレインは途中でそれをやめた。

　イールは顔を見られたくないのか、もそもそと身体を動かし、完全に背を向けてきた。しかしプラチナブロンドの髪からのぞく耳が真っ赤になっているのがわかる。

　そこで勘づいた。書庫に入り浸るようになったのも、寝室と書斎に花を飾るようになったのも、同じ数週間前からだ。ヴェルレインは別段気にしていなかったが、イールは香りの強い花を山盛りにして飾る。その理由は──。

「落ち着かないのは……分泌した花蜜の残り香で、二人でしたことを思い出すからか？」

　ピクンッと揺れた羽が、そうですと答えているようだった。たまらなく可愛く見えて、その生え際に何度も口づける。ここを責めるとイールはだめになることは充分に知っていた。手から本が落ちる。イールがゆっくりと振り返る。

「んっ……ヴェルレイン、やめて、ください」

「寝室と書斎に花を飾るのも、残り香をわからないようにするためか？」

「だって、花もないのに匂いだけ……みんな不思議に思うでしょう。……そんなの、いやだ」

「誰も気にしないしイールの匂いだとは思わない。イールが花蜜を分泌することも、どうなったら分泌するかも、俺たち二人だけしか知らないからな……」

「あ、ぁっ……だ、だめですっ、はなして」

　イールは力が入らなくなった身体で懸命に抵抗してくるが、煽っているだけということに気づかない。下半身が一気に熱を持って硬くなる。それを感じたイールが身を震わせる。

　震える肩を抱き、背や羽を愛撫しながらスラックスの中に手を入れた。ほっそりとしたそれはわずかに芯を持っていて、数回撫でるだけで硬くなり花蜜を分泌しはじめる。

「あ！　だめ……」

　花蜜が染みないようスラックスを脱がせ、自分はシャツを脱ぎ、それらを敷いたところにイールを横臥させる。片脚をつかんで限界まで開かせると、涙目になって首を横に振ってくる。

「いや……こんなとこ、で……誰か、来たら」

「誰も来ない。鍵もかけてる」

　それを聞いて気が緩んだのか、赤くなった先端から花蜜がピュッと飛び出し、とろとろと漏れてくる。古い紙とインクの匂いで満たされている書庫に、甘く淫らな花香が広がっていく。

「あ……ぁ、ヴェルレイン、おねがい、です」

「おねがい？　なにをだ？　ちゃんと言わないと、書庫にまで花蜜の匂いがついてしまうぞ」

「そんな、ひどい……、──の、飲んでほし……吸って、くださ、……あっ！　あぁ、っ」

　イールが恥じらいながら懇願するそれは、いつもヴェルレインをひどく興奮させる。

　屹立を吞み込んで思いきり吸ってやると、イールは泣いて腰をくねらせた。

　濃厚な花蜜に眩みながらスラックスをくつろげ、いきり立つ陰茎を後孔にあてる。昨夜もさんざん愛したそこはまだ柔らかい。先走りを塗り込むだけで孔はほころぶ。その奥まで一気に挿入し、内壁を繰り返しこすり上げた。

「あ、ぁ……ん、ヴェルレイン……あっ、あっ」

「書庫に逃げるのは許さない。寝室か書斎で読むと約束しろ」

「んっ……、は、花を飾るの、やめなくて、いい……？」

「もちろんだ。これからも毎日飾ってくれ。俺たちが爺さんになって死ぬまで、ずっとな」

　そう言うと、イールは泣きながらこれ以上ないほど綺麗に笑う。堪えきれなくなってその細い身体を搔き抱き、嚙み合うような深い口づけをしながら、イールの最奥に滾りきった白濁を叩きつけた。

　イールは約束を守るだろう。しかしここの環境は少し整える必要がある。書庫に絨毯と大きなソファを運び入れると決めた。卓上ランプと、イールが愛用しているふわふわのクッションも用意する。イールが約束を破ってふたたび入り浸っても、なんら問題はない。イールが書庫にも花を飾ることになるだけだ。花瓶も忘れず準備してやらなくては──。

　悩ましき事案は完璧に始末した。同時に、イールのために書庫の環境改善まで行えるのだ。

　ふふ、と満悦の笑みを浮かべると、とろけた薔薇輝石の瞳がヴェルレインを見つめてくる。

「ヴェルレイン……あの、書庫を出ないと、みんな心配して捜すと思うんです……」

「ああ、そうだな。ではあと少しだけ」

「え……？　あっ……どう、して、ヴェルレイン、大きく──あ、ぁあ、っ……」

　いつもと違う場所だからなのか、悩ましい事案を始末できたからか、それともイールがたまらなくいい表情をしたからか──やけに興奮してしまって、それを抑えられなかった。

　盛夏の陽は長い。それがとっぷり暮れ、巨大な書庫が花香でいっぱいになるまで、ヴェルレインは存分にイールを愛でつづけた。
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妖よう精せいは花か蜜みつに濡ぬれ
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